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　──ま……まづい……

　エリの頰ほおを、一すじの汗が、つぅっ、と流れ落ちた。

　目をそらすことすらできぬまま、黙ってそれを凝視する。

　二十八点。

　それが彼女の、物理の抜き打ちテストの点数だった。

　それでも足は自然と動き、ふと気がつくと、自分の席についていた。

　しかしその瞳めは、いまだテストの答案用紙に向けられたまま。

　いくら苦手な物理、いくら抜き打ちとはいえど、これは──

　……に……にぢうはってん……

　まづひ……これは、いくらなんでも……

　全員にテストを返し終え、教壇の上から、平均点がどうのこうのと、ねちねち説教たれまくる、教師の声も耳に入らず、エリはただ、ぼーぜんと、答案用紙を眺めていた。




「あー。サイテー……」

　込みあう昼の学生食堂。エリの隣に腰かけて、薄っぺらいハムのはさまったサンドイッチをぱくつきながら、三村盟子はつぶやいた。

　どうやら今は、ダイエットはしていないらしい。

「どーしたの？　なんか表情クラいけど」

　具のぜんぜん入っていないカレーライスを口に運んで問うエリに、ため息ひとつ、ついてから、

「……今日、物理の抜き打ちテスト、返ってきたんだわ……」

　ぴぴぴくぅっ！

　盟子メイのことばに、エリの全身が凍りついた。

「……ち……ちょっと……ヤなこと思い出させないでよ……」

「あれ？──ってことは、エリのとこもそうだったの？」

「ま……まぁね……」

　答えて思わず視線をそらす。

「サイテェよね。夏休みが終わって、ひとが油断してんのをつけ狙ねらうみたいに、『お前たちが夏休みに怠なまけてなかったか、確かめさせてもらうからな』なんて言っちゃって……あの若ハゲ物理オタクは」

　教師の口調をまねて言い、盟子メイは、ビン入りのコーヒー牛乳を、くいーっ、とひと息にあおった。

「……メイ……それって、ヤケ酒中年おやじのノリだよ……」

「いーじゃない！……ったく。まだ二年だっつーのに、二言目には、やれ受験だ、進学だって……やってらんないわよ。ったく」

「……メイ……あんた……」

　エリは彼女に身を寄せて、ささやくような小さな声で、

「……そんなに悪かったの……？　テストの点……？」

　問われて彼女は、ちらりっ、と一瞬だけエリに視線を向け、ふたたびうす汚れたテーブルに目を落としてから、小さな声で、ぼそりっ、と、

「三十五点」




　ぴきぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃん！




　一瞬にして、エリの体が石化した。

　……さ……さんぢうごてん……

　……これだけ落ち込みまくり倒して、あたしより点数いいでやんの……

　しばし続いた沈黙をいぶかしみ、メイがふと視線を上げれば、そこには完全に硬直しきったエリの姿があった。

「ちょっと？　どうしたのよ？」

「……え……いやはははははははははは！　なんでもないなんでもない！」

　あわててぱたぱた手を振るエリを、メイはジト目でまじまじと眺め、

「……あんた……さては、あたしより点数悪かったでしょ？」

「いやいやあの、あたしそもそも物理苦手だし……」

「で、何点だったわけ？」

「ま、いーじゃないの。ンな細かいこと。点数なんて気にしちゃだめよっ！」

「ンで何点なわけ？」

「第一、人間をテストの点数で評価しようってーのがおーまちがいなのよっ！」

「点数は？」

　わりとしつこい。

「そもそもこの学歴制度とかってのがいけないのよねっ！　うんっ！　ガッコの点数がよくったって、社会に出てから、それに比例して能力発揮できるか、っていったらそーとは限んないわけだしっ！」

「……ひとの点数聞いといて、自分は言えない、と？」

「[image: ]っ……!?」

　言われてエリは絶句した。

　むろん、点数を教えてくれと頼んだわけではないが、それを促すようなことを言ったのはたしかである。

　あきらめて、覚悟を決めると、ぼそぼそっ、と早口で、

「──二十八点」

　…………………………………………

　二人の間に、長い長い沈黙が落ちた。

　食堂に満ちるざわめきだけが、みょうによそよそしく二人を包む。

　そして──

「……に……にじう……はってん……」

　ややあって、長い沈黙を破ったのはメイの方だった。

　こくんっ、と小さくうなずくエリ。

　ふたたびしばし沈黙したのち、メイは、エリの肩にそっと手を置き、

「……カツオくんやのび太でも、がんばればもーちょっといい点取るよ……」

「だああああああっ！　そこまで言わないでよっ！　だいいちメイだって、たいしてあたしと違わないでしょーがっ！」

「ふっ。甘いわね、エリ。その、『たいしたことのない差』が積もり積もって、大きな差を生むのよ」

「テ……テストの点数が人生のすべてじゃないわっ！」

「そりゃあそうだけど、実際、今の世の中じゃあ、それがかなり大きなウエイトを占めてることは事実じゃない。たしかに『すべて』じゃあないけど、無視していいってもんでもないでしょーが？」

「……メイ……あんた、さっきと言うことが違ってるわよ……」

「……まあとにかく、冗談はさておき、どうしたのよ？　いくらあんたが物理苦手だっていったって……夏休みの間、ぜんぜんこれっぽっちも勉強してなかったとか？」

「……それに近いもんはあるわ……」

　ゆーうつな口調で答えるエリ。
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　この夏休み、異世界あちらで、あんな事件があったせいもあり、彼女のやったことといえば、夏休みの宿題を片付けまくったことくらいである。

　そしてなおかつ、その夏休みの宿題の中に、物理の宿題はなかったのである。

　──今にして思えば、そのことと今回のテストとは、生徒が自主的に勉強していたかどうかを試す、物理教師の罠わなだったのかもしれない。

　……まあ……『してない奴やつが悪い』と言われればそれまでだが……

　メイは、エリの肩を、ぽんっ、ぽんっ、と叩たたき、

「けどサ、エリ、まだ抜き打ちテストでよかったじゃん。親に知らせなくってもすむし。

　これが中間や期末のテストだったりしたらヒサンなもんよ。まさか親に、『中間テストや期末テストはなかった』なんて言うわけにもいかないし、成績にはモロに響いてくるし。

　そう考えりゃあ、自分の欠点がわかっただけ、逆にめっけもんよ。うん。

　──そう考えると、なんか元気出て来たな」

「……あたしは元気出て来ない……」

　やおらひとりで立ちなおり、陽気な顔でうなずくメイと、逆に落ち込みまくるエリ。

「まあまあ。これからがんばればいいことじゃん」

　もはやまるっきりひとごとの口調でメイは言い放つ。

「カルく言うけどねー……あたしにとっちゃあ深刻なのよ……

　話したでしょ、メイ。あたしがひとり暮らししてるのって、『勉強』を口実にしてのことだ、って。

　もしこれで、成績が落ちたりしようもんなら、『ひとり暮らしがアダになってるとしか思えない。こんなことじゃだめだから実家うちに帰って来い』なんて言われるのに決まってんのよ。

　そうなったら、またぞろ毎日、塾だ勉強だ成績だ、近所の誰はどこの大学に行っただのと、ＴＶ見る間もないくらい、ぎゃいぎゃい言われるのはわかりきってんのよ。

　あの空気だけは耐えがたいもんがあるのよねー」

「そっか……エリの場合はそれがあるんだ……

　うちはもともと親と同居だし、そんなにうるさくない方だとは思うけど……

　──もちろん、うるさくない方だって言っても、口出しする時にはきっちり口出ししてくれるけどね。

　……ったく……受験勉強なんてしなくていい世界があったら、とっととそっちへ逃げ出しちゃいたいわ」

「……まあ……あっちはあっちでたいへんだけど……」

「……は？」

　異世界あちらのことが頭をよぎり、思わず小さくつぶやいた、エリのことばを聞きとがめ、メイはいぶかしげな表情を浮かべた。

「……え……いや、ほら、その……」

　エリはあわててぱたぱた手を振り、

「ほら、受験のない世界、って言えば、今紛争まっ最中の国なんてそーじゃないの。けど、たしかに受験はないけど、それ以上にたいへんで……

　つまり、あっちの国へ行ったって、またそこじゃあ、受験とは別にたいへんなことがあるわけだし……」

「まーね……」

　メイは深いため息をつき、

「しょせんは理想郷なんて、シューキョーのお話の中にしかないもんかもしんないわねー」

　──異世界へ逃げ出しちゃいたい……か──

　彼女のつぶやきを聞き流しながら、エリはふと、メイのことばを心の中でくり返した。

　ぼんやりと視線を向けた、窓の向こうには、晴れわたった青い空がひろがっていた。




　ばさりっ。

　翼つばさを大きくはばたかせ、黒い竜人ギオラムは宙を滑る。

　腰に提さげた袋には、ウサギに似た動物が五匹。今日はなかなかの大猟だった。

　その下には一面にひろがる緑。

　このまままっすぐに飛べば、あとしばらくで町につく。

　竜人ギオラムたちの町に。

　人間たちの住む場所からは、遠く離れたここ、竜人族ギオラム・バスカーの国。

　竜人ギオラムといっても、その生活ぶりは、それほど人間と大きくかけ離れたものではない。軍人もいれば農夫もいるし、彼のような猟師もいる。

　この森で獲物を狩り、近くの町へ出かけて売る。それが彼の日常だった。

　しかし今日は、いつもとは少し違った。

「……ん……？」

　唐突に彼はつぶやいて、はばたきながらその場にぴたりっ、と停止した。

　眼下にひろがる森の中──そこに、見慣れぬ何かがあった。

　一面の濃い緑の中、ぽつんっ、とそこだけあざやかな、小さな白い点が見える。

「何だ……？」

　目をこらし、そちらに近づき──

「竜人ギオラムか!?」

　そう。緑のしげみの中に倒れ伏しているのは、ひとりのまっ白い竜人ギオラム。

　彼は、その白い竜人ギオラムのそばに降り立った。

　長い道のりを旅でもしてきたか、ま近で見れば、着ている白い服も、あちこちが破れ、うす汚れている。

　──行き倒れか……

「おい。あんた」

　声をかけ、体をかるくゆさぶってみる。と。

「……う……ぐ……」

　白い竜人ギオラムは小さく呻うめき声を上げた。

「生きてるか！　おい！　あんた、しっかりしろ！」

　なおも呼びかけるうちに、白い竜人ギオラムはうっすらと目を開いた。

「気がついたか！」

　黒い竜人ギオラムの呼びかけに、視線だけをあたりにめぐらせ、

「……ここ……は……？」

　かすれた小さな声で言う。

「ヴェノヴァの森だ！　あんた、行き倒れてたんだよ！　だいじょうぶか!?」

「……だい……じょうぶ……だ……」

　答えて手足をよろよろと動かす。

　どうやら立ち上がろうとしているようだが、全く力が入っていない。

「……だいじょうぶじゃないみたいだな……」

「……み……水を……」

　言われて黒い竜人ギオラムは、自分の水筒から、白い竜人ギオラムに、ひと口ふた口水をふくませる。

「あんまりいっぺんに飲むとかえって悪いからな！

　待ってろ！　ちょいと町までひとっ飛びして、すぐに助けを呼んでくるからな！」

「ま……待て……」

　飛び立とうとした黒い竜人ギオラムに、白い竜人ギオラムはまたも声をかけ、

「……ズェルドアの町まで……王都までは……あとどれくらいだ……？」

「急げばここから二日ほどだが……そんなことより、今は休んでな！

　いいか！　すぐに戻ってくるからな！」

　言い残して黒い竜人ギオラムは大いそぎで飛び立った。

　あとにはただ、白い竜人ギオラムが残るのみ。

「……ふ……か……帰って来たぞ……」

　口もとに小さな笑みを浮かべて彼はつぶやいた。

「……帰って……来たぞ……待っているが……いい……」

　誰にともなくそう言うと、白い竜人ギオラム──魔道神官ベヅァーはふたたび目を閉じた──







　一　問答無用のジェノサイド







　通りには、さまざまなかおりが立ちこめていた。

　土と埃ほこりとのにおい、肉を焼く香ばしいにおい。何かのスープの香りもあれば果物の甘い香りも漂っている。

　道の左右に立ち並ぶ露店と、通りを行き交う無数の人々。

　そんな、見慣れた異世界の通りを行きながら、エリは──物理の参考書を読んでいた。

「……限りにおいて、以下の方程式が成り立つ……？……習ったっけ？　こんなの……？　ま、いいけど……」

　ぶつぶつ小声で読みあげて、本を閉じ、空をあおいで、今読んだ部分を暗唱する。

「……あ……あのー……」

　その隣を、さきほどから、ずっと黙ったままでついて歩いていたレックスが、おずおずと声をかける。

「……ったく……数学でもわけのわかんない方程式覚えさせられて、物理でもわけのわかんない方程式覚えさせられて……ギリシャ文字やローマ字アルファベットやアラビア数字がちゃんぽんになってるよーなシロモノを理解しろ、なんてゆー方がまちがってるのよ」

「……あの……エリさん……ちょっといーですか……？」

「シューキョーの勧誘ならお断わりよ」

　ふたたびおずおずと声をかけたレックスに、視線を向けようとすらせずに言う。

「……なんでそこで宗教が出てくるんですか……？」

「……え……？　あ。いや、つい。

　それで、何なの？」

「……さっきからずっと思ってるんですけど……何をしてらっしゃるんです？」

「勉強よ。べ・ん・きょ・う」

「……楽しいですか？」

「楽しいわけないじゃない」

　さも当たり前のように言い放つ。

「けど、やんないわけにはいかないから。──でも『おべんきょうしなくちゃなんないから』って、こっちの世界に遊びに来るのをやめる、ってのも面白くないから、両立させて、こっちの世界でべんきょーしてんのよ」

「………………」

　レックスはしばし沈黙し、やがて、

「もう一度お聞きしますけど──楽しいですか？」

「聞かないで」

　エリは硬い声で言った。




「──たまらんよ……実際……」

　しみじみとそうつぶやくと、ゾムドは深いため息をついた。

　かつてのファインネル城を中心につくられた、竜人ギオラムたちの町の一角──

　小さな池のほとりに建った、小さな家──ラーディーの家に入りびたり、彼は、今日も今日とてぐちをこぼしまくっていた。

　しばらく前、町の中で奴隷として使っていた人間たちが、一斉蜂ほう起きを起こした時、この町は炎に包まれた。

　このあたりは、町の中心からはずれていたおかげで、被害はあまりなかったが。

「町の復興はままならんわ、労働力は減るわ……

　かといって、またぞろ人間を狩り出すわけにもいかんしな……」

「そういえばこの前──それまで人間の奴隷売買やってた店が、閉まってましたよ」

　言いながらラーディーは、奥から、二人ぶんの『お茶』を持ってやって来る。

　テーブルについたゾムドの前にひとつを置き、自分はその向かいに腰かける。

「……たったこれだけの竜人ギオラムで、人間をどうにかできるはずはない──それは、あなたも最初からわかっていたはずですよ」

「わかっていたさ」

　ラーディーのことばをあっさりと認め、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは、カップを口に運ぶ。

「わかっていたからこそ──時々、ここにこうやって、ぐちをこぼしに来ている」

　彼のことばに苦笑を浮かべ、ラーディーは茶をひと口ふくみ、

「……やっぱり……レミのいれてくれた味にはかないませんね……」

「レミ？　誰だ？」

「ほら。以前に私といっしょに暮らしていた、あの人間の──」

「……たしかエリーとかいわなかったか？　前に会った時は？」

「そうでしたっけ……？

　まあ、そういう細かいことはさておいて」

「細かくないような気もするが……」

「それはともかく。

　私も人間を、それほど詳しく知っているわけじゃあありませんけど、もしも彼女くらいの知識を持っているのが、人間にとっての『普通』だとしたら……

　このまま対立が続けば、滅びの道を歩むのは、私たち竜人ギオラムの方かもしれませんよ」

「まさか。それはあるまい」

　ラーディーのことばに苦笑を浮かべるゾムド。

「我ら竜人ギオラムには、彼らにない大きな魔力と、飛行能力とがある。

　それに第一──彼らの文明レベルが、我々よりすぐれているはずはない。

　考えてもみろ。彼ら人間に『ことば』を伝えたのは、我ら竜人ギオラムだぞ」

「たしかにそうですが──私たち竜人ギオラムと、彼ら人間たちの成長速度が同じとは限らないんじゃないですか？」

「──どういうことだ？」

「たしかに私たち竜人ギオラムの伝承では、彼ら、人間にことばを伝えたのは竜人ギオラムだ、ということになっています。

　しかしその時には、私たち竜人ギオラムは、すでに国家をつくっており、対して人間は、集落──というより、『群れ』で暮らしているような状態でした。

　ところが今、双方の文明は、同じレベルになって来ています。

　……私たちの方が、魔力の能力ちからが大きいせいで、魔道に関してはいまだに先んじていますが。

　これはつまり、人間たちの文明レベルの成長速度が、私たちより速い、ということなんじゃないでしょうか？」

「……それは……単に、どうやってか、我々から文明を学び続けたからではないのか？」

「かもしれません。

　けれど、そうでなかった場合──つまり、私の言ったように、人間の文明の成長速度が異様に速かった、というのが正解だった場合──

　いつか、彼らの文明は、私たちの文明を追いこし──

　そしてたぶん、そうなった場合、滅びるのは私たち竜人ギオラムの方です。

　現に今だって──

　人間の城を襲った時には、奇襲のおかげで成功しましたけど、いざ状況がすこし落ち着いて、こちらが守る側に立てば──不利になっているのは私たちの方です」

「うーん……」

　ゾムドは低い声で唸うなると、疲れたため息をひとつついて、

「……あのなぁ……城を抜け出してぐちをこぼしに来た男に、よけい頭の痛くなるような話を吹き込まんでくれるか……」

　落ち込むゾムドを尻しり目めに、ラーディーは、すました顔で、お茶のカップを口もとに運びつつ、

「──あるにはあるんですけどね。問題を全部、一度に解決する方法」

「なにぃっ!?」

　思わず声をはり上げて、いすを蹴けり上げ、立ち上がるゾムド。

　テーブルから身を乗り出して、ずずいっ、とラーディーにつめ寄り、

「本当にあるのか!?　そんな方法が!?」

「和平しちゃうんですよ。人間と」

　さらりと言い放ったラーディーのことばに、ゾムドはしばし硬直し──

　やがて、がっくりといすに身を沈めた。

「……あのなあ……できるわけないだろう？　この状況で、そんなことが」

「けど、やるしかないんじゃないですか」

　またもやあっさり言い放つラーディー。

「それならもう、戦いを心配することもなくなるし。文明の交流をやれば、どちらかが圧倒的に有利になる、ということもなくなりますし」

「それはそうかもしれんが……私はしょせん、この結界の管理者にすぎん。本国に無断で勝手に和平などできるわけはなかろう？」

「けど、それを働きかけることくらいはできるでしょう？」

「それは──できんこともないが……

　しかしそれ以前に、人間たちが、我々との和平などという話に乗って来るかどうか、だな」

「たしかにそれはそうですね」

　言うラーディーを、ゾムドはジト目でにらみつけ、

「……まるっきりひとごとの口調だな……」

「昔からこうですよ。私は」

「……そうだった……」

　ゾムドはしばし、頭をかかえ、

「──いずれにしても、どうやら、もっと人間のことを知る必要はありそうだな。

　とはいっても……この状況ではそれも無理か……」

「そうでもないですよ。人間の実態調査なんて」

　ふたたびあっさり言うラーディー。

「本当か!?……などと喜ばせておいて、どうせまた実現不可能な話でも持ち出すつもりなんだろう？」

「いえいえ。これは実現可能ですよ。なんだったら、すぐにでも取りかかれますけど」

　言ってラーディーは、にんまりと、意味ありげな笑みを浮かべたのだった。




　ラーディーが、何やらややこしいことを考えている頃──

　彼らの本国、王都ズェルドアでも、あることを企む者がいた。

　一面の緑を切り拓ひらき、つくり上げられた竜人ギオラムの町。

　そのほぼまん中には、ドーム状の巨大な建物がひとつ。

　竜人ギオラムふうの、壮麗な装飾のほどこされた、石造りのそれこそが、この国の王──黄金王グレア・ギオラムジグラドの居城、マジュラ城だった。

　そして今、その中にある謁えつ見けんの間で、黄金王グレア・ギオラムジグラドと、ひとりの竜人ギオラムの対面が行なわれようとしていた。

「──次の謁見は──」

　謁見の間の、入り口近くに立ったひとりの文官が、手にした書状を読みあげる。

「結界居住実験隊、魔道神官ベヅァー殿です」

「ほう」

　玉座に深く身を沈めたまま、金色の竜人ギオラムはつぶやいた。

　しばらく前に、ベヅァーが、たった一人で森の中に倒れていた、という話はすでに耳にしている。結界実験が行なわれている人間たちの領域で、何かがあったことは事実なのだが、それが一体何なのか。

　その答えが今わかる。

「よかろう。通せ」

　ジグラドのことばに応え、入り口の扉が大きく開いた。

　その向こうから歩み寄るのは、まっ白い神官服にその身を包んだ白い竜人ギオラム。

「──黄金王グレア・ギオラムにはご機嫌うるわしく──」

　玉座の手前でひざまずき、竜人ギオラム式の礼を取る。

「うむ。

　──聞くところによれば、森の中で倒れておったそうだが、もう具合はよいのか？」

「もったいないお言葉にございます。

　もはや大事ございません」

「そうか。

　──して、本日は何の用か？

　察するに、結界の実験先にて、何かがあった、とでもいうところか？」

「ご明察の通り。

　単刀直入に申し上げまして──本日は、援軍と、その指揮権を賜たまわらんがために、こうして参上いたしました」

「援軍!?」

　ベヅァーのことばに、思わず眉まゆをひそめる黄金王グレア・ギオラム。

　その場にいあわせた高官たちの間からもざわめきが起こる。

「援軍とは──またどういうことだ？　たかが人間を相手に、あの兵力では不足だったとでも申すのか？」

「然しかり」

　いともあっさりうなずくベヅァー。

　高官たちがふたたびざわめく。

「ベヅァー殿……それはつまり、余の判断が過っていた、ということかな？」

　ジグラドは、わざと不機嫌な口調で言った。

　今回の結界実験に、ある程度──いや、かなりの無理があることは、ジグラド自身も承知の上である。

　それにもかかわらず、彼がこの計画を実行したのは、万が一成功すればもうけもの。先見の明ありと讃えられることになるだろうし、逆に失敗したならば、将来的に、彼にとっての脅きよう威いとなりうる可能性を持つ弟──白輝帝ライラ・ギオラムゾムドに貸しを作ることになるからである。

　だめでもともとではじめた実験に、援軍を送るつもりなどもとよりなかった。

　しかしもちろんそんなこと、口に出して言えるはずもない。

　となれば、王の権威をちらつかせて、相手を沈黙させるやりかたしかないのだが……

「人間が思った以上に力をつけておりました」

　イエスともノーとも応えず、ベヅァーは淡々とした口調で言った。

　むろんそのことばは、間接的に、ジグラドのことばを肯定したことになるが。

「陛下のご指示通り、人間どもの小国の王城を占拠し、そこを拠点に、町と、結界塔とを建造し、労働力の不足した分は、人間どもを奴隷として働かせ、補っておりました。

　それでしばらくは、うまくいっておりました。

　しかし人間どもは、城を陥おとされたにもかかわらず、いつの間にか戦力をたくわえ、結界塔のひとつを陥としました。

　以来、我々たちと人間どもの緊張状態は続き、つい先日──

　人間どもの、二度目の攻撃がありました。

　それ以前にも、いろいろとおかしな動きがあり、私も白輝帝ライラ・ギオラムにいくどか進言申し上げたのですが、お聞き入れにはならず……

　──結果、せっかく興した町を火の海と化すこととなってしまいました……」

「そのようなことになっておるのか!?」

　黄金王グレア・ギオラムは、思わず声を上げた。

　異変が起きているだろうとは予想していたが、まさか、人間相手にそこまで追い込まれていようとは思ってもいなかったのだ。

　──むろん、ベヅァーが、事実を正確に伝えているとは言い難いのだが……

「壊滅──などということにはなっておりませんが、被害が決して少なくないことは事実です。しかしおそらく、白輝帝ライラ・ギオラムは動きますまい。

　となればもはや、黄金王グレア・ギオラム陛下に直々、談判するよりほかはなし、と思い、我が身ひとつで駆けつけた次第でございます」

「ふぅむ……そういうことか……」

　ジグラドはしばし考えて、

「──ベヅァーよ、そちの忠義には感服した。

　しかし──だ。

　ここしばらく、我ら竜人ギオラムの国々の間には、大きな戦いもなかったが、近隣の国々の中には、機あらばわが国に侵攻を、などと企くわだてておる国もあろう。

　現に、領土の問題で、なんくせをつけて来ておる国もある。

　そのような折に、援軍を出し、本国を手薄にするわけにはいかん。

　しかも、話を聞けば、すべては我が弟──ゾムドの不手際ゆえ。それならば、その責はゾムドに取らせるのが筋というものであろう」

「──なるほど──」

　つぶやいたベヅァーの瞳が、ぬらりとした光を放つ。

　しかしジグラドも、い並ぶ高官たちもそれには気づかなかった。

「──しかし陛下、それでよろしいのですかな？」

「仕方なかろう。実の弟とはいえど、失敗は失敗だ」

「そういう意味ではございません。

　陛下ご自身のご威光に──ひいてはこの国──ヅェムド王国の名そのものに傷がつく、と申し上げておるのですが？」

「何だと!?」

　ざわわっ。

　ベヅァーのことばに、またもやざわめきが謁見の間にひろがる。

「──それはどういうことかな？　ベヅァー殿!?」

「結界居住の実験が失敗すれば、送っていた兵士や民たちを呼び戻し、責任者たるゾムド様を処罰なさる──

　国の中にいる者には、それで示しもつきましょう。

　しかし──ほかの国からこの動きを見ればどう見えますかな？　お考えください」

　ベヅァーはしばしことばを切ってから、

「──ヅェムド王国は、人間の住む領域に手を出して、国王の弟直々に乗り出しながら、人間ごときに敗れ、おめおめ逃げ帰って来た──

　人間ごときに負けるなど、ヅェムド王国、黄金王グレア・ギオラム、恐るるに足らず──」

「無礼な！　ベヅァー殿……！」

「──まあ待て──」

　怒りの声を上げた宰さい相しようを、ジグラドは制し、しばし沈黙したのち、

「──なるほどな……たしかにその通りかもしれぬ。

　余とて、他の国がそのような動きをすれば、そのように思うであろう。

　しかしそれは、他の国が、そうと知れば、の話であろう？」

「噂うわさはどこからでも漏もれるものでございます。陛下。

　今度の実験のために集まった民草は、触れを出して募ったものたち。触れを出した町に、旅人を装った、他の国の間者でもいたならば、おおまかな話は伝わっておりましょう。

　それでもし、この実験が失敗などしようものなら──

　最悪の場合、我が国を侮あなどった他の国々が、大挙して攻め込んで来る、などということにすらなりかねませぬ。

　攻めて来るのが一国だけならまだしも、もしも、我が国を侮ったいくつかの国が同時に攻めて来れば──

　我が国は、苦しい状況となるでしょう」

「……う……む……」

　小さく唸うなり、沈黙するジグラド。

　たしかに──ありえない話ではない。

　たとえそこまでの大事とならなかったとしても、他の国から、『人間ごときに敗れた』という目で見られるのは面白くない。

「つまりは今度のこの実験──意地でも成し遂げねばならんのです。

　我ら竜人ギオラムが、むろん人間ごときにおくれを取るはずはありませぬが、なにしろ数の上では差がありすぎます。

　となれば援軍をもって人間どもを叩たたき、反抗するだけの気力も力も奪い取るのが近道かと存じます。

　できうるなら、圧倒的な兵力で人間どもを一気に制圧し、あとは国を護るため、そうそうに本国に取って返す、という形が望ましいかと」

「……ふむ……」

　黄金王グレア・ギオラムはしばし沈黙し、

「──話はわかった。

　しかしいずれにしろ、今すぐ答えの出せる問題でもない。

　援軍の件、早急に検討することとしよう」

「それともうひとつ──」

「──まだ何かおありかな？」

「もしも陛下が、援軍のご決断をお下しになったとしても……お恐れながら、白輝帝ライラ・ギオラムは、それを、人間どもの制圧のためにではなく、御身自らを護るためにお使いになる、というおそれがあります」

「──ふむ──ありえんことではないな……」

「もしそうなれば、たしかに人間どもはしばらく手出しして来なくはなりましょうが、やがていつかはまたもや攻めて来ましょうし、何よりその間、本国の方が手薄になります。

　そこで──」

　ベヅァーの瞳のその奥で、ちろりっ、と、黒い炎がまたたいた。

「──できますれば、その援軍の指揮、このベヅァーめにお任せを──」




「……この場合、三世代目における劣性遺伝子の発現確率は四分の一、四世代目は……」

　雲ひとつなく晴れ渡った日曜日。

　人のあふれる、異世界の通りを行きながら、エリは先週にひき続き、参考書を読みふけっていた。

　ここまで来て参考書を読みふけるのに、何の意味があるのか疑問ではあるが、とりあえず、当人がそれで納得しているものはしかたない。

　その横には一応、レックスの姿もあるが、彼女に声をかけても無駄と悟ったか、黙々とただついて歩くだけである。

　二人が、しばし無意味に町の通りを歩むうち──

　ざわりっ。

　あたりの人々がざわついた。

「──いいじゃねーかよ。減るもんじゃなし。ちょっとだけつきあってくれ、って言ってんだよ」

　空気が変わったことに気がつき、参考書から目を離したエリの耳に、そんな、男のだみ声が届いた。

　声のした方に視線を移せば、ごろつきふうの男が二人、一人の女性にからんでいる。

「──へぇ……」

　エリは、思わず感嘆の声を漏もらしていた。

　誰かが誰かにからまれている光景など、それほど珍しくもないが、からまれているほうのその女性──

　同性のエリが、思わず声を漏らしたほどの美び貌ぼうの持ち主なのである。

「残念ですが──いろいろと用もありますから」

　からまれている彼女は、しかし、おびえの色さえ見せずに言う。

「そう情つれねえこと言うんじゃねーよ。ほんのちょいと、酒にでもつきあってくれりゃあいいんだ」

「……しつこい男は嫌われるぞ……」

　なおも食いさがる男たちに、思わずエリは、ぽつりと漏らし──

「──今、何か言ったか!?」

　ぎんっ！　と険悪な視線で、男のひとりがこちらを向いた。

　──ずげげっ!?　聞こえたっ!?

　後悔しても、はや遅い。

　となれば開きなおるのみっ！

「言ったわよ」

　えらそーな口調で言い放ち、くそえらそーに胸を張る。

　むろん、男たちが怒ってつっかかって来たら、全部レックスに任せるつもりなのは言うまでもない。

「いーとしこいた大の男が、二人がかりじゃなきゃあナンパもできない。断わられてあっさりあきらめちゃうなら可愛げもあるけど、そぉれをしつこくしつこく。

　ンな性格じゃあモテないのも無理ないわね──って言ったのよっ！」

「なんだとぉぉぉぉっ!?」

「──待て！」

　怒りに顔を染めた男を、もう片方の男が制した。

「この小娘──どこかで見たような顔だと思やあ……こいつ確か、あのエリとかいう女だ！」

「なにぃぃぃぃっ!?」

　エリの名前を耳にして、男の顔色が、赤から青へと、一瞬にして変化した。

「……そ……そうよ……それがどーしたのよ!?」

　男たちの変化にとまどいながらも言い放つ彼女に、男の片方は、まともにおびえの色をにじませながら、

「じ……じゃあ、こいつか!?　一人で塔の竜人ギオラムどもの大半をぶち殺した!?」

　……をいをい……？

　男のことばに、エリとレックスの目が点になる。

「──ああ。まちがいねえ！　連れの魔道士ふうの男は知らねえが──たぶんそっちも、そこそこは使える奴やつにちげえねえ！」

「……そ……そこそこ……」

　ぼーぜんたる口調でつぶやくレックス。

「……け……けどよ……あんまり強そうには見えねえぜ……」

「馬鹿野郎！　だからこそ怖えんじゃねーか！」

　男たちは、うすく汗すら浮かべつつ、じわり、じわりと後あと退じさり、やがてそのうち片方が、びっ！　とエリの方を指さし、

「──いいだろうよ！　この場はとりあえず、おめえの顔を立てて引いてやるよ！」

　言うなりあっさり、人ごみの中にまぎれ去る。

　エリはしばしぼーぜんとその場に佇たたずみ、

「……な……なんかしんないけど……とにかくなんとかなっちゃったみたいね……」

　つぶやいて、ふと目をやれば、露店の陰にうずくまり、何やらぶつぶつつぶやくレックスの姿。

「──ちょっとレックス？　どーしたのよ？」

「……何でもありません……」

「ひょっとして、顔は知らない、とかって言われたのを気にしてんの？」

「……いえ……どーせ私みたいな魔道士なんて、しょせん日陰の存在ですから……」

　つぶやいて、指で地面に『の』の字を描く。

　──ま、しばらくほっぽっとくしかなさそーね……

　エリは小さくため息をついた。

「──おかげで助かりました」

　後ろからかかった声にふり向けば、からまれていた、さっきの女性が立っていた。

「あ、いえいえ。たいしたことしたわけじゃあありませんから」

「……あまりこのあたりのことをよく知らないもんですから、うろうろしているうちに声をかけられちゃいましてね」

「……なんか最近はこのあたりも、あーゆー手合いが増えてるらしいから……」

　やたら知ったふうにエリは言う。

　彼女とて、レックスから、そう聞かされただけなのだが。

　──しばらく前、竜人ギオラムの町で奴隷として捕らえられていた人々が助け出され、彼らはもとの村や町へと戻って行ったのだが──

　中には、帰る家や身寄りもない者もおり、そんな者たちは、近くの村や町に、難民として流れ込んで行った。むろん、そこでちゃんと職につき、生活をはじめる者もいたが、中にはそのままごろつき同然の暮らしを送る者もいた。

　そんなわけで、この町にも、そういった手合いが増えているらしい。

　クルーガーや将軍たちも、最近は、竜人ギオラムたちの動きがないせいもあって、もっぱら町の治安のほうで大わらわである。

「けど──このあたりのことを知らないって、旅人さんか何かなの？」

「まあ──そんなところですね。

　どこに行かなくちゃあ、ってアテはないんですけど、まあ、そのあたりを適当に眺めて歩こうか、なんて思ってます」

「ふぅん……」

　エリはしばし考えてから、

「──ね、よかったら、いっしょにそのあたり、回ってみない？」

「いいんですか？」

「うん」

　参考書を眺めるのも、さすがにいいかげんイヤになってきたし、旅先での話をいろいろ聞けるかもしれない。

　それに、お目付け役然たるレックス同伴で歩きまわるのと、女同士であちこち回るのとでは、当然ノリも違って来る。

　ついでに言うなら、なぜか彼女とは、初対面のような気がしない。

　これだけの美人なら、いくらなんでも印象に残っていないはずはないのだが……

「──なら、お言葉に甘えさせてもらいます。よろしく」

　言ってにっこりほほえむ彼女。

「こっちこそ。──あたしはエリよ」

「私は──」

　彼女は微笑みを浮かべたままで、

「──ラーディーといいます」




　……………………

　しばしの沈黙が流れた。

「……は……？」

　間の抜けた声で問い返すエリに、彼女はやはり変わらぬ笑みで、

「ラーディーです」

　エリはまたまたしばし沈黙してから、やがて、冗談めかした口調で、

「……そーするとやっぱし、町の中じゃあ顔の半分隠して歩いてたり、緑色のお茶飲んで喜んでたりして……」

「……え……？」

　今度は、彼女のほうが顔を引きつらせた。

　そしてふたたび、しばしの沈黙が落ちた。

『あははははははははははは[image: ]』

　やがて同時にカラ笑いを上げ──

「──ちょっと！」

　エリはラーディーの手をひっ摑つかみ、近くの路地裏へと引っぱり込んだ。

　にぎった手の感触は、まぎれもなく、人間のものなのだが──

　あたりに人影がないのと、レックスがついて来ていないのを確かめてから、

「ラーディーって──あのラーディーなわけ!?」

「な……な……なんのことです？」

　しらじらしい口調でそう言うと、彼女はエリから視線をそらす。

「ロコツに怪しいリアクションでとぼけないでっ！　その言い回しやそのしぐさ、なんか気になると思ったら！

　ほらっ！　あたしよあたし！　忘れちゃったの……じゃなくて、見分けつかないの!?　お値段四〇〇の衝動買いの！」

「……あ……!?」

　言われてはじめて、彼女は小さく声を上げ、

「ひょっとして……あなた、エミさんですか!?」

「だからエリだってば……ってやっぱりラーディーね!?　どーしたのよ、こんなところで、そんなかっこうで!?」

「いえ、その……もうちょっと人間の生活とかが詳しく知りたかったもんですから。

　それで、こうしてこっそりと。

　……いきなり正体を見破られるとは思いませんでしたけど……」

「だいじょーぶよ。別に誰にも言ったりしないから」

「……へ……？」

　ぱたぱた手を振り、あっさり言ったエリのことばに、ラーディーの目が点になる。

「……だ……誰にも言わないって……なんでです？

　竜人ギオラムなんですよ。私」

「けど別に、スパイとかってわけじゃないんでしょ？　だいたいラーディーの性格で、ンなしごと引き受けるはずもないでしょーし」

「まあ……確かに、単に人間観察に来ただけですけど……」

「なら、いーんじゃない。別にあなたの正体バラしたからって、あたしが得するわけでもないし」

　エリのセリフに、ラーディーは、しばし彼女をまじまじと見つめ、

「──やっぱり変わってますね……あなた……」

「おたがいさま、よ。

　それより──すごいじゃない。変身の魔法なんて使えるなんて」

　興味津々の口調で問うエリに、ラーディーは苦笑を浮かべつつ、

「いえいえ。これって、変身の魔法じゃなくて幻術ですよ」

「……え……？　でも……？」

　つぶやいてはそっと手を伸ばし、ラーディーの手やら髪やらに触れてみるが、ちゃんとそれなりの感触がある。

「幻術っていっても、目だけじゃなくて、触った感覚なんかもごま化せるようなのを使ってますから。ほら、その証拠に──」

　ことばと同時に、ばさぁっ、と大きなはばたきが聞こえ、エリの顔に風がふきつけた。

「ちゃんと翼だってありますし」

「……へぇぇ……」

　エリはもの珍しそうに、ラーディーの背中の後ろ──見た目には、何もない空間に手を伸ばしてみれば、たしかにそこには、何かの感触があった。

「あ。ほんとだ」

「でしょ？」

「ふぅぅん。たいしたもんねー」

　エリは、ラーディーのまわりをぐるりとひと回りして、しげしげと眺めてから、

「声までちゃんと、別人の声に変わってるじゃない」

「？　そうですか？　これは地声のはずなんですが……」

「……え……？　けど、以前聞いた時と……」

　言いかけてエリは、はた、と気づいた。

　声がどうこう言ったところで、問題は、ラーディーの『声』を聞いているのは、エリの耳ではなくて脳なのである。

　レックスが渡してくれた通訳サークレットが、一体どういうしかけになっているのか、くわしいことはわからないが、どうやら通訳の時に、エリ自身のイメージというものも大きく干渉するようである。

　実際、日本語を使っているはずもないこの世界で、レックスの『です・ます』口調やロッドゥェル将軍の『～じゃのう』などという言い方は、たぶん存在しないのだろうが、実際彼女の耳にはそういうふうに聞こえるし、男は男の声に、女は女の声に聞こえるし、竜人ギオラムたちのことばはすべて、男とも女ともつかぬ、一種異質な声で聞こえる。

　ラーディーを竜人ギオラムと思ってその声を聞いた前の時と、人だと思い込んで聞いた今とに、かなりの声の違いがあるのは、おそらくそのあたりの理由だろう。

　しかしそのあたりのことを、いちいちラーディーに説明する気はむろんない。

　自分が異世界の存在だと知られるとまずい──とかいうのではなく、単に説明がめんどうくさいだけなのだが。

「……ま、いーか。

　それより、幻術はいいけど……なんだってそんなかっこうしてるわけ？」

「──っていいますと……どこか変ですか？」

　言ってラーディーは、しげしげと自分の服を見る。

　ちょっとした飾りのついた、ごくごくありふれた貫頭衣を、腰のあたりでロープでまとめ、ズボンにサンダル、どこにでもあるようなネックレス。

「……服装は普通だと思うんですけど……？」

「いや、服装以前の問題で……

　なんだって、女の人なんかの姿になってんのよ？」

「………………は………………？」

　ラーディーの目が点になった。

「……女の……人……って……？」

　ぼーぜんとつぶやくラーディーに、エリはあきれたため息をついて、

「ひょっとして、人間の男と女の見分けもつかないの？」

「……いや……そういう意味じゃあなくって……」

　ラーディーは目を点にしたまま、

「ひょっとして……あなた、知らなかったんですか!?　私が女だっていうこと!?」

「──はぁ!?」

　今度はエリの目が点になる。

「……女の人……だったの……？」

　彼女のことばに、今度はラーディーの方が深いため息をつき、

「……やっぱりわかってなかったんですね……」

　たしかに、ラーディーが男か女か、などということを考えたことはなかったし、あらためてそう尋ねたこともない。

　特に何の根拠もなく、男だと勝手に思い込んでいたのだが……

「で……でもほら、あたしって、竜人ギオラムの男と女の見分けかたなんてわかんないし……」

「うーん……確かに私たち竜人ギオラムは、人間とは違って、男女で声の質が大きく違ったり、胸が出っ張ってたり、などということもありませんしねぇ……

　骨格や、翼の形なんかに違いがあるんですけど、人間には見分けづらいかもしれませんね」

「でしょ。

　……ね、今ふと思ったんだけど、ひょっとして、ラーディーって、竜人ギオラムの中じゃあ、かなり美人の部類に入るんじゃない？」

　エリの問いに、ラーディーは苦い表情をうかべ、

「……まあ……ひとを外見でもっぱら評価するっていう風潮は、あんまり好きじゃあないんですけど……

　素顔で外に出ると、しょっちゅう声をかけられますから……それで最近は、顔の半分隠して出歩いてたんです。

　あれをやってると、まず声はかけられませんから」

「……まあ……いくら美人でも、意味ありげに顔を半分隠してるよーなのに、ふつーの男は声かける根性ないわね……

　けど、声かけられるのがヤなんだったら、なんだって今、人間の姿になってる時、わざわざそんな美人に姿変えてるわけ？」

「……美人……なんですか？　この顔？」

「うん。それもかなりの、ね」

「……変ですね……」

　エリのことばにラーディーは首をかしげて、

「人間の美人、不美人って見分けがつかないんで、なるべく平均的な顔立ちにしたつもりなんですけど……」

「それのどこが平均的なのよ……って、待てよ……」

　エリはふと、以前見たＴＶで、『美形・美人というのは、整った──言い方を換えればすなわち特徴のない顔であり、その時代時代の、多数の顔の平均値である』などと言っていたのを思い出した。

　もしその説が正しかったとすれば、人間の顔立ちの平均を取ったラーディーの姿がこうなるのも、あるいは当たり前なのかもしれない。

「……なるほど……うーん……」

「ともかく……それじゃあ、この『顔』は変えた方がいいですね」

「そうね──って、ちょっと待った。

　考えてみたらその顔、レックスに──あたしの連れの魔道士に見られてるんだから、いきなし変わっちゃあマズいわよ。

　……ま、しばらくはその顔で通して」

「わかりました。……それじゃあやっぱり、顔の半分隠しましょう」

　ラーディーが言ったそのとたん、どこからともなく出現した白いマフラーが、ふわり、と彼女の口もとを覆おおう。

　おそらくは、これも幻術なのだろう。

　……けどなんか、かえってかわいーんじゃないだろーか？　これって？

　そんなふうにも思ったが、とりあえずエリは黙っておく。

「ともあれラーディー、それじゃあそーゆーことで、いっしょにそのあたり、ぶらつきましょーか」

「ぶらつくのはかまいませんけど……連れのかたには私のこと、どう説明するんです？」

「竜人ギオラムの町で知りあった、とかなんとか言えばいーのよ。噓うそはついてないんだから」

　などと話しているうちに──

「──何やってらっしゃるんです？　こんなところで？」

　言いながら、裏路地に入って来たのはレックス。

「……あらま……立ち直っちゃったの？　レックス？」

「残念そうに言わないでください。

　……と……ところで……」

　やや口ごもりながら、ラーディーの方にちらりちらりと目をやって、

「ええっと……そちらの方は？」

「あ。このひと、ラーディーっていって、竜人ギオラムの町で知り合ったの。

　旅してる、っていうから、いっしょにあたりを回んないか、なんて話をしてたのよ」

「……なんでわざわざこんな路地裏で……？」

「ま……まあそこはそれ……女の子には秘密が多いのよ[image: ]」

「それって……路地裏でこそこそ話をする、って意味なんですか？」

「そーゆー細かいことはさておいて。別にいいでしょ？　いっしょにあちこち歩いても」

「それは別にかまいませんが……私もお供はさせてもらいますよ」

「もちろん。さーて。それじゃあ今日は、あちこち回って、レックスのおごりでぱーっといきましょーかー♪」




　焼き鳥、飲み物ジユースは基本の基本。焼き肉、鍋物、炒いため物。ソースのかかってないお好み焼きふうのシロモノや、お菓子の一種らしきもの。

　エリとラーディーの二人は、並ぶ屋台に立ち寄って、かたっ端から食べまくっていた。

　全額レックスにおごらせていることは言うまでもない。

　──むろん、人間の姿に見えても、ラーディーは本来竜人ギオラムである。やはり口に合わない食べ物も多々あり、結局、まともに食べられるのは、塩焼にした焼き鳥だとか、果物・生野菜などといった物のみだった。

「なるほど……どうやら味覚の好みの違いは、もっぱらソース類に左右されてるようですね」

　さんざん食い散らかしたあげく、重々しい口調でラーディーがそうつぶやいたのは、太陽が西に傾きかけた頃のことだった。

「ところでラーディー、今日はどーすんの？　泊まるところとか？」

「……そうですねぇ……」

　むろんできればこの町に泊まって、じっくりと人間観察をやりたいところだが、宿を取ろうにも、人間の使う金など持ってはいない。

　やはりここはひとまず、竜人ギオラムの町に帰るしかないか……

　などとあれこれ考えていると──

「おお！　エリ殿！　レックス殿！」

　雑踏のざわめきすらも圧倒し、太い男の声が響いた。

　エリがそちらに目をやれば、供の兵士を二人連れ、いかつい鎧よろいをがちゃつかせながら、こちらにやって来る男の姿。

　黒い髭ひげに半ば覆われたその顔を、わざわざ確かめるまでもない。

　やたらとやかましいその大声は、まぎれもない、バイザー親衛隊長のものである。

　よく言えば実直、悪く言えば単純な軍人気質の男で、それゆえに、エリやレックスに向かって、ちょくちょくイヤミや文句を飛ばしたりもする。

　おそらく今、こちらに向かって来ているのも、おおかた何かのイヤミでも言うつもりなのだろう。

「……なんであれがこんなとこにいるのよ……？」

「見回りを兼ねて、警備兵たちの詰め所を回って歩いてらっしゃるんですよ」

　そっとつぶやいたエリのことばに、やはりレックスもつぶやき返す。

「……親衛隊長が？」

「なにしろ人手が足りないもので……」

　実を言うと、レックスとて、エリの供をしながら町の様子を観察しろと、ロッドゥェル将軍から言われているのだ。

　警備隊として、治安の維持、という観点で町を見るのと、通行人の立場で町を見るのとでは、違った顔が見えるはずだから、と。

　しかしバイザー親衛隊長は、そんなやりとりがあったことは知らない。彼の目にはレックスは、『エリのお守りにかこつけてぶらぶらしている』としか映らない。

「──いや──。うらやましいですな、レックス殿は。今日も観光──」

　やはり予想通り、いつもの調子でイヤミを言いかけた、バイザーのセリフが途中で止まった。

　そのままのポーズでしばし凍りつく。

　視線の向いたその先には、きょとん、とした顔で佇たたずむラーディーの姿があった。

「──いや──その──これは──」

　ややあってから、彼は意味のないつぶやきを漏もらし、ごほんっ、と小さくせきばらいをしてから、

「……あー、こちらの女性は？」

　無関心を装った顔と口調でレックスに問う。

　しかし、その顔が赤らんで見えるのは、夕日のせいだけではないようである。

「え？」

　問われてレックスは、ラーディーの方にしばし目をやり、やがてバイザーに視線を戻し、

　にまり。

　やたら意味ありげな笑みを浮かべた。

「……あ……あー……」

　あわてて視線をそらすバイザー。

　……こ……このおっさん……ひょっとして美人に弱いのか……

　心の中でエリはつぶやいた。

　もしもそうなら、やるべきことはただ一つ──

　これをネタにからかってやるのみ！

「──ラーディーっていうの。この前、竜人ギオラムの町の中で知り合ったひとで、今は旅しててこの町に寄ったの」

　バイザーの問いにはエリが答えた。

「そ……そうか」

「ねえ、バイザーさん」

「な……何かな？　エリ殿？」

「ひょっとして、あなた──」

　言って、にぃぃっ、と笑みを浮かべたそのとたん。

「な、な、何のことかな？」

　モロに動揺の色を浮かべ、あさっての方に顔を向ける。

「わ……わたくしはただ……あまり見かけない女性が、エリ殿やレックス殿とお知り合いのようだからと……いや、ですからこれはあくまでも、警備の職務を遂行しようとしているだけであって……」

「などと言いつつ……顔が赤いわよ」

「そんなことはないっ！」

　エリのツッコミを力いっぱい否定してから、ちらりっ、と、視線をラーディーの方に向け、

「……あー。失礼ですがラーディーさん、これも職務……あくまで職務ですのでお尋ねさせていただきますが……

　旅人、とおっしゃいましたが、どちらの村の出身のかたですかな？」

『……え……？』

　エリとラーディーは全く同時に声を上げ、思わず顔を見合わせた。

　こういうツッコミは予想していなかったのだ。

「……何か、聞いてはいけないことでも？」

　不審な顔で問いかけたバイザーのセリフに、エリの頭に、ぴんっ！　と閃ひらめくものがあった。

「……あー……実は……」

　やおら沈痛な表情を浮かべ、バイザーに向かってエリは言う。

「……彼女、竜人ギオラムの町に連れていかれる以前の記憶を失くしてるのよ……」

「なんと!?」

「そうだったんですか!?」

　バイザーとレックスの二人は同時に声を上げ、ラーディーに同情のまなざしを送る。

　ラーディーは、一瞬、目を点にしたものの、男二人の目が集まると同時に、ふっ、と小さく息を吐き、

「……どうやら、何か強いショックを受けたみたいでして……

　こうやってあちこち見て回れば、いずれ何か思い出すんじゃあないか、なんて思って旅を続けてるんですけどね……」

　あさっての方向に顔を向け、さみしそうな笑みを浮かべて、つぶやくように、ぽそりと言う。

「なんと!?……それではさぞかし、ご難儀なされたことでしょう」

　まともにころっ、と信じ込み、心配げな口調でいうバイザーを眺めつつ、エリは必死で、浮かびそうになる笑みをこらえていた。

「いえ──あちこち回ってみるというのも、これはこれで楽しいものもありますし、竜人ギオラムたちも最近は、あまり動いていないようですから」

　言ってラーディーは、『ほんとうは辛いんだけど、弱音なんて吐かない[image: ]　だから今は、微笑むの[image: ]』といったニュアンスがにじみ出るかのような笑みを浮かべてみせる。

　──むろんこの表情の細やかな変化は、ラーディーが意識して操作しているものではない。

　人間の顔の見分けさえつかない竜人ギオラムに、ささいな表情の変化などわかろうはずはない。

　ラーディーを見ている相手の、『こういう場合はこういう表情を浮かべるものである』という思い込みが、人の幻影をまとった彼女の表情を、そう見せているだけなのだが。

「──なんとけなげな──」

　バイザーは、単純に感銘を受け、

「しかしそれでは、路銀などでいろいろとお困りでしょう。今宵の宿などはもうお決まりですかな？」

「いえ、それがまだ……路銀もないし、野宿でもしようかな、なんて思ってはいますけど……」

「いけませんっ！」

　ラーディーのことばに、間髪入れず声を上げるバイザー。

「あなたのような女性ひとが野宿など、とんでもありません！

　──幸いこの町には、竜人ギオラムどもの町から逃げ出して来た者たちのための簡易宿舎があります。一室お空けしますから、そちらの方にお泊まりください」

「よろしいんですか!?」

「むろんです」

[image: ]

　言って大きく胸を張るバイザー。

「それでは、お言葉に甘えさせていただきます」

「──よかったじゃない。ラーディー。いきなし宿が決まって。──あ、そーだ」

　エリはふところから、塩とコショウの代金としてもらった金貨を取り出して、

「これ、当面の生活費にでもして」

「……え……？」

　今度こそ、ラーディーの目が点になる。

　エリは、いまだにこちらの金銭感覚が全くわかっていないが、ラーディーに渡した今の額、人ひとりが、ひと月やそこらは、遊んで暮らせる額である。

　──もっともラーディーとて、人間の間での金銭感覚を摑つかんでいるわけではないが、これがかなりの大金だというのはわかる。

「……いいんですか？　エリさん？」

「いーのいーの」

　言ってぱたぱた気楽に手を振るエリ。

　──実のところ──

　最近エリは、塩や香辛料の代金としてもらう金貨を、もとの世界で持てあましていた。

　最初のうちは、家が質屋をやっている友だちに、『拾ったから』などと噓うそをついて金に換えてもらい、予想以上の収入を得たのだが……

　そうそうしょっちゅう『拾った』ということにするわけにもいかず、かといって、面識もない質屋なんぞに持っていくわけにもいかない。

　どう見ても女子高生ふうの人間が、今までに見たこともないデザインの金貨を大量に持ち込んで、金に換えてくれと言う──

　これで、怪あやしまれない方がどうかしている。

　実際、最初に換金を頼んだ友人も、『……まあ……深くは聞かないけど……』などと、ロコツに疑惑の視線を向けてきたものだった。

　つぶして金として売る、というテもあるが、怪しいことには全く何の変わりもない。

　そんなこんなで最近は、もらった金貨も、ただただ寮の自室に、こっそり隠しているだけである。

「あたしが無意味に持ってるより、ラーディーが使ってくれたほうがいーだろーな、って思って」

「ただ持ってる──って……」

　ラーディーは、エリの顔をしげしげと見つめ、

「あなたって……お金持ちだったんですねー……」

「いやまあ……そーゆーわけでもないんだけど、ちょっといろいろ、ね……

　それより、一週間──じゃない。七日経ったら、あたしもまた遊びに来るから、その時はいっしょにあちこちぶらつこーね」

「七日経ったら来るって……ここに住んでるわけじゃあないんですか？」

「うん。実は……」

　言いかけて、はた、とエリは言葉を切った。

　もしここで、本当のことなど言おうものなら、なにしろ相手はラーディーである。ぜひ一度、そっちの世界とやらに連れて行け、などと言い出すのは目に見えている。

　いくらなんでも、そういう事態は──

「……あたしの方にも、いろいろ事情があって、ね」

　適当にことばをにごすエリ。

「そうですか……なら、しかたありませんね」

「さて──と。それではラーディーさん、わたくしが宿舎までご案内します」

　言ってバイザーは、彼女に向かい、深々と一礼した。




　ラーディーを宿舎に送ったあと、警備兵の詰め所を二か所ほど回り、ようやくバイザーが、神殿の本部に戻ったのは、陽が暮れたあとのことだった。

「──おお、バイザー殿。ご苦労じゃったな」

　自室へと向かう廊下の途中ですれ違ったのは、白髪の老将軍ロッドゥェル。

　何やら楽しそうに、にこにこと笑みを浮かべていたりする。

「ご機嫌がよろしそうですな。なにか良いことでもありましたか？」

「いやあ、なぁに。とうとう春が来たか、と思うて、の」

「……春……ですか……？」

　ロッドゥェルのことばに思わず眉まゆをひそめるバイザー。

　まっしぐらに、日々冬へと向かっているこの季節に、『春が来た』もないもんである。

「うむ。それで──どうかな？　バイザー殿」

　老将軍は、口の端に、ひとの悪い笑みを浮かべ、

「脈はありそうかな？　その、ラーディーとかいうご婦人は？」

「……っなっ!?」

　思わずのけぞるバイザーに、かまわず続けるロッドゥェル。

「いやぁ。軍人気質一辺倒のバイザー殿にも、これでようやく春が来た、というものよのぉ。いや、めでたいめでたい」

「……し……将軍っ!?」

「これでもう少し柔軟になってくれればよいんじゃがのぅ。ま、女子とつきあうというのもひとつの経験……」

「しょうぐんっ！」

「──何じゃな？」

「な……なぜ将軍が、あの女性ひとのことをご存知なのですか!?」

「──ほほぉぉう──」

　ロッドゥェルは、バイザーの問いには答えず、にまりっ、と笑みを深くして、

「あのひと、と来たか。こりゃあ本格的じゃのう」

「しょーぐんんんんんんんんっ！　からかわないでくださいっ！　それよりっ！　何故そのことをご存知なのですかっ!?」

「いやなに。エリ殿とレックス殿が、帰ってくるなり、鬼の首でも取ったような調子で、面白おかしくあたりに吹聴しまくっておったからのう」

「……あ……あやつらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！

　それで今、あの二人はっ!?」

「さて……エリ殿はもう、もとの世界に帰ったじゃろうが……レックス殿は見かけんのう。

　部屋で本でも読んでおるのではないかな？」

「失礼しますっ！」

　ロッドゥェルのことばをみなまで聞き終えるか終えぬかのうちに、バイザーはずかずか歩き出す。

　目ざすはむろん、レックスの自室。

「レックス殿っ！」

　声をかけると同時に、ばたむっ！　と部屋の扉を開け──

　………………

　そのままの姿でしばし沈黙した。

　部屋の中には誰もいなかった。

　よほど急いだのか、ランプがつけっ放しになっており、テーブルの上には羊皮紙一枚。

　バイザーが近寄って見てみれば、そこにはペンの走り書きで、

『あとがこわいので外泊します。レックス』

「おのれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　思わず怒りの声を上げるバイザー。

　──と、その時。

「──何を騒いでる？」

　戸口から、ひょこっ、と顔をのぞかせたのはクルーガーだった。

「あ──いえ、殿下、何でもありません」

「ふうむ……ひょっとして……」

　しばし彼は、眉を寄せ、

「──ラーディー殿とかいう女性と何か関係あるのか？」

　言って、にいっ、とひとの悪い笑みを浮かべた。




「……んっふっふっふっ……いまごろさんざんからかわれてるだろーなー……」

　バイザーのからかわれるさまを想像し、寮の自室で、エリはひとり、にやついていた。

　ラーディーのことに思いをはせ、かつての竜人ギオラムの町でのことを思い出し、二度あいまみえた白い竜人ギオラム、ベヅァーの姿が頭にちらつき──

　目の前に開いた教科書を、一行も読んでいないことにふと気づく。

「……あー。だめだめ」

　ぶんぶか頭を軽く振り、意識を教科書に集中しようとするが──

「……ふぅ……」

　半ページと読まぬうちに、集中力があっさり尽きる。

「……なーんか……ねー……」

　つぶやいてイスの背にもたれ、天井を、ぼーっと眺めるそのうちに、ふと気がつけば、いつの間にか、あちらの世界のことに思いをはせている。

　学校の勉強、という奴が、それまでにも増してあじけなく感じはじめたのは、そういえば、異世界に行くようになってからだった。

　たしかに、あちらの世界はあちらの世界で大変である。

　たとえば身の安全、という点で言えば、考えるまでもなくこちらの世界、今の日本の方がすぐれている。

　それなりに勉強し、それなりの学歴さえ身につけていれば──

　いや、たとえ学歴がなくとも、多くを望まず、学歴を重視する人間からの、偏見の目さえ気にしなければ、おそらく、平穏で安全な一生を送れることだろう。

　しかしあちらの世界では、ある時唐突に、戦争という名の死が訪れる場合もありうるのだ。

　エリも実際、死んでもおかしくない場面、というのに何度か出くわしたことがある。

　むろんあんなこと、もう二度とこりごりだ、とも思う。

　だが──

　あちらの世界とこちらとでは──何というか──充実度が違っていた。

　朝、判を捺おしたように、決まった時間に目を覚まし、いつもの時間の同じ列車に乗り込んで、名前も知らぬ、それでいて、毎日変わらぬ見知った顔の人々とともに電車にゆられ、いつもの駅で、没個性なスーツ姿の人間たちに混じって改札口へと向かう──

　まるで、以前にビデオで観た、何も考えずにただただ歩みを進めるだけの生きた死人ゾンビの群れにすら似て。

　考えてみれば、こちらの世界で、本当に『感動』したことがあったろうか？

　むろん、ＴＶを見て、本を読んで。クラスメートとの会話の中に、努力したあとの成績アップに。

　小さな感動はどこにでも転がっている。

　しかし──

　決死の覚悟、いちかばちかでベヅァーを追い払い、みんながほほえみかけてくれた時の感動に、炎うずまく竜人ギオラムの町で、クルーガーの顔を見つけ出した時の感動に──

　あれに勝るものが、こちらの世界にあるだろうか？

　……ふぅ……

　天井を眺めたままで、彼女はふたたびため息ひとつ。

　メイの言っていたセリフがふと頭をよぎる。

　──受験勉強なんかのない世界へ行けたら──

「……あっちで暮らすっていうのも……それはそれで面白いかもねー……」

　エリはなにげなく、ぽつりとそうつぶやいた。




　こんっ、こんっ。

「──はーい」

　家の扉を叩たたく音に、ラーディーは応えて玄関先に出た。

　バイザーに世話してもらった宿舎ではない。

　竜人ギオラムの町にある、自分の家。

　むろん今は、人間の幻などは纏まとっておらず、竜人ギオラム本来の姿のままである。

　扉を開けたその向こうには、顔をすっぽりと布で隠した、銀色の竜人ギオラム。

「おや。いらっしゃい、ゾムド」

「うん……今日は家にいたんだな」

「今日は……って、何度か訪ねて来たんですか」

「まあ……何度かな」

　ばつが悪そうに視線をそらしながらゾムドは言った。

　ラーディーは、ここ三、四日、人間の町に泊まり込み、あちこち見て回っていたのだが。

「しかし、どこへ言ってたんだ？　ここ数日、いなかったようだが」

「ここ数日……って……まさか毎日来てたんですか!?」

　などと会話を交わしつつ、ゾムドを奥の部屋へと案内する。

「いや、まあ……

　ぐちを言う相手がおらんとわかると、かえってぐちを聞かせたくなってな……」

「そんなヒマなことしていられる状況じゃあない気もするんですけど」

「それは──そうなのだがな」

　言ってゾムドはため息ひとつ。

　このあたりでは、もうすぐ冬がやって来る。

　もともと竜人ギオラムたちが住んでいる、南の地域では、ほとんど何の影響もないが、事前の調査によれば、このあたりでは、雪まで降るらしい。

　もしも今、人間たちが攻め寄せて、結界の塔をあとひとつ壊し、結界が消え去るようなことになれば──

　竜人ギオラムたちは寒い冬を、まともに体験することになる。

　服を着込んで、人間たちの使う『暖炉』とやらを家々に設け、家の中にとじこもっていれば、あるいは、冬を越すことは、むずかしいことではないかもしれない。

　しかし──である。

　寒さで家にとじこもり、行動力がにぶったところを、人間たちが見逃してくれるとは思えない。

　おそらくは、ここぞとばかりに攻め込んで、さしたる苦労をすることもなく、彼ら竜人ギオラムを駆く逐ちくするだろう。

　とどのつまり、人間が、結界塔をあと一つ陥とせば、彼ら竜人ギオラムの負けは──結界実験の失敗は決まる。

　もしそうなれば、実験を放棄し、国へ帰ることを余儀なくさせられる。そしてゾムドは──おそらく、兄王ジグラドの思惑通り──断罪されることとなるだろう。

　むろん、今の状況への対策として、各塔の警備増強、壊された白翼の塔の再建による結界の強化、などが、オーソドックスではあるが理想である。

　消息不明となったベヅァーに、勝るとも劣らぬ術者に心あたりもある。

　しかし──その理想案を実現させるには、あまりにも問題が多すぎた。

　まず何よりも、決定的なのが人手の不足。

　白翼の塔を再建するどころか、以前に焼けた、城下町の復興すらも、まだまだ十分とはいえない。

　今現在、もっぱら動いているのは兵士たちである。それとて主力は、常に、残った三つの塔の警備に当たっている。

　本国のジグラドに、『人間などに負けたとあっては国としての恥になる』などと脅迫まがいのことを言って、援軍を出させる、などということさえ、一時は本気で考えた。

　しかしそれで、今を切り抜けることはできるかもしれないが、結局、戦いで多くの竜人ギオラムが死ぬことになるだろうし、兄王に、これまで以上にうとましがられることは間違いないだろう。

　しょせん、引き伸ばしの策にしかすぎないのなら、そんなもので、多くの兵士に無駄死にをさせるわけにはいかない。

　しかし、町の復興が遅れまくっている最大の理由は、人間奴隷の労働力に頼ることに慣れてしまった民間の竜人ギオラムが、働きたがらず、もっぱら苦情やぐちだけを述べ立てている、ということだろう。

「問題が多いからこそ……ぐちをこぼしたくなるのだがな。

　いっそ、お前がいつか言ったように、人間どもと和平でもできればどれほど楽か……」

「脈はあると思いますよ」

　あっさりとした口調でラーディーは言う。

「実はここ二、三日、人間の町にもぐり込んでたんですけどね……」

「人間の町に!?」

　思わず声を上げるゾムドに、ラーディーはかまわずことばを続ける。

「ええ。生の文化や暮らしぶりを見てみたくなりまして。

　人間の姿に化けて、何日か滞在してみたんですけどね」

「……また物好きな……」

「暮らしぶりなんかは、私たち竜人ギオラムと、それほど大きくはかけ離れていませんよ。

　……食事の好みは、だいぶ違いますけど……

　話のわからない者ばかり、ということもなさそうですし。粗暴な者もいれば親切な者もいます。そのあたりは、私たち竜人ギオラムと同じですね。

　……ちょっと疑問なのは、以前まえに私のところにいたエリーから聞いた話から予想してたのより、文化レベルが遅れているような気がすることですが……

　どうやら彼女、ただの一般人とは違うようですね。

　それはさておき、もしも利害が一致すれば──話の持っていきようによっては、和平、ということも、決して不可能ではないと思いますよ」

「思いますよ、と言ってもな……

　以前にも言ったと思うが、私がいくらそれを望んでも、本国の兄王が許さねば、成り立たん話だ。

　……あの兄が、人間との和平、などという話にうなずくはずがない」

「そこはまあ、あなたの舌先三寸で丸め込めばいいんですよ」

「……気楽に言ってくれるな……」

「できないことはないんでしょう？」

　いたずらっぽい視線を向けるラーディーに、ゾムドは苦笑を浮かべ、

「まあ……ものには言いよう、というものがあるからな。

　ただ、それには、兄上に、人間が、取るに足りない相手などではない、ということを認めてもらわねばならん。

　問題はそこだな。

　いくら私が、人間もなかなかやる、などと説明したところで、臆病風に吹かれたと思われるのが関の山だ」

「……なるほど……たしかにそうかもしれませんね……」

　つぶやいてラーディーは目を伏せた。




　それは、木の葉のざわめきに似ていた。

「──なんだ？」

　見はりの兵士は、ざっとあたりを見回すが、村のまわりにはただ、くろぐろとひろがる森と、またたく星々。

　竜人ギオラムの結界──旧ファインネル城から遠く離れた、人間の小さな村。

　地理的にも、重要な場所にあるわけでもなく、人口も少ないそのせいで、人と竜人ギオラムとの抗争の中にあっても、全く被害は受けていなかった。

　──そう。今までは。

「……おかしいな……」

　兵士はひとり、つぶやくと、ふたたびあたりに視線をめぐらせた。

　決して気のせいなどではない。現にそのざわめきのような音は、消えてなくなるどころか、すこしずつではあるが大きくなっている。

　嫌な予感が背中を這はった。

　詰め所で眠っているはずの、仲間の兵士を呼びに行きたい衝動にかられたが、もしそれで何でもなかったら、恥をかくのは自分だし、それ以前に、『なんだかよくわからんが、様子がおかしいから来てくれ』などと言おうものなら、『ふざけるな』と一いつ喝かつされるのがオチだろう。

　──まずは、何がどうなってるのか確かめてからだ──

　しかし、ざっと見たところ、やはり異変は見られない。

　いつもと変わらずひろがる森と、またたく星々──

「……ん……？」

　その時はじめて彼は、あることに気がついた。

　満点の星空の一角──南の方の星空が、やけにひんぱんにまたたいている。

　星のまたたきがはげしい夜も、むろん今までに何度かあったが、ここまでひんぱんに、しかもその一角だけ、というのは、いくらなんでも異常である。

　彼は、そちらの方に目をこらし、そのままの姿勢でしばし動かず──

「──ま……まさかっ!?」

　やがてその口から恐怖の声が漏もれた。

　自らの目にしたものが信じられず、ふたたびそちらに目をこらす。

　──まちがいない。

　木の葉のざわめきにも似た音は、無数のはばたき。

　翼が、体が、星の前を横ぎる瞬間、ここから一瞬、またたいて見える。

　──そう。それは何百もの竜人ギオラムたちの影だった。

「──て──敵襲っ！　竜人ギオラムだ！　竜人ギオラムどもが攻めて来たぞっ！」

　あわてて仲間を呼びに行く。

　──とはいえ、もともと人口も少なく、竜人ギオラムに襲われたこともない、戦略的には意味のない村である。駐留している兵士をすべて集めても、十人ほどのものである。

　全員が集まり、空を見上げたその頃には、はばたきの音は、すぐそばにまで近づいていた。

「……こ……こりゃあ、百や二百じゃきかないぜ……」

「ああ……へたすりゃ千の単位だ……」

　おびえた声で、口々に漏らす兵士たち。

　この暗さで、実際の正確な数をつかむことは不可能に近いが、よくわからないがゆえの恐怖が、竜人ギオラムたちの数を、実際よりも多くに見せていた。

「……竜人ギオラムの町の方に向かってる……援軍か!?」

「こりゃあ──さっそく伝令を出さなきゃならんな……間に合えばいいが……」

「まさか……ここを襲って来やしないだろうなー……」

「それはないとは思うけどな。こんな小さな──」

　兵士の声は、途中で止まった。

　かなりの速度で飛んでいた竜人ギオラムたちの群れが、彼らの頭上──村の上空に来た、そのとたん、ぴたり、と、その進軍を止めたのだ。

「──まさか……」

　誰かが、かわいた声でつぶやいた。




　そして──

　夜を光の色に染め、竜人ギオラムたちの放った無数の魔力球が、小さな村に降りそそいだ。




「はろー、ラーディー、元気してたー？」

　エリがラーディーのもとへとやって来たのは、彼女が言ったその通り、別れてちょうど七日後の、昼すこし前のことだった。

「いらっしゃい、エリさん」

　宿舎の自室の扉を開けてほほえんだラーディーのことばに、エリは一瞬硬直した。

「……ラーディーが……あたしの名前おぼえてくれたっ!?」

「……か……感動するほど珍しいことなんですか……？　それって……？」

「もぉっちろんよっ！」

　力いっぱいうなずくエリ。

「ラーディーがひとの名前をちゃんとおぼえるなんて、世界がはじまって以来のことよっ！」

「……そ……そこまで……」

「ま、何はともあれ、どっかそのあたりまで、お昼ごはんでも食べに行きましょ」

「そうですね」

「──と。それから、今日は実はあたしの方、前にいっしょにいた、連れの魔道士のほかに、二人ほど連れがいるんだけど……」

「かまいませんよ。食事はおおぜいのほうが楽しいですから」

「そっか。よかった」

　安心顔でうなずくエリ。

　寮から二人が外に出れば、そこにはおなじみレックスと、そして、クルーガーとロッドゥェルの顔があった。

「──ほほぉぉう」

「ふぅぅむ」

　出てきたラーディーを見るなり、同時に唸うなるクルーガーとロッドゥェル。

「……なるほどのう……バイザー殿のお気持も……いや、なかなか……」

「あいつ……顔に似合わず面食いだったか……」

　この上なく真剣な表情で、勝手なことをつぶやく二人。

　──むろん彼らは、多忙極まる日常業務のあい間を縫って、噂うわさの『ラーディーさん』をひと目見るべく、ここにこうして集ったのだ。

　真剣な話、全く困った連中である。

「……あの……？」

「いやいや。あまり気になさらんでください」

　とまどい顔のラーディーに、ロッドゥェルは、にこにこ笑みを浮かべながら、

「わしらは、エリ殿やバイザー殿の知りあいでな。こちらの若いのがクルーガー殿、わしはロッドゥェルと申します」

「よ……よろしく……」

　ラーディーは、あいそ笑いを浮かべてから、エリに近づくと、

「……まさか……私の正体話したりしていないでしょうね？」

　彼女にのみ聞こえるようにつぶやいた。

　むろんラーディーとしては、彼女のことでバイザーがからかわれまくっていることなど知らないし、想像すらもしていない。

　ラーディーにとっては、好奇の目で見られる心当たりといえば、たったひとつ──自分が実は竜人ギオラムであること、これしかない。

「え？　バラしてないわよ。なんで？」

　エリも小声で問い返す。

「……人間の表情はよくわかりませんけど……なんとなく、好奇の目で見られているような気がするんですが……」

「あ、そのことね。──ほら、まえにラーディーにここの宿を世話した、バイザーって、ヒゲ生やしたひとがいたでしょ。

　あのひとが、いつになく、あなたには愛想いいから、『気があるんじゃないか』ってからかわれてんのよ♪」

「……はあ……？」

　エリのことばにラーディーは眉まゆをひそめ、

「……気がある……って、それはつまり、男が女に好意を寄せる、という意味での『気がある』ということ……ですか？」

「ほかに意味ないでしょーが。……あ、むろん、本当にそうだ、ってわけじゃなくて。そーゆーふーにからかわれるだけだ、ってことだから。あくまでも」

「……なるほど……」

　ラーディーは、一応うなずいてみせた。

　……人間のオスに人気がある私って一体……

　内心ややフクザツなモノはあるが、とりあえず、それで好奇の目を向けられる理由はわかった。

「──何をこそこそとやっとるんじゃ？」

「あー。なんでもないなんでもない」

　問いかけたロッドゥェルに、エリはぱたぱた手を振って、

「専門用語で言う『おとめのひ・み・つ[image: ]』って奴よ。

　それよりも、とにかくごはんにしましょ。──と、ラーディーは、味の濃いのはダメだったはずだったから──」

「……確か……サラダ類の品揃えがいい店が、このあたりにあったと思ったんですが……」

「焼き肉のうまい店なら知っておるぞ。薄味が好みならば、そこの塩焼きがなかなか──」

「……こういうところは、あまりわからんから……」

　などと口々に騒ぎつつ、やがて一行がやって来たのは、大通りから、やや奥まった場所にある、小さな食堂。

　しばらく前にエリが見つけた店で、食堂といっても、ほとんど露店のような店で、調理場のすぐ外に天幕が張ってあり、その下に、木のテーブルとイスがいくつか並べてあるだけのものである。

　おせじにも見栄えがいいとは言えないし、あまりはやっているようにも見えない。

「……ここ……なのか……？」

「そーよ。あたしのおすすめの店」

　やや引きつった顔で言うクルーガーに、エリは笑顔であっさりと言う。

「ま、たしかに、あんましパッとしてないけど、味はなかなかのもんだから。とにかく、さ、座って座って」

　うながされるまま、一同は、手近なテーブルについて、適当に料理を注文した。

　待つことしばし。やがて一同の前には、煮物、焼き物、炒いためもの、さまざまな料理がテーブルに並んだ。

「さ。えんりょなくどーぞ。どーせ今日はクルーガーのおごりなんだし」

「いつそーゆーことになったんだ!?」

「たった今[image: ]」

　ツッコミを、さらりと笑顔で受け流されて、ことばに詰まるクルーガー。しかたなく、料理の方に向きなおると、やや不機嫌な口調で、

「……しかし……ほんとうに美味うまいのか？　ここの料理は？」

　──まあ、以前まえに竜人ギオラムの町で食った、豆スープやパンより不味いモノがこの世にあるとは思えんが──

　心の中でこっそりつぶやく。

「ま、食べてみればわかるわよ」

　言いながら、エリはややおぼつかない手つきで、まず炒めものを全員に取り分ける。

「………………」

　クルーガーはフォークを片手に持ったまま、目の前に置かれたそれを、しばしまじまじと眺めていたが、やがて覚悟を決めたのか、いきなりフォークでひとすくいして、はくりっ、と口にふくむ。

「──ほう──」

　もぐもぐこくんっ、と飲み下したあと、その口から漏もれたのは、感嘆のつぶやきだった。

「なかなか──美味いじゃないか」

「でしょ？」

　言ってエリも料理を口に運んだ。

　たいした味つけがしてあるわけではなく、多少塩味がついている程度なのだが、炒めかたや素材の組みあわせかたが実に上手うまいのである。

「──おや。美味おいしい」

　おそるおそる口をつけたラーディーも、思わずぽつりとつぶやく。

「これなら、私でも食べられます」

「でしょ♪　どんどん食べてね」

「いやー、こんな所にこんな店があったとは知らなんだ」

　やはり料理を口へと運びながら、温和な笑みで言うロッドゥェル。

「さすがエリ殿。ダテにうろついてはおられなかったか」

「……ひょっとして……イヤミ？」

「いや、ほめたつもりじゃが」

　言いながら、今度は焼き物の方に手を伸ばす。

　そんな中、ただ一人、無言のままで、ひたすら食事に専念するレックス。ゆったりと食べているように見えるが、実はかなりペースは速かったりする。

「──ところで、ラーディー殿……」

　ロッドゥェルがそう切り出したのは、一同が、テーブルに並んだ料理の数々を、あらかた片付けたあとのことだった。

「話を聞けば、なんでも、記憶を失くされているとのこと──」

「──記憶？」

　きょとん、とした顔で問い返してから、そういう話にしたのだということを思い出す。

「……ええ……まあ……」

「立ち入ったことをお伺いしますが──いかがですかな？　何か思い出されましたかな？

　……いやなに、このわしも、この年になるまで、あちこちの村やら町やらをずいぶんと回ってまいりましたからな。何か、お役に立てることでもないか、と、そう思いましてな」

「お気持はありがたいんですが……今のところは、これといって思い出したこともありませんから……

　やはり、あちこち歩き回ってみるよりほかにはなさそうです……

　この町も、もう少しあちこち回ってみて、それでも何も思い出せないなら、また別の場所にでも行ってみようと思っています」

「それは──あまり賛成できませぬな……

　なにしろこのご時世。ここしばらくは竜人ギオラムたちは動いておらぬとはいえ、若い女性のあてのないひとり旅というのは……なにかと物騒ですぞ」

「せめて……竜人ギオラムたちだけでもなんとかなるといいんですけどね」

　いけしゃあしゃあと言うラーディーに、なんとなく、責められたような気分になって、視線をそらすクルーガー。

「……ま……まあ……何しろ、あなどってかかれる敵じゃあありませんからね……」

　目をそらしたまま、彼はやや言い訳ぎみにつぶやいた。

「いっそのこと竜人ギオラムと、和平でもしちゃえばいいんですけどね」

　ぴたっ。

　あっさりと言ったラーディーのことばに、一瞬、一同の動きが凍りつく。

　──もっとも、エリに関しては、『……また言い出したよ……このひとは……』という硬直ではあったが。

「──それは──難しいでしょうな。妙案ではありますが」

　しばしの間を置き、ロッドゥェルは言った。

「たしかにそれが実現すれば、一人の兵を失うこともありませんが……

　まず、国王が首を縦たてに振るかどうか、ですな」

　クルーガーが今はその『国王』なのだが、むろんロッドゥェルとしては、ラーディーにそこまで明かすつもりはない。とりあえず、そのあたりのことはことばをぼかして、

「いきなり奇襲をかけられて、城と国と、身内とを失い、それでもそのいきさつを忘れ、竜人ギオラムと和平を成せるかどうか──

　それと、もし国王がその案をよしとしても、反対する重臣たちもおりましょう。

　やられっぱなしで、こちらから和平を申し入れるなど、負けを認めるも同然、それでは国の面メン子ツが立たぬ──と。

　それにまず、根本的な問題として、竜人ギオラムたちが、和平などという案を受け入れるかどうか、ですな。

　実質上の降伏宣言と受け止めて、無体な要求をおしつけてくるかもしれませぬ。

　それでは意味がありませんからな。

　となればやはり──戦って相手を追い払うしかありますまい」

「うーん……」

　ロッドゥェルのことばに、ラーディーはしばし考えてから、

「けれど……たとえ結界の竜人ギオラムを全部倒したとしても……それで竜人ギオラムがあきらめてくれなければ、もっと大変なことになるような気がするんですが……」

「もっと大変なこと？」

　今度はクルーガーが問い返す。

「ええ。彼らが人間を甘く見ているならなおのことです。

　竜人ギオラムの町をつぶして、連中を追い返すことができたとしても、それであきらめてくれればいいんですが、逆に、『人間ごときに負けっぱなしじゃあ面目丸つぶれだ』なんて、かえってムキになったりしようものなら、本国から増援を呼んでまたまた攻めてくる、などということにもなりかねませんからね。

　そうなれば、かなり困ったことになると思うんですが」

「……う……うーん……」

　言われてことばに詰まるクルーガー。

　たしかに──

　今までは、結界の竜人ギオラムを倒すという、そのことだけを目標に、一心不乱に活動を続けていたのだが、倒したあと、彼らがどう動くかなど、考えたことはなかった。

　冷静に考えてみれば、たとえ結界の竜人ギオラムを駆く逐ちくできたとしても、その時点で、こちらの戦力もかなり減衰しているはずである。兵力が回復する前に、竜人ギオラムたちの逆襲が来れば、もはや抗する術はない。

　加えて、そうなった場合、彼らが人間を危険視し、根絶やしにしようと動きはじめるおそれすらあるのだ。

　となればもはや、王国がどうの、かたきがどうのという問題ではなくなる。

　……とはいえ……和平か……

　苦い想いを抱きしめながら、胸のうちで小さくつぶやく。

　彼個人の意見としては──竜人ギオラムと手を組むのなどはまっぴらだった。

　いきなり城を奇襲して、父王を殺した連中に、なんで『仲よくしよう』などと言わねばならないのか。

　しかし彼個人の感情で、人と竜人ギオラムの全面戦争を起こすわけにもいかない。

　──むろん、結界の竜人ギオラムを駆く逐ちくしても、竜人ギオラム本国からの逆襲はない、ということもありうるが、何の根拠もなく、そちらの可能性にかけるのは危険すぎる。

「おー。悩んでる悩んでる」

　沈黙し、唸うなりはじめたクルーガー、レックス、ロッドゥェルの三人を、まるっきり他人ごとの目で眺めつつ、ぱくぱく食事を続けるエリ。

「……そんな真剣に悩まないでください。ここでいろいろ考えたところで、結局、どの道を選ぶかを決めるのは上の人たちなんですから」

　クルーガーたちの立場を知らないラーディーは、ぱたぱた手を振り、気楽な調子で言った。

「……しかしこれは……」

　クルーガーが、何やらつぶやきかけたその時。

「殿下！」

　彼を呼ぶ声は、大通りの方から聞こえて来た。

　一同がそちらをふり向けば、こちらに向かってやって来る、兵士姿の男がひとり。

「……殿下……？」

　かすかに眉まゆをひそめるラーディー。

　その兵士は、クルーガーの前で立ち止まり、息を切らせながら、

「……こんなところに……おいでになりましたか……」

「どうした？　かなり慌あわてているようだが？」

「……それが……南のはずれにあるイシアの村が……竜人ギオラムに壊滅させられました……！」

『……なっ……!?』

　エリを除いた全員が、思わず同時に声を上げる。

「どういうことだ!?　なんであんな小さな村を!?　野盗とかのしわざじゃあないのか!?」

　いきおいこんで問うクルーガーに、兵士は困った表情で、

「……くわしい事情は存じませんが、竜人ギオラムに襲われた、というのは間違いのない話のようです。

　ともあれ、バイザー隊長が、その件についてご相談なさりたいとのことですので、至急お戻り下さい！」

「──わかった！」

　クルーガーが応えると同時に、全員が、一いつ斉せいにいすから立ち上がった。




「──どういうことだ!?」

「それが──正直よくわからんのです」

　帰って来るなりそう問いかけたクルーガーに、バイザー親衛隊長は、苦い表情で答えた。

　彼らの拠点となっている、神殿の中の会議室。

　クルーガーやロッドゥェル、そしてレックスの後ろに、エリの姿が続くのを認め、一瞬バイザーの頰ほおがひくつくが、文句を言っている場合ではないと判断したのか、彼女を無視して彼は言う。

「四日前の真夜中、イシアの村が、いきなり、上空からの呪じゆ文もん攻撃を受けたそうです。

　二百人ほどの住人たちのうち、生き残ったのはわずか二十人少々……そのうち動ける者が近くの町に助けを求めに行き、その町の兵士から、さきほど連絡がまいりました。

　また聞きになりますので、詳細はわかりませんが、生き残った村人の中に、事件の直後、数百の竜人ギオラムの群れが北へ飛び去るのを見た者がいること、イシアに駐留していた兵士たちが、村人たちには、警告も、避難の指示も出さなかったことがわかっております。

　以上のことから、闇やみにまぎれての、竜人ギオラムどもの奇襲があったものと推察されます」

「……あるいは、兵士が警告を出さなんだのは、まさかこの村が襲われるはずはないと、タカをくくっていたのかもしれんのぅ……」

　テーブルにつき、ロッドゥェルが言った。

　バイザーは、彼のことばにうなずいて、

「……そこなのです。わからんのは。

　たしかにあの村は、戦略的に見て、ほとんど──というか、全くの無価値です。実際これまでに、近くに竜人ギオラムが現われた、などということは一度たりとてありませんでしたし、補給・侵攻の新しい足がかりとしても意味のある場所ではありません。

　戦法からして、陽動が目的でないこともあきらかです。

　となれば一体、竜人ギオラムどもは何の目的であの村を襲ったのか……

　正直申し上げて、まるっきり見当がつきません」

「無差別攻撃──って奴じゃないの？」

「何のために？」

　エリが思いつきでつぶやいたことばに、冷たい口調で問い返すバイザー。

「……なんとなく……」

「何となくで攻撃をする軍隊があるかっ!?

　……それと、妙なのは、ご存知とは思いますが、竜人ギオラムたちの結界を監視している部隊からの話では、最近──つまり事件に前後して、竜人ギオラム兵の出入りは全くなかった、ということです」

「たしかに──ここしばらくは、『異常なし』の報告しか受けとっておらん」

　むずかしい顔でつぶやくロッドゥェル。

「監視の兵たちの手抜きでないとすれば──イシアの村を襲った竜人ギオラムたちは、結界の竜人ギオラムたちとは別の部隊のしわざじゃということになるのぅ」

「──おそらく、そういうことでしょうな。

　もし竜人ギオラム本国からの増援が、行きがけの駄賃と景気づけとに村を攻襲した、というのなら、奴らの移動速度からすれば、とっくに結界に着いておらねばならんはずです。

　数百もの竜人ギオラムが結界にたどり着けば、いくらなんでもこちらの監視の目に触れるはず。しかしその報告がないということは、結界の連中とは全く別の部隊なのか……あるいは別の軍なのかもしれません」

「……正体も目的もわからん部隊……か……やっかいだな……」

　クルーガーは小さくつぶやくと、

「──となれば、その竜人ギオラム部隊の目的をつき止めることが先決だ。

　目的もわからんのでは、対策も立てようがないからな。

　……とりあえずの手段としては、連絡網の強化、といったところか。それぞれの町や村に駐留する部隊に通達を出して、警戒を怠らないように注意すること。

　もし敵に襲われた場合、住民の安全を最優先とし、かなわぬ相手であれば無理には戦わぬこと」

「ねーねー、町のひとたちに避難訓練させる、なんてどう？」

「避難訓練？」

　エリのことばを、クルーガーは、おうむ返しにくり返し、

「……つまり……住人たちに、逃げかたの訓練をさせるわけか？」

「そーよ。……ひょっとしてこっちには、避難訓練ってないわけ？」

「……ふむ……なるほど」

　横でうなずくロッドゥェル。

「……町や村の規模での訓練というのは、ことが大きくなりすぎてむずかしいじゃろうが……

　いざ竜人ギオラムたちに襲われた時、どういうふうに対処、避難するか、それくらいのことは、それぞれの村や町で検討して、住人に知らせておく必要はあるかもしれませんな。

　でなければ、いざという時混乱して、かえって逃げるのが遅くなり、よけいに被害が大きくなる、ということもありえますからな」

「よし──いいだろう。ともあれ、そのセンで──」

「失礼します！」

　クルーガーのことばを遮って、飛び込んで来たのはひとりの兵士。

「何だ!?　会議中に!?」

「申し訳ありませんっ！」

　不機嫌に言うバイザーにあやまってから、兵士は、クルーガーの方に向きなおり、

「たった今、報告が入ってまいりました！　二日前にチェルキスの町が、竜人ギオラムの群れに襲われ、壊滅したとのことです！」

『なにっ!?』

　兵士の報告に一同は、同時に声を上げていた。




「──どういうことですか!?」

　その日の昼すぎ──

　例によって例のごとく、ラーディーの家をこっそり訪れたゾムドを待っていたのは、唐突なそのひとことだった。

「──な……何の話だ？　いきなり？」

　あいさつも抜き、玄関が開くなりの質問に、とまどいの色を浮かべるゾムド。

「何日か前、竜人ギオラムの部隊が、人間の村を襲って壊滅させた、という話を聞きました」

「……は？」

　ゾムドが思わず上げた間の抜けた声に、ラーディーはようやく、彼がこの一件を、全く知らないのだということに気がついた。

「──とにかく……ここで立ち話もなんですから……中に入ってください」

　ゾムドを客間に招き入れ、お茶を用意し、彼の向かいに腰をおろすラーディー。

「……ということは……」

　カップを手にして彼女は言う。

「あなたはこの件、全く知らないんですね？」

「──待ってくれ。知っているとかいないとかいう以前に、本当なのか？　我々の部隊が人間の村を襲った、などという話は？

　どこかの誰かが流したデマではなくて？」

「間違いない話のはずです。

　──これが、この町の竜人ギオラムから聞いた話なら、ただの噂うわさと聞き流したかもしれませんが……いつか言ったでしょう？　姿を変えて、人間たちの町にもぐり込んでいる、って。

　そこで、兵士がそう言っているのを聞いたんですよ。

　となればかなり、信頼の置ける情報だと思いますけど」

　ラーディーは言った。

　エリたちと食事をし、竜人ギオラムが村を襲った、という話を聞いたその直後──

　事実を確かめるために、エリたちと別れ、もとの姿で竜人ギオラムの町へと戻って来たのだ。

　しかし、事実を確認するといっても、いくらゾムドと同じ師の下で学んだ学友だとはいえ、立場はただの一市民。いきなり城へ行き、『ゾムドに会わせろ』などと言っても無駄なこと。

　どうやって彼に会おうかと思いを巡らせるうちに、彼の方からやって来てくれた、というわけである。

「……ふぅむ……人間の町で兵士たちが、か……

　しかし、私は知らんぞ。そんな話は。

　人間の村を壊滅させたなど……報告を受けたおぼえもなければ、むろんそんな指示を出したおぼえもない。

　第一、今の状況で、こちらから出向いて、人間の村に攻撃をかけるゆとりなどない。

　……やはり、人間たちの不安が生んだ、単なる噂ではないのか？」

「──かもしれません。

　けど、ひょっとしたら、私たちの知らない竜人ギオラムの部隊が動いているのかもしれません」

「馬鹿な。

　もし万一、本国が出した援軍か何かだとしても、その旨むね報告くらいはあるはずだ」

「援軍なら──たしかに──」

　意味深に言ってお茶をひと口すする。

「……何が言いたい？」

「全く別の軍かもしれない、ってことですよ。

　──たとえば、ジグラド王が、人間の領域に侵攻するための結界実験を行なっている、というのを知った他の国が、様子を見るためか、あるいは成果を横取りするためかに軍を派遣した──なんて可能性も考えられますね」

「──まさか!?」

「ありえないことじゃあありませんよ。ここしばらく、竜人ギオラム同士の大きな戦いはなかったとはいえ、それぞれの国が仲良くやっている、という状況でもありませんからね。

　どこかの国が変わったことをはじめれば、ちょっかいを出したくなる国もあるんじゃあありませんか？

　ともあれ──

　事実関係を確認する、くらいのことはやっておいた方がいいと思いますけどね」

「確かに、それが事実ならほうってはおけんな。

　──わかった。早速に確認させることにする」

　うなずいて、彼はカップの中身を一気に飲み干した。




「……うーん……」

　ベッドの上に横たわり、白い天井をぼんやり眺めたそのままで、エリは、何度目かのうなりを上げていた。

「──ああっ！　気になるっ！」

　声を上げ、半身を起こす彼女。

　むろん、異世界での襲撃騒ぎの件である。

　竜人ギオラムたちにいきなり襲撃された村。ラーディーが、それを全く知らなかったこと。

　そして、会議の途中でもたらされた報告によれば、ほかの町も襲われたという。

　──何かが起こりつつあるのは、間違いのないことだった。

　しかし、それが何かを知らぬまま、もとの世界へ戻ることに──一週間のおあずけを食らうことになったのだ。

　これで気にならないわけはない。

　これがＴＶドラマか何かなら、いくら面白いところで『つづく』の文字が出ようとも、次の週、同じ時間にチャンネルさえ合わせれば、ちゃんと続きが見られるのだ。

　現実に起こった事件でも、状況に変化があれば、逐ちく次じ、新聞やＴＶが報道してくれる。

　──しかし──

　あちらの事件はそうはいかない。

　これだけ大さわぎしておきながら、次の日曜に行った時には、『今さら何を言っとるんだ』といわんばかりの口調で、『ああ、あれならもう解決した』などと、あっさり言われる可能性もあるのだ。

「……とはいえ、ガッコをフケ続けるってわけにもいかないし……いやいや、一日や二日くらいなら……

　──なんて今さら言ったって、次の日曜まで、あっちと連絡の取りようもないし……」

　ひとりでぶちぶちつぶやく彼女。

　物理の成績が悪かったことなど、むろん、とうの昔に忘れ去っていた。

　そして。

　エリの心配（？）とは逆に、異世界での騒ぎは、少しずつ、大きくなって行ったのだった。




　ざわっ。

　木の葉のざわめきにすら似て、聞こえた音は無数のはばたき。

　そして、次の瞬間、彼らの前に立ちふさがったのは、かなりの数の竜人ギオラム兵たちだった。

「──な……なんだ!?　いきなり!?」

　とまどいの色をにじませながら、商隊の先頭に立つ、護衛の兵士が声を上げた。

　結界の区域へと、食料、物資を運ぶ竜人ギオラムの商隊。

　人間の目を避けるため、森の中を通る彼らの前に現われたのは、正規軍の武装に身を固めた、同じ竜人ギオラムの一団だった。

「──この商隊の責任者は誰だ？」

　尊大な口調でそう言い放ったのは、ただ一人、鎧よろいもつけず、白い法衣ローブを身にまとった、まっ白い竜人ギオラムだった。

「……わたくし……ですが……？」

　護衛の竜人ギオラム兵の後ろから、おずおずとやって来たのは、やや小太りの灰色の竜人ギオラム。

　白い竜人ギオラムは、鷹おう揚ようにうなずくと、ふところから取り出した書状をひろげて見せて、

「黄金王グレア・ギオラムジグラド陛下より直命を賜たまいし、ベヅァー゠ギ゠グルワーズである。

　王国の名により、その物資の一部を接収する」

「……っなっ……!?」

　いきなりなものいいに、一瞬絶句する灰色の竜人ギオラム。

「……ち……ちょっとお待ちください……！　そのような話、聞いてはおりませぬ……！」

「今説明した」

「そんな……！　この物資は、結界へ届けるためのものでございます。それを、途中で誰かに渡す、などということをすれば、わたくしの面目も立ちませぬし、何より物資の管理がまともにできなくなります。

　ものが入用でしたら、結界の白輝帝ライラ・ギオラム殿にご相談……」

「黙れっ！」

　吠ほえるようなベヅァーの一いつ喝かつに、彼はぴくんっ、と身をすくませる。

　むろん彼には、白輝帝ライラ・ギオラムの名が、ベヅァーのカンにさわったのだ、などということはわからない。

「黄金王グレア・ギオラム陛下の直命で動く私のいうことが聞けぬと申すか!?　それはすなわち、王国そのものに対する反逆と受けとってよいのだな!?」

「そ……そのような無体な……!?」

　彼は困り果てて、護衛の兵士たちの方をちらりとふり向くが、彼らとて、しょせんは国に仕える身。国王の書状をちらつかせられて、なお口出しのできる者はいなかった。

「……し……しかしベヅァー様、失礼ながらその書状、まごうことなき本物には相違ありませんが、あなたさまに兵をあずけるとしたためてあるだけ……物資の接収などについては……」

「兵を維持するには物資が要る！　当然のことであろう!?」

「……で……ですが……」

「──よいか、貴殿……」

　すぅっ、とわずかに目を細め、うって変わってしずかな口調で言うベヅァー。

　その声の内に、危険なものを本能的に感じ取り、灰色の竜人ギオラムは口をつぐんだ。

「私は別に、ここで貴殿と議論をしたい、と言っているわけではないのだ。

　物資の接収に協力するか──

　あるいは、反逆罪覚悟で断わるか──

　否か、応か。

　そのどちらかを聞きたいだけなのだよ。私は」

　灰色の竜人ギオラムは、こくりっ、と小さく喉のどを鳴らし──

「……わ……わかりました……」

　やがて、しぼり出すようにそう言った。




　部屋の中は、重苦しい空気に満たされていた。

「……どうやら……エリ殿の言っておったことばが正解のようじゃな……」

　テーブルの上にひろげられた、あたりの地図に目を落としたまま、ロッドゥェルはぽつりとつぶやいた。

　エリをもとの世界に戻したその翌日。またもや入って来た被害報告に、一同は頭を痛めていた。

「どういうことです？　それは？」

　問うバイザーに、ちらりと目をやり、地図につけられた四つの赤い印を、順に指先でさしながら、

「無差別攻撃、ということじゃよ。

　最初はここ、そして次にこの町。あと、こことこことを順番に攻撃しておる。

　……むろんこれは、現在わしらのもとに報告が届いておる分だけじゃから、実際には、ほかにも攻撃されたところがあるやもしれん。

　しかし確かに言えるのは、この一連の襲撃には、何の法則もない、ということじゃ。

　あちらを攻撃したかと思えば、こんどはこちらを攻撃する。神出鬼没、と言えば聞こえはいいが、はっきり言ってでたらめじゃ。

　戦略的に意味があろうがなかろうが、ただただやみくもにやっておるとしか考えられん」

「……脅おどし……ではないでしょうか？」

　レックスが横から口をはさむ。

「見せしめに、無差別にあちこち攻撃して、これ以上我々竜人ギオラムに逆らうのなら、被害は増えるぞ、と……」

「ならば逆に、こちらからしかける手です！」

　いきおいこんでバイザーが言う。

「結界の区域に直接攻撃をしかければ、おそらくその別部隊も、援助に姿を現わすはずです！

　そこを一網打尽にすればよいのでは!?」

「……その別部隊が、結界の竜人ギオラムたちの友軍ならば、その手も通用するじゃろうな」

「結界の竜人ギオラムたちの味方ではない、と？」

　問うクルーガーに、老将軍は小さくうなずき、

「あくまで、わしの想像ですが。

　さきほど入った報告によれば、今日は、竜人ギオラムの結界から出た偵察兵の数が、いつもより、かなり多かった、との話です。

　たとえ別部隊であるにせよ、まがりなりにも同じ軍に身を置く者同士ならば、別動隊のことを結界の竜人ギオラムたちが知らぬはずはありませぬ。

　自分たちが知らぬ部隊が、近くで活動していることに気づいたからこそ偵察を出した、と考える方が妥当でしょうな」

「……しかし……とすれば一体何者なんだ……？」

　クルーガーのことばに、ロッドゥェルは、首を横に振りながら、

「わかりませぬ……

　わかりませぬが、確かに言えることがひとつ……

　連中はおそらくどう転んだところで、我々の敵にしかならんだろう、ということです……」




「ベヅァー、だと!?」

　その報告を耳にした時、ゾムドは思わず、玉座から立ち上がっていた。

　いきなり出て来た意外な名に、謁えつ見けんの間にい並ぶ高官たちの間にもざわめきがひろがる。

　人間たちの攻撃と一斉蜂起とで、町が焼かれた、あの日以来。

　かつて白翼の塔の主であった、白い竜人ギオラムの姿を見たものはこの町にはいない。

　──おそらく、あの騒ぎの中、炎にでも巻かれて死んだのだろう──

　誰もがそう思い込んでいた。

　しかしその名が、まさか、こんな形で出て来ようとは──

　知らせを持って来たのは、偵察に出した兵たちではなく、物資の流通をとりしきる、メゼという名の商人だった。

　使いのものが、護衛の兵士を伴って、この結界へと物資を運ぶその途中、黄金王グレア・ギオラムの直命を受けたベヅァーと名乗る竜人ギオラムに、食料など、物資の一部を『接収』された、というのだ。

「確かにベヅァーと名乗ったのだな!?」

　ひれ伏す茶色い竜人ギオラムを見下ろして、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは声を上げた。

「……は。たしかにそう申しておりました。

　なんでも、黄金王グレア・ギオラム陛下の書状をたずさえ、かなりの数の正規兵を引き連れており、それで物資を渡した、とのことです。

　とは申せ、わたくしにとりましても寝耳に水の話でございます。そこでこうして、ご報告と、ことの確認のために参った次第にございます」

「……そうか……」

　重い声でつぶやくと、ゾムドはふたたび、深々と玉座に腰を下ろした。

　そしてしばらく無言のままで、何やらじっと考え込みはじめる。

「……あのー……」

　ややあって、メゼはおずおずと口を開き、

「……それで、今後も、輸送途上での物資の接収というのはあるのでしょうか……？」

「……と、問われてもな……」

　苦い口調で言うゾムド。

「正直なところを申せば、私とて、そのような別部隊が出ている、などという話は聞いておらんのだ」

「そ……！　そんな!?」

　ゾムドのことばに、メゼはまともに顔色を変え、

「と、いうことは……あれは正規軍を装った偽物だったと……!?」

「いや──それがわからんから、答えに窮しておるのだ。

　ともあれこの件、早急にことの次第を確かめ、追って沙さ汰たすることとする。

　それまでは、たとえ再び彼らから、輸送途中の接収要請があったとしても、応じる必要はない。

　──以上である」

「……あの……」

「何だ？　まだ何かあるのか？」

「……そうしますと……すでに『接収』された分の代金につきましては……」

　商人らしいものいいに、ゾムドは小さく苦笑を浮かべ、

「……わかったわかった。その分の代金も支払ってやる」

「ははぁっ！　ありがとうございます！」

　メゼは深々と頭を下げ、一礼を残して謁えつ見けんの間から退出した。

「──バイルド将軍！」

「はっ！」

　メゼを扉の外に見送ったそののち、ゾムドの呼びかけに応え、い並ぶ高官たちの中から、一歩前に歩み出したのは、鎧よろいをまとった黒い竜人ギオラム。

　この結界区域の全軍をまとめる将軍、バイルドである。

「ことの次第は聞いての通りだ。

　早急に、四方に兵を飛ばして、その相手の正体を確かめよ。

　もし相手が、ベヅァー殿の名をかたる偽物ならば、ほうっておけば王国の名を汚すことになる。即刻に軍を率いて討とう伐ばつせよ。

　逆にもし相手が本物のベヅァー殿なら──」

　彼はしばし、沈黙し、

「──本物ならば、とりあえず、事情を聞きたい。私のもとに来るよう伝言を頼む」

「了解しました。それでは早速に──失礼します！」

　竜人ギオラム式の敬礼を送り、謁見の間をあとにするバイルド。

　……ふ……う……

　玉座に深く身を沈め、ゾムドは重いため息をついた。

　ただの偽物なら、叩たたき潰つぶせばすむことである。しかし本物だとしたら──？

「……やっかいなことになるかもしれんな……」

　誰にも聞こえぬ小さな声で、彼はぽつりとつぶやいた。




　ざわっ！

　風をうつ、無数のはばたきが、ま昼の青空にひびいた。

　生い茂る森の木々を揺らして飛び立ったのは、数百人もの竜人ギオラム兵。

　そのそばには、小さな人間の町があった。

「……て……敵襲だっ！」

　向かい来る竜人ギオラム兵たちの姿に、半ばパニックに陥りながらも、歩ほ哨しように立った兵士たちは、襲撃を知らせる鐘を鳴らした。

　正体不明の竜人ギオラム兵部隊が、あちこちの村や町を襲っている、という話は聞いていた。

　しかし、まさかそれが、いきなり我が身にふりかかる、などと思っていたものはいなかった。

　兵たちが、弓を手にするより早く──

「──やれ」

　竜人ギオラムたちの先頭に位置する白い竜人ギオラム──ベヅァーの号令一下、数百発の魔力光が、一いつ斉せいに町に降りそそいだ。

　逃げまどい、魔力の光に灼き貫かれる人々。

　反撃を試みようとする者も中にはいたが、弓を構えたその瞬間には、数発の魔力光を浴び、倒れ伏す。

　男の。女の。子供の。老人の。

　無数の悲鳴が町を満たし、魔力の光が宙を裂くたび、死体がひとつ、増えてゆく。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんのうずまくそのさまを、ベヅァーは、満面の笑みを浮かべて眺めていた。

　──やがて。町の半ば近くが死体で埋うまったそのころ。

「部隊を分ける！　一班から三班は、町から逃げ出した人間どもの追撃と殲せん滅めつ！　残りは町の中の生き残りを片付けろ！」

　竜人ギオラム兵たちに向かって、ベヅァーは命令を下した。

「……捨てておいてもよいのではありませんか？　生き残った腑ふ抜ぬけどもなど。どうせたかが人間……」

「人間を甘く見るな！」

　口をはさんだ副官のことばを遮り、言うベヅァー。

「甘く見れば、奴らは必ず、そこにつけ込み、反撃して来る！　何度もそう言ったはずだ！　根絶やしにするつもりでやれっ！」

「──ベヅァー様！」

「何だ!?」

　別のひとりがかけた声に、不機嫌にふり向いて、

「まさか、文句があるとでも言うのか!?」

「……いえ……そうではなくて……

　竜人ギオラムがひとり、こちらに向かってやって来ます。

　装備からして友軍の者です。おそらく、結界の区域エリアからの偵察兵か、使いの者ではないかと……」

「……ちっ……」

　ベヅァーは小さく舌打ちをすると、報告をもたらした竜人ギオラムの指さす方を向く。

　たしかに、一人の伝令とおぼしき兵士が、こちらに向かって飛んでくる。

「──何をやっている！　お前たちは命令通り、人間どもの駆除にかかれっ！」

　いまだ動いていなかった兵たちに一喝を下し、自らと一部の側近だけは、その場に留まり、伝令兵が来るのを待つ。

　やがて、伝令の竜人ギオラムは、ベヅァーから、やや距離を置いた場で留まって、

「──ベヅァー殿──ベヅァー殿ですね!?」

「いかにも、その通りだ」

「やはりそうでしたか……

　私は、結界実験区域、バイルド将軍麾き下か、第二偵察……」

「用件は何だ？」

　つっけんどんに言い放たれて、兵士は一瞬、ムッとした表情を浮かべるが、気を取り直し、

「実は、結界実験区域の責任者、白輝帝ライラ・ギオラムゾムド様より、あなた様への出頭命令が──」

「命令!?」

　またもや兵士のことばを遮り、不機嫌な声を上げるベヅァー。

「……あ……いや……商隊からの物資徴収の件に関しまして……」

「命令、と言ったか!?」

　兵士のことばなどまるきり無視し、彼は言う。

「……バ……バイルド将軍からは、そのように聞かされておりますが……」

「──そうか。

　ならば、帰って将軍に伝えよ！　現在ベヅァーは黄金王グレア・ギオラムの特命により行動中である！　白輝帝ライラ・ギオラムの命令に従う義務はない、と！」

「……はあ……し……しかし……特命と申しますと、一体どのような……」

「言う必要はない！　確かめたくば、そちらから直に出向いて来ることだと伝えておけ！　わかったな！」

「……わ……わかりました……」

　うむを言わせぬベヅァーの口調に、これ以上の議論・反論は無駄と悟って、兵士はおとなしくうなずいた。

「……確かにそう伝えさせていただきますが……こちらからそちらに連絡をさしあげる時には、一体どのようにすれば……？」

　彼の問に対する答えは、いたってそっけないものだった。

　ただひとこと──

「探せ」

「……そ……そんな無茶な!?　かりにバイルド将軍自らがお出向きになるとしても、いつ、どこで出会えるかもわからなければ……」

「もうしばらくはここにいる。あとは言えん」

「そんな……」

「苦情を並べる暇があるのなら、急いで結界に取って返した方がいいのではないか？　ぐずぐずしておると、我々はまた移動するぞ」

「………………」

　伝令兵は、しばし沈黙していたが、やがて小さくうなずくと、

「──わかりました。とりあえず、将軍にご報告して参ります！」

　言って、一礼を残し、背を向けて、結界の区域の方に向かって翼をはためかせた。




「──本当にベヅァー殿当人だったのだな？」

　偵察兵の報告を受け、バイルドは、むずかしい顔でそう言った。

「……はい……何度か……ここでお顔を拝見したことがありましたから……当人に間違いありません……」

　肩で荒い息をつきながらも、直立不動の姿勢のままで、伝令兵は答えた。

「事情は、この私に直接でなければ説明できん、と言っておったのだな」

「……あ……はい……」

　あいまいにうなずく偵察兵。

　話が聞きたけりゃあそっちから来い、などと乱暴なものいいを、そのまま伝えるわけにもいかず、言い回しを変えて報告したのだ。

「──わかった。

　伝令兵！」

「はっ！」

　バイルドの呼びかけに応え、近くに控えていた兵士のひとりが一歩、進み出る。

「白輝帝ライラ・ギオラム殿にお伝えしろ！

　別動部隊の一件、ベヅァー殿当人と確認した。事情聴取のため、この私が直接そちらに赴いた。時間がないため、事後承諾とさせていただく、とな！」

「了解しました！」

「──さてと。それでは早速、案内してもらおうか」

　伝令兵が退出するのを見届けもせず、バイルドは、偵察兵の方を向き直って言う。

　偵察兵は、いまだ荒い息をつきながら、

「……今から……私が……ですか……？……ですよね……」

「当たり前だ！　場所を知っているのはお前だけだろうが！」

「……そうですね……しかし将軍、兵士は何人か連れて行った方がよいかと存じます……」

「？　どういうことだ？」

「……いえ……うまくは言えませんが……ベヅァー殿は……その、何というか……

　以前と変わって、何やらこう……危険な感じがいたしました……」

「危険？　何がどう危険だというのだ？」

　問われて兵士はやや口ごもり、

「……いえ……どこをどう、というのではなく……お叱しかりを受けるのを承知で申し上げれば……なんとなく……ということですが……」

「──ふぅ……む……」

　兵士のことばにバイルドは、しばし眉をひそめ、

「──まあいい。いずれにしろ、兵は何人か連れてゆく。ベヅァー殿がどう変わられたのかは──

　この私が、直接この目で確かめる。

　ゆくぞ！　案内しろ！」




　どれくらい飛び続けただろうか──

　やがて風の中に、かすかに、何かのこげるにおいが混じりはじめた。

　そして見えて来る、人間たちの小さな町。

　町からは火の手が上がっていた。

「──あそこか!?」

「はい！」

　バイルド将軍の問いかけに、案内の偵察兵は、ふり向きもせぬままに答えた。

「しかし、竜人ギオラムの姿などどこにも見えんぞ！」

「……はあ……」

　彼は、今度はあいまいに答えた。

　ベヅァーと出会った町は、もはやすぐそこ──建物の形くらいなら、はっきりと見分けられるほどの距離である。

　しかしここまで近づいても、ベヅァーたちの姿はどこにも見えない。相手が空にいるならば、とっくに見えてもいいはずなのだが──

　──まさかベヅァー様、もう引き上げたんじゃあ……？

　彼は、ちらりとそんなことを考えた。

　さきほどのベヅァーの、横柄な態度からすれば、ありえないことではなかった。

　やがて一行は、人間の町の近くにさしかかる。

　町の内に、そして外に。転がる人々の死体。町の中で動くものといえば、風にゆらめく炎のみ。

「……また派手にやったものだな」

　感心半分、あきれ半分の口調でぽつりとつぶやくバイルド。

　人間など、駆除の対象としてしか見ていないバイルドにとっては、人がいくら死のうと町が焼けようとおかまいなしである。

「しかし……ベヅァー殿の姿など……」

　言いかけたその時。

　ざあっ！

　町のそばにひろがる森の木々をゆらし、数百の竜人ギオラムたちが、バイルドたちの前に舞い上がった。

　その先頭に位置するのは、ひとりのまっ白い竜人ギオラム。

「……！　ベ……ベヅァー殿……！……おどかさんでもらえるか……」

「森の中に逃げ込んだ、人間どもを狩っておってな。……根絶やしにしてやろうと思うのだが、どうしても何人かは生き残る。……まったく、困った連中だ」

　吐き捨てるように言うベヅァーに、なんとなく異様なものを感じ取り、バイルドは一瞬沈黙したが、気のせいだろうと思い直し、

「……と……ともあれベヅァー殿、おひさしぶりですな。

　人間どもの起こした騒ぎ以来、お姿が見えんので、皆、てっきり御身に何かあったものとばかり思っておったのですが……

　いやあ、ご無事で何より。

　……しかし……後ろの兵たちは一体……？

　できれば、何がどうなっておるのか、ご説明願えますかな」

「うむ。よかろう」

　ベヅァーの横柄な返事に、バイルドは一瞬、不快な表情を浮かべ、

「──それと──結界への輸送物資を途中で接収なさったとか。寝耳に水の話で、白輝帝ライラ・ギオラムも驚いていらっしゃいましたぞ」

　ぴくんっ。

　白輝帝ライラ・ギオラムの名が出たそのとたん、ベヅァーの顔がかすかに引きつったのが、バイルドにははっきりとわかった。

「ゾムド様には関係ない！」

　吐き捨てるようにそう言うと、ふところから、一枚の書状を取り出し、ひろげて見せる。

「──これは──」

　その書状に目を通し、バイルドはしばしことばを失くす。

　それはまぎれもなく、黄金王グレア・ギオラムからベヅァーへの書状だった。

「そう。黄金王グレア・ギオラムジグラド陛下からの、直々の書状だ。

　私は、人間どもが、我等の町を荒らしたあの事件のあと──

　もはや白輝帝ライラ・ギオラム殿に任せてはおけぬと、単身、本国へととって返し、黄金王グレア・ギオラムへ、ことの次第を直接申し上げた。

　陛下は我がことばを快くお聞き入れくださり、この私に兵をお預けくださったのだ」

　むろん実際、国の威い信しんだの王の名誉だのということばをつかった、脅きよう迫はくまがいの進言で、兵を出さざるを得なくさせたわけなのだが。

「……う……む……」

　バイルド将軍は、低い唸うなり声を上げた。

　彼とても、人間に対する白輝帝ライラ・ギオラムのやりかたは、甘すぎるとは思っていたのだ。

　どちらかといえば、むしろベヅァーの方に共感するものがある。

「なるほど……大体の事情は呑み込めました。

　しかし、結界への物質を輸送途中で接収なされるというのは……

　別動隊として活動なされるにしても、結界を拠点とした方が、何かと好都合かとも思うのですが……」

　黄金王グレア・ギオラム直々の書状のたまものか、問うバイルドの口調が、あらたまったものとなっている。

「たしかに結界を拠点とすれば、都合のよいこともあろう。しかしそれとは逆に、不都合なことも出て来るはず。

　たとえば今、こうして、人間どもの町や村を、しらみつぶしに潰つぶしているが、もし我々が結界を拠点としておれば──

　おそらく結界の動きは、人間どもも見張っているはず。とすれば我々が出撃した時点で、連中はそれを知り、対応の策を練る。

　しかしこうして拠点を持たず、遊撃をくり返せば、人間どもに対応の手はない」

　──だが、正直な話をすれば、単にベヅァーは、結界の区域に帰りたくないだけだった。

　一度ならず二度までも、エリという人間にしてやられたことの心的外傷トラウマや、自分の進言をはねのけ続けた白輝帝ライラ・ギオラムへの反感がそうさせているのだが、そこまでは、ベヅァー自身も気づいてはいなかった。

「……な……なるほど……」

　作戦、という名の理屈でくるまれた、そんなベヅァーの本心になどは全く気づかず、バイルドは感心した声を上げる。

「それにまだある。

　たしかにこの書状には、兵をこの私に預けること、自由な作戦を展開すること、白輝帝ライラ・ギオラムの命令を聞く必要はないこと、などは明記してある。

　とはいえ、私と私の兵たちが、結界区域を拠点と定めれば、多かれ少なかれ、白輝帝ライラ・ギオラムからの何らかの横やりもあろうし、確執も生まれよう。

　人間どもを相手どって戦う今、そのような無意味な不和を生まぬためには、我々は結界には留まらぬ方がよい。

　……とはいえやはり、兵を維持してゆくにはどうしても物質が必要不可欠。そこであのように、輸送途中の物質を接収したまで。

　……まあ、白輝帝ライラ・ギオラムに話を通しておかなかったのは、確かにこちらの不手際ではあったが」

「……なるほど……わかりました。

　よもやそこまでお考えとは……このバイルド、感服しました」

　ごく単純に納得するバイルド。

「……実は、物質の接収のいきさつが不明だったせいもあり、現在は白輝帝ライラ・ギオラムの命により、接収の拒否命令が出ておりますが、そういう事情でしたら、この件、私の口から白輝帝ライラ・ギオラムに報告し、物資の接収に便宜をとりはからって頂くことにします。

　また、何かご協力できることがありますれば、結界の私にまで使いの者をよこしていただければ、できうる限りお力ぞえをいたします」

「すまんな。バイルド殿」

「なんの。私も、人間どもなどに大きな顔をさせておくのは、我慢なりませんからな。

　早速この件、白輝帝ライラ・ギオラムにお伝えしますので。

　では、これにて──」

　竜人ギオラム式の略礼を残して去りゆくバイルドたちの、後ろ姿を見送りながら、ベヅァーは、薄い笑みを浮かべていた。

　──これで白輝帝ライラ・ギオラムの干渉は封じた……

　あとは……

　人間という人間どもを狩りつくすのみ──

　彼は、自らの指揮する兵たちの方をふりかえり、

「ゆくぞ！　次の町へ！　殺し尽くせ！　人間どもを！」




「──そうか──」

　バイルドのもたらした報告に、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは重い息をついた。

「はい。人間どもの動きを警戒し、動けぬ我等になりかわって、ベヅァー殿が人間どものすみかを各個撃破してくれれば、こちらもずいぶんと楽になります」

　はずむ声で言うバイルドに、ゾムドは疲れた視線を送り、

「……なるほど……となれば、人間どもはさぞかし困ることだろうな……」

「はい。それはもう──」

　ゾムドの口調にひそむ皮肉に気づきもせず、バイルド将軍はうなずいた。

「そうなると──困り果てた人間どもは、どういう手段で反撃してくると思う？」

「……は……？」

　質問の意味がよくわからず、間の抜けた声で問い返すバイルド。

「……どういう……と問われましても……

　さきほどご説明しました通り、ベヅァー殿の部隊はまさに神出鬼没。それも空からの不意の攻撃で、町や村をひとつずつ潰つぶされてゆくとあれば、人間どもに、まず反撃の手段はございますまい」

「──そう。ろくな反撃はできまいな。

　ベヅァー殿の部隊には、な」

「御意にございます」

　……はぁぁぁぁぁ……

　ゾムドは、彼にしては珍しく、露骨に大きなため息をつき、

「……よいか、将軍。

　いつ、どこに現われるかわからない部隊が、村や町を潰してゆく。

　このままではろくな反撃もできぬまま、なぶり殺しだ。

　こちらも戦力をまとめて応戦したいところだが、相手が拠点もなく、無作為に町や村を襲っているなら、待ち伏せや奇襲はできない。

　となれば、何かでおびき出すくらいしか手段はないが──

　……さて、ここに、遊撃部隊の拠点ではないが、同じ竜人ギオラムの町がある」

「……！」

　ゾムドの言わんとすることを、ようやく理解したらしく、バイルド将軍は目を見開いた。

「となればおそらく人間どもは、この結界に攻撃をしかけて来るだろう。ベヅァー殿の部隊をおびき出すエサとするために、な」

　ざわりっ……

　謁えつ見けんの間に並んだ高官たちがざわめいた。

「……し……しかし……」

　バイルドは、やや口ごもりながらも、

「かりに、もしそうなったとしましても、それは逆に、人間どもの戦力を、一気に叩たたく好機になるのではありませんか？

　ここの戦力で人間どもを足止めしているところに、ベヅァー殿の戦力が加われば、人間どもを一網打尽にすることも可能かと思いますが……」

「救援に来てくれれば、の話だな。

　離れた場所で、作戦を展開中だったり、森の中で休息中だったりと、ここが攻撃を受けているのに気づかない、というおそれもあるのだぞ」

　──たとえ結界区域が攻撃を受けていることを知っても、ベヅァーが救援になど来てくれるかどうか、ゾムドははなはだ疑問だったが、むろんそこまでは口に出さない。

　バイルドが伝えたゾムドの作戦内容は、たしかに理屈になってはいたが、なぜかゾムドは、ベヅァーが感情で動いているような気がしてならなかったのだ。

　彼は、バイルド将軍に向かってことばを続ける。

「ベヅァー殿の居場所がわからん以上、こちらから援軍の要請を出すこともできんしな。

　もし、ベヅァー殿の救援が来なかったり、あるいは大きく遅れた場合、ここの戦力だけで、攻めて来た人間どもを相手にもちこたえ続けることができるかどうか……」

「……し……しかし、人間どもの戦力も、それほど多くは……」

「正規の兵士は残り少ないだろうな。

　しかし、襲われた村や町の生き残りや、追いつめられ、『殺さなければ殺される』などと考えた民間人たちが、義勇兵として加わるおそれがある。

　となれば、へたをすれば、敵の数は膨ぼう大だいなものになるぞ。

　人間どもを各個撃破するつもりで、逆に相手を追いつめすぎて反撃を受け、それでこの結界の区域が攻撃を受けるようなことにでもなれば、それこそ本末転倒ではないか？」

「………………」

　問われてバイルドは沈黙した。

　たしかに、ゾムドの言わんとすることは理解わかる。

　わかるのだが、やはり彼の心情としては、ベヅァーの方の肩を持ちたい。

　第一、なぜこうまで、たかが人間ごときのことを気にせねばならんのか。たしかに二度ばかり遅れは取ったが、こうして援軍も来た今、そこまで慎重──いや、弱気になる必要はあるのだろうか？

　彼のそんな思いをゾムドは読み取ったか、

「……将軍。

　たしかに我々竜人ギオラムは、人間と比べ、高い戦闘能力を持っている。

　連中は空さえ飛べんのだしな。

　正面から普通に戦ったなら、まず我々が勝つだろう。

　だがな、人間どもの居住区域に、我々が結界を張り、居を構えている──

　この事態そのものが、すでに『普通』ではないのだよ。

　兵士の数だけを比べあうならば、たしかにこちらが有利なのかもしれんが、民間人などの、潜在的な敵の数──戦力となる可能性のあるものの数を比べれば、圧倒的に我々の方が不利になる。

　村や町をひとつずつ潰つぶしていく、などという方法で、人間全体を追いつめれば、その潜在戦力を引き出すことになるかもしれん。

　もしそんなことになれば──いくら我々竜人ギオラムとて、多勢に無勢。やがていつか敗れることになろう」

「……それは……たしかにその通りです……」

　呻うめくように答えるバイルド。

　たしかに理屈の上ではそうである。

　だがやはり、ゾムドが弱腰すぎる、という思いはぬぐえない。

「……しかし……それでベヅァー殿が納得されるでしょうか？」

「………………」

　バイルド将軍の反論にゾムドは沈黙した。

　正直に言って、ベヅァーが納得してくれるなどとは、これっぽっちも思わない。

　以前のベヅァーの言動を見ていればわかることだ。

　白翼の塔を人間に陥おとされて以来、彼の、人間に対する憎悪は、かなり過剰なものだった。

　私財を削けずって私兵を雇い、町のパトロールと称し、人間の奴隷たちに対して、異様なほどに神経をとがらせていた。

　パトロールの者が、理由もなくうちの奴隷を半殺しにした、と、苦情が届けられたことも、一度ならずあったし、町にいる人間の奴隷を全員処刑しろ、と提案してきたこともあった。

　そんな彼に、今の理由を説明し、人間たちを追いつめるな、などと言ってみたところで、とうてい耳を貸すとは思えない。

　まだ、ベヅァーがゾムドの指揮下にあるなら、あまり好きな手段ではないが、頭ごなしに命令を下してやめさせる、という手もある。

　しかし頭が痛いのは、ベヅァーが、黄金王グレア・ギオラム直々の書状を持っている、ということである。

　へたに余計なちょっかいをかけたり、頭ごなしに何か命じたりしようものならば、『白輝帝ライラ・ギオラムの命令に従うか、黄金王グレア・ギオラムの書状を持つものに従うか』などという問題も起こるだろう。

　そうなれば、それは容易に、黄金王グレア・ギオラムと白輝帝ライラ・ギオラムの対立、という形に移行するだろう。

　ゾムドがそれを望むと望まぬとにかかわらず。

　そんな、国を割るような真似だけはやりたくなかった。

「……わかった……

　物資の輸送途上での接収には、協力することにしよう……

　──しかし、もしベヅァー殿と接触する機会があれば、私が今言ったことだけは伝えておいてくれ……」

　永い沈黙のあと、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは、しぼり出すようにそう言った。







　二　窮鼠猫かむアタッカー







　窓の外には、めずらしく、雲ひとつない青空がひろがっていた。

　これが、空気のきれいな場所でなら、『透けるような蒼あお空ぞら』になるのだろうが、廃ガス混じりのこの町では、せいぜいやや濃い水色である。

「あっちも晴れてるかなー？……っと、そんなことより、結局あの騒ぎ、どうなっちゃったんだろ？」

　部屋のまん中につっ立ったまま、エリはぽつりとつぶやいた。

　日曜の朝──

　ほとんど異世界行きの制服と化している、黒い上下のスウェット・スーツ。背中に負ったザックには、いつも通りに塩とスパイス。額に通訳サークレット。

　準備万端整えて、あとは時が来るのを待つのみ。

　やがて待つうち、彼女の左腕につけたデジタル・ウォッチが、一〇：〇〇の文字を浮かび上がらせて──

　……………………

「……あれ……？」

　五分ほど、その場にじっと立ち続けたあと、ようやく彼女は眉まゆをひそめた。

「……おっかしーなぁ……」

　つぶやいて、左腕の時計で時刻を確認。

　デジタル・ウォッチは規則正しく時を刻みつづけ、エリの目の前で、十時五分から十時六分へと表示を変えた。

　ベッドの枕もとにある、目覚し時計に目をやれば、やはり同じ時刻を指していた。

「……時計がどーにかなってるわけじゃあなさそうねー……」

　念のためにと試しにＴＶを点けてみても、十時はじまりの番組をすでにやっている。

「……レックスの方が遅れてるのかなー……？」

　ＴＶを消してつぶやくエリ。

　召喚の時間が遅れるなど、これまでにはないことだった。

　レックスの性格なのだろう。いつも召喚されるのは、十時ほぼジャスト。数分早く呼ばれたことは何度かあるが、遅れたことは一度もなかった。

「……けどまあ、レックスもいちおー人間なんだし。うっかり遅れることだって……」

　つぶやいて一人で納得し、気長に待つことにする。

　──が。

「……遅いわね……いくらなんでも……」

　エリがまたまたつぶやいたのは、十時半をやや回った頃のことだった。

　──ひょっとして、あっちの時計の電池が切れちゃった、なんてことは……ンなことないか。電池替えたの、そんなに前じゃないし……

　あ。ひょっとしたら、時計そのものが壊れちゃった、って可能性はあるわねー。

　……あるいはまさか……あの町が、例の竜人ギオラム部隊に襲われて、なんてことは……？

　ベッドにちょこんと腰かけて、あれやこれやと想像しているそのうち──

　全く何の前ぶれもなく、いきなりやって来る、睡魔にも似た、甘い酩めい酊てい感かん。

　──来たっ！

　なじみとなったその感触に、エリはそのまま身をゆだね──




　気がつくとそこは異世界だった。

「……と……とぉをっ!?」

　ぺてっ。

　ベッドに腰かけた姿勢のままで呼び出され、いきなり支えを失ってバランスを崩くずし、その場にぺたりと尻もちをついた。

「……何をやってらっしゃるんですか……？」

「尻もちついてんのよっ！」

　あきれ顔で問うレックスに、やけくそ気味の声を上げ、エリは召喚の台座の上に立ち上がった。

「……けど、どーしたのよ、今日は？　召喚の時間がこんだけ遅れたことなんてなかったから、何かあったんじゃないか、なんて思ってたのよ」

「……いや……少々ばたばたしていましてね……」

　エリのことばに、苦い顔で言うレックス。

「ひょっとして──竜人ギオラムの部隊が村や町を襲った、って話？」

「ええ……その件です。

　今朝もまた、村がやられた、という情報が飛び込んで来ましてね。あれこれやってるうちに、時間に遅れてしまいました。すいません」

「……ま、そーゆー事情ならしかたないわよね」

「それで──実は、エリさんにお話ししておかなければならないことがあるんです」

「あたしに？」

　レックスのことばに彼女は眉まゆをひそめた。

　今までに、クルーガーやレックスたちが、何やら会議をやるたびに、何が決まったんだとしつこく聞いて、煙たがられたことはあったが、こうあらたまって、聞いててくれ、などと言って来たのははじめてである。

「ええ。全く無関係、というわけでもありませんから。

　──ともかく、くわしい話は、上の会議室で──」

　レックスにうながされるまま、エリは会議室へと向かう。

　会議室の中には、クルーガーとバイザー、二人の姿。

　部屋のまん中に居座る大きなテーブルには、大きな地図がひろがっていた。

「……ロッドゥェルさんは？」

「将軍はなにかとご多忙だ」

　席につきながら尋ねたエリに、愛想のない答えを返すバイザー。

　とはいえ、彼の愛想なしは、今にはじまったことでもない。たぶん、今回の事件の対応で、あちこち動きまわってでもいるのだろうと勝手に解釈し、そばに座ったレックスの方を向きなおり、

「……それで、何なの？　話って？」

「……ええ。

　前回にこっちにいらっしゃった時の話で、正体不明の竜人ギオラム部隊に、村や町が襲われた、ということはご存知ですよね」

「うん。あれから一体どーなったんだろー、って、ずっと気になってたんよ」

「……こうなってます……」

　重い声でそう言って、レックスは、テーブルの上にひろがった地図を目で指した。

　ひろげられた地図の上に、点々とついた赤い印。

　その数は、ざっと見て、十を超えていることはたしかだった。

「……え……？」

　思わず小さくつぶやいて、エリは、ゆっくりと、レックスの方に向きなおり、

「……まさか……この赤いの……？」

「……そうだ……あれから今日までに、連中に潰つぶされた村や町だ……」

　テーブルの向こうがわから、レックスに代わって答えるクルーガー。

「……こんなに……？」

　半ばぼーぜんと、地図を眺ながめる彼女。
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「ああ。ただし、今、報告が入っている分だけで、だ。知らせの届いていない分をあわせれば……あと一つや二つは増えるだろう……」

　苦い口調で彼は言った。

「……なんか……打つ手はないわけ!?」

「これまでの調査でいろいろわかったことがあります」

　と、ふたたびレックス。

「やはり連中は、結界には立ち寄らず、あちこちを点々としているようです。決まった拠点は持たず、森の中などをあちこち移動しているらしく、いろんな場所で、野営の跡が見つかっています。

　その跡から推測して、敵部隊の数はおよそ二、三百。

　──圧倒的な大軍、というわけではないんですけどね」

「……けど、拠点がないって、それじゃあそいつら、ごはんとかどうしてんの？　大軍じゃない、なんていったって、二、三百人前の食べものって、けっこーな量になると思うんだけど」

「──へぇ……」

　エリのことばに、レックスは目を丸くした。

「……何なの？　その『へぇ』ってのは？」

「いえいえ。実は先日、集まった将軍たちとの協議でも、ひとつのポイントとなったのがそこだったんですよ。

　いやぁ。エリさん、あなたも何か考えてらっしゃったんですねー」

「……なんか……悪口に聞こえるんだけど……」

「ともあれ、竜人ギオラムたちの補給路については、今までに、調査が行なわれたこともありましたが、それでなくても少ない兵を、あまり散らすわけにはいかず、まだわかっていません。

　自衛の面についても、各村や町に、竜人ギオラムたちの襲撃に対する注意を呼びかけ、監視の強化、志願兵を募つのって弓の練習などをはじめてはいます。

　……とはいえやはり、相手が空にいる、というのが苦しいところです。いままでに壊滅させられた町の中には、兵士の数もけっこういて、反撃を試みた所もあったようなんですが、倒した竜人ギオラムたちの数は、せいぜいが十か二十。

　こちらは相手を射上げなければならないのに対して、相手は魔力弾を撃ち下ろすだけですからね。

　連中は、そうやって、こちらの戦力を完全にたたき潰つぶしてから、残った住民たちを殺して回るんです」

「……インケンなやりくちねー……」

　エリはかすかに顔をしかめ、

「──けど、なんだってあたしにンな話をするわけ？……やっぱし実はあたしには、隠された伝説の力かなんかがあって……」

「ありませんありません。そんなもの」

「……なんかムカつく……その言い方……」

「そうじゃなくて、ですね。

　襲われた町の、生き残ったかたたちから入った情報なんですが──その竜人ギオラムたちの部隊を指揮しているのは、白い法衣ローブを着た、まっ白い竜人ギオラムなんだそうです」

「ふーん」

　何も考えず、無感動にあいづちを打ち──

　ひきっ！

　次の瞬間。エリの全身がこわばった。

「……ち……ちょっと……

　し……白い竜人ギオラムで、法衣ローブ着てる、って……まさかひょっとして……？」

「──たぶん──」

　ふたたびレックスに代わって、重い声でクルーガーは言った。

「あの、ベヅァーとかいう奴だ……」




「……うーん……そーかー。あいつかー。あいつが指揮してたんだー。……どーりでやり口がインケンなはずねー……」

　しばし沈黙を続けたあと、エリはしみじみとそうつぶやいた。

「ええ……エリさんとは因縁浅からぬ相手ですからね。それで一応、お話ししておいた方がいいかと思いまして」

「……あたし……あーゆーのと因縁深める気はないんだけど……」

「すでに深いものはしかたないじゃあないですか」

「……そーゆー気の滅入ることを……

　けど、あいつが相手ってぇんじゃあ、パターンの読みようはないわねー。竜人ギオラムの町で見たかぎりじゃあ。あいつ完全に脳みそイッてたから……」

「たしかにあいつの、人間に対する憎しみは、まともじゃなかったな」

　と、こんどはクルーガーが言う。

「人間を殺すために、止めに入った仲間の竜人ギオラムを平気で殺すような奴だ。あいつが問題の部隊の指揮を執ってるなら、襲った町や村を、ああまで徹底して壊滅させたのも納得いく。

　だが、もし指揮を執ってるのがあいつなら、なんで結界の竜人ギオラムたちといっしょに動かないのか、それがわからん。

　遊撃部隊として村や町を無差別に襲うにしても、結界の区域を拠点とした方が、補給などの点でかなり楽なはずだが……」

「ま、イッちゃってる奴の考えることなんてたいがいそんなところよ」

「私たちを混乱させるため──ではないでしょうか？」

　あっさりとしたエリの意見を無視してレックスが言う。

「連中が結界を拠点とするなら、私たちは、あの部隊を叩たたくために、迷わず結界区域を襲撃していたでしょう。

　連中はそれを防ぐため、わざと結界には立ち寄らず、野営をしているのではないでしょうか。

　食料などの物資にしても、結界区域に輸送される途中のものを、どこかで受け渡している、と考えれば説明もつきますし。

　──実際、指揮をしているのが白い竜人ギオラムだという情報がなければ、私たちはいまだに、相手の正体を摑つかみかねていたはずです」

「しかし──それでこちらの取る手は決まったな」

　クルーガーは、重い声で言った。

「竜人ギオラムたちの結界に、全力で攻撃をかける。わざと戦いを長引かせ──救援にかけつけた、白い竜人ギオラムたちの部隊を叩く！」

「……ち……ちょっと待ってよ!?」

　エリは、思わず声を上げた。

「ンなかんたんそーに言うけど、できるの!?　ンなことが!?

　今までだって、結界の塔や町の竜人ギオラムだけを相手に攻めあぐねてたんでしょ!?　それを、結界の連中と戦い続けながら、ベヅァーたちの部隊をやっつけるなんて、どー考えたってムチャな話じゃない！

　さっきレックスの言ってた、竜人ギオラムたちの補給路を見つけ出してどーにかする、ってテはどーなったのよ!?」

「あれは時間がかかりすぎる。竜人ギオラムたちも馬鹿じゃないだろうから、輸送路を、一定の期間ごとに変える、くらいのことはやってるだろう。

　調べ上げるには、一体何日かかると思う？

　結界区域を日干しにするのを狙ねらうなら、その方法でも悪くないだろうが、今は、一日行動が遅れれば、それだけ村や町が潰つぶされる。

　それを見過ごすことはできん。

　──無茶なことはわかっている。だが、やるしかないんだ」

「……ンな、マンガの主人公みたいなセリフを……

　けどそもそも、負けちゃったらなんにもなんないでしょーが！　かりに全滅なんてことになって、それで竜人ギオラムたちが、攻撃やめてくれりゃあいいけど、ベヅァーあたりは、戦力がなくなった今こそ、と、村や町襲いまくったりするんじゃない？」

「全滅などと！　縁起でもないことを！」

　エリのことばに、思わず声をはり上げたバイザーを、彼女は、きっ！　とにらみすえ、

「そいじゃあ、絶対全滅しないって自信と根拠があったら教えて」

「……そ……それはっ……」

　問われてバイザーは口ごもった。

　──勇気と団結さえあれば──そううそぶくのはたやすいが、エリが、そんなおためごかしで黙ってくれるようなタマではないことは、彼もよく知っている。せいぜいが、鼻先で笑われるくらいのものだろう。

　彼はしばし考えて、

「……ならば聞くが、一体どうしろとおっしゃるのかな!?　エリ殿は」

「──へ……？」

　バイザーの逆襲に、彼女は一瞬鼻白む。

　結界へ攻撃をかける、などという案が、かなり無む謀ぼうだということはエリにもわかるのだが、ならどうする、と問われれば、これといった意見がないのは事実である。

　眉み間けんにしわを寄せ、沈黙したエリに、バイザーは、得意げな口調で、

「ほかに手はあるまい？　確かに、結界に攻撃をかける、というのが完かん璧ぺきな策だとは言わんが、ほかにどうしようもない以上、やはりやるしかないではないか？」

「……いばってどうするんですか……？」

「何か申されたかな？　レックス殿？」

「いえ別に……」

「……うーん、うーん……あ！　それじゃあたとえば、さ！」

　前にラーディーの言っていたことを思い出し、エリは言った。

「竜人ギオラムと和平しちゃう、ってのは？　和平するからベヅァーたちをおとなしくさせろ、って条件で……」

「ばかばかしい！」

　間髪を置かず一笑するバイザー。

「竜人ギオラムどもがそんな取り引に応じるものか！　それに何より、村や町を好きほうだいに襲われて、このままおめおめ和平などを持ちかけられるか！　それこそ王国の威い信しんに関わる！」

「──ちょっと待ってください」

「──何かな？　レックス殿。まさかあなたまで、和平などという馬鹿げたことをおっしゃるつもりではありますまいな？」

　バイザーのつめたい視線に、レックスはわずかに目をそらし、

「……いえ、そうではなくて。

　たしかに今、和平というのは状況から見て無理な話ですけど──取り引き、ならばどうか、と思いまして」

「取り引き──ですと？」

「ええ。

　たとえば、結界区域の近くに、多くの兵を集めてみせ、結界の竜人ギオラムたちに条件をつきつけるんです。『町や村を襲うのを、今すぐやめなければ、全力をもって竜人ギオラムの町に攻撃をしかけ、非戦闘員であろうとも攻撃する』と」

「──そんな!?」

　レックスの意見に、思わず声を上げたのはエリだった。

　この時一瞬、彼女の頭に浮かんだのは、ラーディーのことだったが、むろんそれは口に出さず、

「それじゃあ、ベヅァーたちと、やってることいっしょじゃない！」

「実際にやるとは言ってませんよ」

　すずしい顔で答えるレックス。

「これで向こうが条件を呑んでくれればそれでよし。もしつっぱねて来ても、当初の、結界区域を襲うとみせかけ、別動隊をおびき寄せ、叩く、という作戦に戻るだけですから。

　そしてその場合も、町ではなく、結界塔の方を狙ねらうわけです」

「ふむ──なるほどな」

　つぶやきうなずくクルーガー。

「もし竜人ギオラムたちが、『町を攻撃する』という通告は、そちらに兵を集めるためのテだとうすうす感づいたとしても、その確信がないかぎり、町を手薄にはできず、塔の警備は甘くなる、というわけだ。

　加えて、塔をあとひとつ陥おとせば結界は消える。となれば竜人ギオラムたちは、この冬を越すのがむずかしくなるだろう。

　当然、我々が塔に突入すれば、竜人ギオラムたちはそのあとを追ってこざるをえない。相手がこちらを挟撃するつもりなら、追って来るのは、おそらく遊撃部隊の方だ。

　塔の中での戦い、というのであれば、まだこちらにも勝機は出てくる──

　悪くないじゃないか、クルーガー。

　竜人ギオラムたちへの通告は、矢文ですませればいいことだし、何よりこの案なら、今動いている計画を、大幅に変える必要はない」

「──ねえ、『今動いてる計画』って……

　ひょっとして、結界を攻撃する、ってセンで、もうみんな動き出してんの？」

「……ああ……竜人ギオラムが、別動隊の動きを止めることを呑むなら、その必要はなくなるが」

「てぇことは、いつしかけるかも決まっちゃってるんだ。

　──で、いつなの？」

　エリの問いに、レックスが、何やら横から口をはさみかけるが、それより早く、クルーガーが答えた。

「六日後の夜、ということになってる」

「なるほど」

　エリは、こくんっ、とうなずくと、レックスの方に向きなおり、

「じゃーそーゆーことでレックス、今度の召喚は、一日早めて、六日後の夕方、とゆーことでお願いね[image: ]」

「ああああっ！　やっぱりぃっ！」

　エリの反応を予想していたらしく、レックスはおおげさに声を上げた。

「──ちょっ……ちょっと待て!?」

　逆にあわてたのがクルーガー。どうやら彼女の性格を、まだ把は握あくしきっていないようである。

「一日早く呼ぶ、って──」

「時間的にはできるでしょ？　ここから結界まで、そんなとことん時間がかかるわけじゃないし。それでレックスが、その戦いに間に合わなくなる、なんてことはないはずよ。

　──なんならあたしを呼び出すのは、夕方じゃなくって、お昼をすこし回った頃でもかまわないけど」

「……いや、時間的にはともかく、こちらが言いたいのは、だな……」

「──ってことは、時間的には一向にかまわない、ってわけね」

「[image: ]っ……」

　ことばじりを取られて、クルーガーは一瞬絶句するが、気をとりなおし、

「……まあ、たしかに時間は問題ない。しかしな。これは戦争なんだぞ」

「誰も、戦いについて行く、なんて言ってないわよ」

　彼女はあっさりと言った。

「実際、戦いの中じゃあ、あたしなんて、ほとんど足手まといにしかなんないことはわかってるつもりだし。

　ただ──なんていうのかな……？　見届けたい、っていうか……

　この町におるすばんしてて、遠くから眺めてるだけでいいのよ」

　──もっともそれが、何かの予感なのか、それとも単なる野次馬根性なのかは、エリ自身にもわからないが。

「けど、ですね。あまり考えたくない話ですけど、戦いの中で、もし私に何かあったら、エリさん、あなた、もとの世界に帰れなくなるんですよ!?」

「そーよ。だからレックス、ちゃんと生きて帰って来るのよ」

「あのですねぇ……」

「──かまわんではないか。レックス殿」

　エリへの助け舟は、意外なところから来た。

　すなわち──バイザー親衛隊長。

「──しかし……！」

「エリ殿は、どういうわけか、あの白い竜人ギオラムに対しては強い、というジンクスがある。

　……まあ、強い、などと言ったところで、話を聞くかぎりでは、単に運がよかっただけ、という感もあるが、エリ殿が二度にわたって、あの白いのを下していることは事実ですからな。

　戦場には行かず、この町で見守っているだけ、というのであれば、別にかまわんと思いますが。

　──それに何より──

　こちらがいくら説得したところで、エリ殿が納得するわけがないでしょう。こういう性格ですからな」

「……なるほど──」

「それもそうですね──」

「……おい……」

　しみじみうなずくクルーガーとレックスを、ジト目でにらみつけるエリ。

　バイザーはかまわずことばを続ける。

「ここで、『わかった。その日に呼ぶ』と約束しておいて、当日になっても呼ばない、という手段もあるにはあるのですが、それであとあといろいろ文句を言われるのも困りものですからな」

「…………」

　バイザーのことばを、エリは不機嫌な顔で聞き流す。

　彼の言いぐさには多々不満はあったが、実際そういう真似をされれば、とことん文句を言い倒すだろうし、何よりここでバイザーに反論すれば、『やっぱり呼ばない』という結論にもなりかねない。

「──いいだろう──」

　しばし沈黙を続けたあと、クルーガーは静かな口調で言った。

「クルーガー様!?」

　レックスの上げた抗議の声を無視し、

「六日後の昼すぎ、必ず呼ぶ。

　──ただし、絶対にこの町にいるんだぞ」

「わかったわ。絶対に」

　クルーガーのことばに、エリは大きくうなずいた。




　こんっ、こんっ。

「──ラーディー、いる？」

　エリが、レックスを連れずに、ラーディーの宿舎を訪れたのは、その日の昼すこし前のことだった。

　ノックと呼びかけに続くしばしの沈黙。

　──やっぱし……竜人ギオラムの町に帰っちゃったのかな……？

　思ったその時。

　かちゃりっ。

　かけ金をはずす小さな音がして、部屋の扉が開く。

　そこから顔を覗のぞかせたのは、人間の姿に『化けた』ラーディー。

「……いらっしゃい。エリさん」

　言う彼女の笑顔が、心なしかやや曇って見えるのは、やはりエリの気のせいだろうか？

「……あ。こんちは。ラーディー。

　お昼でも、いっしょにしない」

「ええ。かまいませんよ」

　ラーディーは、自分の部屋の扉を閉め、

「──ところで、今日は連れのみなさんは？」

「……あ……今日はあたし一人なの」

　笑顔をつくってぱたぱた手を振る。

　──実のところ──

　一人でここまでやって来たのは、ラーディーと、いろいろ話がしたかったからである。

　遊撃隊を率いているのは、本当にあのベヅァーなのか。結界の竜人ギオラムたちは、どこまでこの件にかかわっているのか。

　聞きたいこと、相談したいことは山ほどあるはずなのに、いざラーディーを目の前にすると、何をどう聞けばいいのかわからなくなる。

　ラーディーと話をしなければ、という、思いはあるのだが、それをことばにできないもどかしさ──

「……今日は何か、元気ないですね」

　ラーディーの方が、そう話をふって来たのは、以前まえにも寄ったあの食堂で、料理をつつきはじめた頃のことだった。

「……う……ん……」

　あいまいなあいづちをうつエリ。

　二人の他に客はいない。こみいった話をしようと思えばできるのだが、一体どう切り出せばいいものか──

　それがエリにはわからない。

　ラーディーは、そんな彼女をちらりっ、と見やり、

「──あのこと、ですか？　町や村を襲っている……」

「……そーなのよ！　いろいろ聞きたいんだけど、どーやって聞こうか、とか、何を聞こうか、なんて考えてると、頭がこんがらがっちゃって……

　ンで、あれって一体何がどーなってんの？」

「……あれは……本国からの別部隊、って奴でしてね」

　ことばを選びながら言うラーディー。

「私たちと同じ国の軍ではあるんですけどね……命令系統がどうやら違うようなんですよ。

　あの部隊を指揮している竜人ひとの性格のせいで、ああいう乱暴なやりかたをしているらしいんです。

　……私も、それほど詳しいわけじゃあありませんけど」

　ラーディーが、竜人ギオラムの町でゾムドから聞き出したのは、実際それくらいの話だった。

　逐ちく次じゾムドと連絡しているわけでもないし、ゾムドは、噂うわさになってもかまわない程度の話ならしてくれるが、あまり突っ込んだ話をラーディーにしてはいない。

　あるいはラーディーの持っている情報は、エリの持つそれより少なかったかもしれない。

「……そいで……その部隊を指揮してるのは、やっぱしベヅァーなの？」

　エリの問いに、ラーディーは一瞬沈黙し、

「──そ……その通りですけど……何で知ってるんです？」

「あ。ほらほら、ラーディーの家にいる時、一回たずねて来たじゃない。あのあと、町を出る時にもまた出会っちゃってね……

　そいで、例の部隊を指揮してるのも、法衣ローブを着た白い竜人ギオラムだ、って聞いたから、ひょっとしてあいつかなー、って。

　やたらと人間恨うらんでたみたいだし」

　正確に言うなら、エリを恨んで、やがて人間全体を恨むようになったのだが、むろんエリもそこまでは知らない。

「……そっか……やっぱしあいつかー……」

　──なんとか止められないのかな……

　つぶやきかけたことばをエリは呑み込んだ。

　あのベヅァーが、他の竜人ギオラムに少々何か言われた程度で、はいそうですか、と引き下がるような相手でないことはエリにもわかる。

　そしてふたたび、二人はただ黙ったままで、みょうに味けない食事を進め──

「……ねえ……ラーディー……」

　ぽつりとエリがつぶやいたのは、料理の皿が、あらかた片付いた頃のことだった。

「……人間あたしたちと竜人あなたたちって……なんとか仲良くできないのかなぁ……」

「──できる──と、思いますよ。私は。そう信じたいです」

「……だと……いいけど……

　──今のあたしやラーディーに、何か、できることってないんだろか……？」

「それは……正直言ってわかりません……

　ほんとうは、それを見つけなくっちゃあいけないんでしょうけどね……」

　つぶやいてラーディーは、寂しい苦笑を浮かべたのだった。




「ゆくぞ！　出撃だ！」

　まだ朝早い森の中に、響き渡ったベヅァーの声に、しかし、反応を示したものは、ごくわずかの兵だけだった。

「何をしている！　急げ！」

　地面にへたり込んだまま、一行に動く気配を見せない兵たちに、彼は荒い声を上げる。

「……お待ち下さい、ベヅァー司令」

　横から声をかけたのは、彼の副官をつとめる、ネルガという名の赤い竜人ギオラムだった。

　その表情と声とには、あきらかな疲れの色が混じっていた。

「何だ!?」

「……皆、疲れております。それにこのあたり、この時期には、夜ともなればかなり冷え込みます。今しばし、この場で休息を取り、体が暖まるのを待たねば、兵たちも思うように動けません」

　この季節、昼はまだまだ暖かいが、夜ともなればやはり冷える。

　温度が一定に保ってある結界内ならばともかく、寒さによって活動能力が大きな影響を受ける竜人ギオラムにとっては、この時期、このあたりでの野宿、というのは、致命的とまではいかないが、けっこうつらいものがある。

　陽が昇り、気温が上がって体がある程度暖まらなければ、彼らの能力ちからは十分に発揮できない。

　だが──

「ぐずぐずしている暇はない！」

　ベヅァーは冷たいまなざしで、副官を見ながらそう言った。

「これからこのあたりは、寒くなってゆく一方。この作戦を展開し続けることができるのも冬が来るまで。

　となれば、冬が来るのが早いか、我々が人間どもの村や町を潰つぶし尽くすのが早いか、だ。

　だからこそ、ゆっくりしておる暇などない」

「……そんな……無茶な!?

　人間どもの住みかがいくつあるかは存じませんが、それでも百や二百はありましょう！

　それをすべて、などと……!?」

「一日に二つずつ潰してゆけば、できないことではあるまい？」

　悲鳴に近い副官のことばを、さらりと受け流すベヅァー。

「無理です！　人口も少ない小さな村が、近くにかたまっていれば話は別ですが、ちょっとした町ならば、全滅させるつもりなら、やはり一日かかります！

　移動の時間も要りますし、何より、人間どもの住みかの場所を我々は知りません。今のようにあたりを飛びまわり、見つけたところを襲う、などというやりかたでは効率も悪く……」

「ネルガ」

　彼のことばを遮った、ベヅァーの静かな口調の中に、危険なものを感じ取り、赤い竜人ギオラムは沈黙した。

「──やれ、と言っておるのだが？」

「……わ……わかりました……」

　あやうく出かかった、重いため息を口もとで消し、彼は、部下たちに向きなおる。

「急げ！　ゆくぞ！　出撃だ！」

　ネルガの声が、木々のあいだに響き渡り──

　そして今日も、竜人ギオラムたちは空に舞う。




「……なるほど……やはりそういう手で来たか……」

　その報告を耳にして、ゾムドは、苦い──しかし落ち着いた口調でつぶやいた。

　結界中央、竜人ギオラムの町。

　壁を越え、町の中に、人間から無数の矢文が射込まれたのは、昨日の夜のうちだった。

　百本以上にものぼるのではないかと思われるそれらにはすべて、人間の村や町を襲っている遊撃部隊を止めなければ、全力をもって町に攻撃をしかけ、民間人といえどかまわず攻撃する、と記されてあった。

「はっ。……それでこの件、いかが取り計らいましょう？」

　報告をもたらしたバイルド将軍は、いつもより、やや弱気な口調で問いかけた。

　またしても、ゾムドの読みが当たったのだ。ここまで来れば、さすがに彼とて、我を通しての強気な発言をするのは気がひけた。

　……少しは自分で考えろ……

　内心小さくつぶやくと、ゾムドはバイルドに向かって、

「──将軍はどのようにお考えかな？」

　我ながら、意地が悪いとは思いつつ問いかける。

「……は……私としましては……」

　バイルドは、しばし口ごもり、考える。

　個人感情としてはやはり、この挑戦を受けて立ち、一気にカタをつけてしまいたいところなのだが──

「……このような書状を送りつけて来ること自体、人間どもの戦力のなさを露ろ呈ていするもの。

　ここを攻めるに十分な戦力があるならば、こんな文など送らず、攻撃してくるはずですから。

　ならば、人間どもが攻めてきたところを、ベヅァー殿の部隊と挟撃し、これを殲せん滅めつする──

　……と、申し上げたいところなのですが……

　住民たちの安全と、結界区域の守護を第一と考えるなら、やはりここは、ベヅァー殿には、この結界内部にお引き上げ願い、守りをかためた方が無難かと存じます。

　また、矢文を目にし、町に住む民たちの間で不安もつのっております」

　町の中で、奴隷として扱っていた人間たちが反乱を起こし、町の半ばを炎に埋うめたのは、それほど前の話ではない。

　騒ぎのわりには、死人や怪け我が人は、それほど多くなかったが、やはり恐怖の記憶は、いまだ消えずに残っている。

　そんな折に、人間からの襲撃予告が届いたのだ。しかも、民間人といえどかまわず、と明記してある。

　襲撃の噂うわさは、尾ひれをつけて町じゅうにひろがり、今朝がたから、兵の詰め所や城の門に、抗議・質問に詰めかけた者たちが群れ集まって来ていた。

　襲撃を受けても、飛んで逃げればそれですむこと──などと説明してみせても、人々の不安が完全に消えるはずもない。

　──むろん、クルーガーたちの方は、こうなることをもくろんだ上で、必要以上の矢文を送りつけたわけだが。

「その不安を解消する意味でも、人間たちの侵攻はない、と言ってやった方がよいでしょう。

　──人間ごときの脅おどしに屈するようで、忸じく怩じたるものはありますが……」

　くやしげに言うバイルドに、ゾムドは苦笑を浮かべつつ、

「……私も同感だ。

　たしかにこの結界実験は、人間たちの居住区域侵攻のための実験だ。

　しかし、だからこそ我々は、あくまで今は、結界の実験を第一としなければならん。

　我々が考えねばならんのは、敵を減らすことではなく、味方の損害をできうる限り少なくし、結界の維持につとめること。

　となればここは、ベヅァー殿には退いてもらうのが一番だろう。

　……もっとも、向こうに黄金王グレア・ギオラムの書状がある以上、『命令』ではなく『要請』の形しか取れんが、な。

　私としても、人間たちの脅迫じみたことばに応じるのはあまり楽しいとは思わんが、なぁに、これを逆手に取ってやればよいだけの話だ」

「……逆手に……ですか？」

「遊撃隊も退かせる。奴隷狩りも全面的に禁止させる。そのかわり、結界区域や、それへの輸送隊へは今後絶対手を出さぬこと。白翼の塔を再建するが、それに対する妨害はせぬこと、などを条件としてつきつける」

　──和平だな、これでは。まるでラーディーの言った通り……

　言ってから、自分で苦笑を浮かべるゾムド。

　バイルドは、彼の浮かべた苦笑には気づかず、

「──なるほど。それならば、人間どもの動きを封じることができますな。

　それでは早速、兵を飛ばせて、ベヅァー殿をお探しします」

「頼むぞ。将軍。──それと、話し合いの際は、このゾムド自らがそちらに出向く、と伝えておいてくれ」

「──は……？」

　ゾムドのことばに、バイルドは、思わず一瞬沈黙し、

「……白輝帝ライラ・ギオラム自らが、ベヅァー殿のところに、ですか!?」

「そうだ」

　いともあっさりうなずくゾムド。

　この計画を進める上で、一番のネックとなるのが、ベヅァーがこの策に、同意するかどうか、なのである。

　彼の、人間に対する憎悪と、今までの行動を考えあわせれば、兵を使って用件を伝える、などということをやれば、かえって反抗的に出られるだけだろう。ゾムド自身が出向いて頼み込んでさえ、聞き入れてくれるかどうか。

「ベヅァー殿はベヅァー殿なりのお考えで、今の作戦行動を取っておられるのだ。それを曲げてこちらに協力願うのだからな。私自身が向こうへ出向く」

「──わかりました。それでは早速、そのように取り計らいます」

　答えて竜人ギオラム式の敬礼を残し、バイルド将軍は、謁えつ見けんの間をあとにした。




「──ベヅァー様！　ベヅァー様ですね！」

「……またか……！」

　彼の名を呼びながら、こちらに向かってやって来る、伝令とおぼしき竜人ギオラム兵にちらりと目をやり、白い竜人ギオラムは、吐はき出すようにつぶやいた。

　死臭立ちこめる、人間の村を眼下に見下ろしたまま、ベヅァーはその兵士がやって来るのを待った。

　──そこは、何日か前に、彼とその部下たちが潰つぶした村のひとつだった。

　たまたまこの上空にさしかかったその時、ベヅァーは、村の中に、動くものの姿を見た。

　──いや、実際のところは、見たような気がしただけなのだが、彼はそれを、生き残りの人間と決めつけて、しぶる兵士たちに命じて、村の探索をやらせているのだ。

　冬が来るまでに村や町をすべて潰す、という彼の言っていたことと、みごとに矛盾するような行為だが、ベヅァー自身は、全くそのことに気づいていなかった。

「ベヅァー様、ですね」

「そうだ」

　やって来た兵士の問いかけに、彼は不機嫌な声で答えた。

「……いやぁ、ずいぶんとお探ししました……にしても、ここ、凄すごい臭においですね……」

「人間どもの死体が腐りかけておるのだ。そう考えれば、それほど不快でもあるまい？」

　顔をしかめる伝令兵に、ベヅァーはすずしい口調で言った。

「……そ……そんなものですか……？

　ともあれ、用件なのですが、結界区域の白輝帝ライラ・ギオラム様から、今後の作戦行動に関して、是非とも直接相談したいことが──」

「結界に来い、というのか!?」

　不機嫌に言ってこちらをにらみつけたベヅァーの瞳のその奥に、異様な輝きを見て取って、伝令兵は、半ば本能的に身をすくませながらも、

「いえ、白輝帝ライラ・ギオラム様自らが、ベヅァー様のところにお出ましになる、ということです」

「──ほぅ」

「つきましては、会合の日時と場所を──」

「いや、その必要はない」

　落ち着いた口調で兵士のことばを遮るベヅァー。

「……必要はない──と、申されますと、それでは、ベヅァー様の方が結界までおいで下さる、ということですか？」

「いや。相談の必要はない、と言っておるのだ」
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　一瞬、沈黙する伝令兵。

「……あの……おっしゃっている意味が……よく……わかりかねるのですが……」

「白輝帝ライラ・ギオラムと『相談』などをする必要はない、と言ったのだ」

　それがさも当り前のことであるかのように彼は言った。

「……え……あの……しかし……？」

　うろたえる伝令兵。まさか、白輝帝ライラ・ギオラムの方から出向く、と言っているのを、ミもフタもなく断わられるとは夢にも思っていなかったのだ。

　むろん、ベヅァーが会見を断わる本当の理由が、単にゾムドと顔を会わせたくないだけだ、などということはわかろうはずもない。

　ベヅァー当人でさえも、それに気づいてはいないのだから。

「しかし……白輝帝ライラ・ギオラム様自らがおいでになる、とおっしゃっているのですが……」

「さっき聞いた。そして、もう一度言う。相談などする必要はないし、したがって、白輝帝ライラ・ギオラムと会う必要もない」

　──もしも、この場にベヅァーの副官がいたならば、彼の抱える狂気に気づき、あるいは従うことをやめたかもしれない。

　しかし今、兵はすべて下の村に降り、ベヅァーと伝令兵の会話を聞く竜人ものはひとりもいない。

「ベヅァーがそう言っていた、と、帰って伝えるがいい」

　一方的にそう言うと、まるで話はこれで終わったとばかりに、下の村へと目を移す。

　しかしむろん、伝令兵の方としては、そうと言われて『はいそうですか』と帰るわけにもいかない。

　とはいえ、ここでただ『会ってくれ』とくり返したところで、ベヅァーが耳を貸すとは思えない。せいぜいが煙たがられるくらいなものだろう。

　伝令兵はしばし考えて、

「……実は、結界の方で、ちょっとした事件がありまして……」

　ベヅァーはいまだに無反応。

「──人間どもが、挑戦状をたたきつけて来たのです」

　白い竜人ギオラムの肩が、ぴくんっ、と小さく震えた。

　伝令兵の方を向き直り、

「人間が？」

「ええ、そうです！」

　ここぞ、とばかり伝令兵は、自分の聞いた噂うわさ話をもとに話しはじめる。

「昨日の夜、人間どもから無数の矢文が届きまして、なんでも、町や村を襲うのをやめなければ、こちらも結界の町を襲って、住民を皆殺しにする、などといったことが書かれてあったそうです」

　むろん実際の矢文には、『皆殺し』などとは書かれていないのだが、襲撃を受ける、という恐怖が、流布する噂に、そんなおまけをつけ足したのだ。

「──ほう。皆殺し、とはまた大きく出たものだな。人間ふぜいが」

「はい。おかげで町の連中は大さわぎです。

　おそらく、白輝帝ライラ・ギオラム様がご相談なさりたい、というのもそのあたりの話ではないでしょうか？」

「なるほど。そういういきさつか」

「はい。ですから──」

「やはり相談などする必要はないな」

「……ベヅァー様……」

　弱り果てた声を上げる伝令兵。

「白輝帝ライラ・ギオラムはどちらを選んだのだ？　私の部隊とともに人間と戦う道か？──いや、おそらく白輝帝かれならば、兵を退く道を選んだのだろう？」

「……いえ……私はそこまでは聞かされておりませんので……」

「もしも兵を退け、というなら、それこそ問題外だ。

　人間ごときの脅おどしに屈し、おめおめ兵を退いたとあらば、国の名誉に、黄金王グレア・ギオラム陛下の名に泥どろを塗ることになる。違うかな？」

「……は……おっしゃる通りだとは思いますが……」

「逆に！

　人間どもを迎え撃つのだとしても、だ。

　私がこの兵たちを黄金王グレア・ギオラム陛下から借り受けたのは、増長する人間どもを蹴け散ちらすためだ。

　そちらとは目的そのものが違う。

　結界区域を守るなら、結界区域そちらの兵がやるべきではないか？」

「……そ……そんな……!?」

　思わず抗議の声を上げる伝令兵。

「あたりの人間どもをいくら排除してみても、結界実験そのものが潰れてしまえば、何の意味もありません！」

　荒い口調で言う彼を、ベヅァーは冷たい目で眺め、

「……聞くが……それは貴殿の意見か？」

「……え……？」

「──一介の伝令兵に、個人の意見で、政治的・軍事的な問題に口をはさむ権利はあるのか、と聞いているのだが？」

「………………いえ………………」

　彼は、にぎりこぶしに力を込め、

「……ありません……失礼しました。出すぎたことを申し上げたようです……

　──しかし、私ごときではわからぬことも、白輝帝ライラ・ギオラム様はお考えでしょうし、私の知らぬこともご存じでしょう。せめて会うだけでも──」

「くどい」

　とりつくしまもなく言うベヅァーに、伝令兵はしばし沈黙し、

「──ならば──ならばこの場でしばしお待ち下さい！　お時間は取らせません！　すぐさま結界に取って返し、事情のわかっている者を誰か連れて参ります！　ですから──」

　……ふぅ……

　彼のことばに、ベヅァーはうんざりと息をつき、

「……わかったわかった……

　好きにするがよい。

　ただし──長くは待てんぞ」

「わかりました！　ありがとうございます！」

　伝令兵は声をはずませ、一礼すると、あいさつをする間さえ惜しみ、全速力で、結界区域の方に向かって飛んで行った。

　その後ろ姿がかなり小さくなった頃──

「司令！　ベヅァー司令！」

　下の村から上がって来たのは、彼の副官、ネルガだった。

　彼はベヅァーの前まで来ると、去りゆく伝令兵の後ろ姿をちらりと眺め、

「……何です？　あの伝令兵は？」

「何でもない。それより、何だ？」

「徹底的に村を探索しましたが……やはり人間はどこにもいません。あるのは死体と悪臭だけでした」

　言われてはじめてベヅァーは、自分が部下たちに、村の探索を命じていたことを思い出した。

「──いや。確かにいたはずだ！　実際、私はこの目で見たのだからな」

　この時点で、ベヅァーの頭の中ではすでに、『何かが動いたような気がした』という印象は、『人影を見た』というものへと変わっていた。

　見まちがいではないか、とネルガは思うが、そう面と向かって言ったところで、納得するベヅァーでないことは承知している。

「……しかし、いくら探しても生きた人間などどこにも見あたりませんでしたし、これだけ悪臭が立ちこめる中では、人間どもとて暮らせんでしょう。あるいはノラ犬か何かが、死体を引きずってでもいたのでは……」

　──間違いはない。もう一度よく探せ──

　そう言いかけたベヅァーの頭を、一瞬、さきほどの伝令兵が、ゾムドを連れて帰って来るのでは、という思いがかすめた。

　彼は小さく息をつき、

「──わかった。兵を撤収し、次の町へと向かう！」

「……助かります」

「急げよ」

　ネルガの皮肉に気づきもせず、ベヅァーはいつもの口調で言った。




　──やがて──

　伝令の竜人ギオラム兵が、事情を説明し、説き伏せたバイルド将軍を連れて、その場に戻って来た時には──

　むろん、ベヅァーたちの姿は、とうにその場から消え去っていた。




「──どういうつもりだ!?　ベヅァー殿は!?」

　バイルド将軍からの報告を受け、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは深いため息をついた。

「……はあ……正直、私にもわかりかねます……」

　ゾムドのひとりごとを、自分への問いとでも思ったのか、バイルド将軍は答えた。

　場所は謁えつ見けんの間ではなく、ゾムドの私室だった。

　伝令兵の報告を受け、あわてて現場に行ってみても、すでにベヅァーたちの姿はなく、兵士から話を聞いたかぎりでは、何かに異常に執着しているようで、その発言も過激なものだったという。

　何より──相談の必要なし、と、一方的にはねつけるなど──

　バイルド将軍が結界に帰った時には、謁見の時間はとうに終わっていたのだが、普通では考えられないベヅァーの言動に、なんとなく異様なものを感じ取り、ゾムドの部屋を訪ねたのだ。

「──危険だな……」

「……と、申しますと……？」

　ゾムドのつぶやきに問い返すバイルド。

「ベヅァー殿が、だ。

　彼の動きは、この結界実験そのものの遂行を危うくするおそれがある。

　将軍、たしかにベヅァー殿は、『我々の任務は人間の駆く逐ちくだ。結界区域の護衛ではない』と言ったのだな」

「はい。伝令の兵は、たしかにそうおっしゃっていた、と申しております」

「──と、いうことは、だ。

　彼らは人間たちの村や町を襲うのをやめない。

　また、仮に結界区域ここが人間たちに襲われても、救援には来ない、ということだろ？」

「……そう……なりますな……」

　苦い口調で言うバイルド。

「ともあれ……なんとしてでも、ベヅァー殿の暴走を止めねばならん」

　ベヅァーのことばに、バイルド将軍は、はっ、と面を上げ、ややかすれた小さな声で、

「……それはまさか……ベヅァー殿を……暗殺……？」

「違う」

　うんざりとした顔で言うゾムド。

「そういう乱暴で安易な手は嫌いでな。

　それに、同じ竜人なかまを死なせたくはない。

　私が人間たちとの戦いを避けるのに砕心しているのも、竜人なかまを死なせたくないからだ。

　ベヅァー殿の件に関しては、本国の兄上──もとい、黄金王グレア・ギオラムに書状を送り、指揮権を剝はく奪だつしていただく。

　──とはいえそれを待っていては、人間たちの攻勢に間に合わん可能性もある。

　一方で、将軍は、四方に偵察の兵を放ち、ベヅァー殿の所在を確認・逐次報告願う。

　発見次第、謁見の最中であろうと何であろうと、私のところに報告を届けてくれ。

　私自身が直接赴おもむき──

　ベヅァー殿と話をつける」




「──竜人ギオラムたちからの連絡はまだないのか？」

　定例の会議が始まってすぐ、クルーガーは、開口一番そう言った。

　その表情には、焦あせりの色がにじんでいる。

　竜人ギオラムの町に矢文をほうり込んでから、すでに三日が経っていた。

　結界の襲撃予定日まではあと二日。

　竜人ギオラムが、こちらの『脅迫』を呑むにしても、それまでに連絡がなければ、作戦は決行せざるをえなくなる。

　たとえそれで勝ったとしても、こちらの受ける被害も、決して少なくないだろう。

「……まだ、何の連絡もありませんな……」

　対照的に、落ち着いた口調で言うロッドゥェル。

　彼とてむろん、内心おだやかならざるものはあるのだが、全員で焦ったところでしかたない。

「……やはり、戦う方を選んだか……」

「それはまだわかりませんぞ」

　クルーガーのつぶやきに、やはり静かに言う老将軍。

「ご報告しましたように、ここ数日、結界からの、偵察の兵の出入りが頻ひん繁ぱんになっております。

　かりに連中が、連係してこちらを迎え撃つことを決めたなら、こちらに動きを悟られぬよう、あるいは情報が漏もれぬように、連絡はさしひかえるでしょうからな。

　にもかかわらず、まめに偵察の兵を出している、ということは、例の遊撃部隊と連絡が取れなくなっておるのではないかと思うのですが」

「我々の動きを探っているのではありませんかな？」

　バイザーが意見をさしはさむ。

「それも可能性としては考えたんじゃが──

　移動中のこちらの部隊を見かけても、竜人てきの偵察兵は、目もくれずにまっすぐ飛んで行った、などというおかしな報告が入っておってな。

　となれば、竜人ギオラムたちの探そうとしているものは我々ではない。つまり、所在の定かでない遊撃部隊、ということになるのでは、と思うのじゃが──」

「──しかし、いずれにしても、だ……」

　重い口調で言うクルーガー。

「竜人ギオラムたちから何の連絡もない以上、作戦は予定通りに行なわなければならん……

　実際の問題として、例の部隊の町つぶしは、現在も続けられているのだからな」

「……たしかに、その通りですな……」

　ロッドゥェルも、やや苦い口調でつぶやいて、

「……とりあえず、現状の説明と再確認をさせてもらいますが……

　現在、各地からの兵力が、竜人ギオラムたちの結界の北西にある森の中に向かって集結中で、すでに二百ほどの兵は、森の中へ到着し、竜人ギオラムたちへのプレッシャーをかねて、その場で野営しております。

　報告によれば、竜人ギオラムたちの偵察がちょくちょくやって来るそうですが、今のところは、ちょっかいをかけて来る気はなさそうですな。

　──予定では、最終的に集結する兵の数はおよそ九百ほどになるはずです。

　よく集まったものですが、うち半ばほどは、襲われた町や村の生き残り、あるいは今度の件で危機感を覚えて志願した、戦いの経験のない新兵たちですからな。一応の訓練はしてあるとはいえ、正直、心もとないものはありますな。

　それに、結界にいる竜人ギオラム兵の数を四百、遊撃部隊を二百五十と考えると──」

「……六百五十か……」

　重い声でつぶやくクルーガーに、ロッドゥェルはうなずいて、

「──たしかに、空と陸、魔力を操れるか操れぬか、ということを考えれば、それだけの数を一度に相手にすれば、まず、こちらに勝ちはないでしょうな。

　しかし今回の作戦では、その全数を一度に相手にする必要はありません。

　おそらく竜人ギオラムたちは、陽動を警戒して、我々が森から出撃するまではそれぞれの持ち場を動かぬはず。

　こちらは、東と北の塔の間を抜け、竜人ギオラムの町の北門を襲うと見せかけつつ進撃をします。

　おそらく敵は、我々が二つの塔の間にさしかかった頃、東と北の塔から兵を出し、挟撃にかかるか、あるいはもう少し引きつけてから、全軍をもって包囲するか、のどちらかの手で来るでしょうな。

　こちらは、二つの塔の間にさしかかるその直前に転進し、東の塔に攻撃をしかけます。

　──問題は、こちらの動きに気づいた他の部隊が集まって来るまでに、塔に突入できるかどうか、ですな。

　それができなければ、こちらは、塔の前で、竜人てきの全軍からの総攻撃を受けることになりましょう。

　そしてもう一つ。例の遊撃隊がどこからやって来るか、ですな。

　結界区域の、町か、あるいはいずれかの塔に潜むのか。あるいは別行動で、こちらの後ろをつくのか。

　──まあ、可能性としては後者の方が高いわけですが、ならば、どこに身を隠し、どこから現われるのか──ですな」

「……まさかとは思いますが、我々が集結地点としている同じ森の中をやって来る、などということはないでしょうな？」

「いや、バイザー殿、それならばそれでもかまわんのです。

　そうなればむしろ好都合、森の中に入り込んだ遊撃隊を、全力をもって叩たたくまで。

　もともと今回の作戦の目的は、遊撃部隊を叩くことにあるのですからな。

　一応念のために、森の中の見回りも命じておりますが、今のところ別動隊が姿を現わす気配はなし──

　とまあ、そんなところですかな。今現在は」

「……なるほど……あとは、竜人ギオラムたちが動くか、時の来るのを待つだけ、か──」

　クルーガーは、静かな口調でぽつりと言った。




　──そして──

　時を同じくして、クルーガーと同じく焦燥に駆られる男がひとり。

　結界区域の統治者、白輝帝ライラ・ギオラムゾムド。

「──バイルド将軍！」

　彼が、バイルドのいる、作戦会議室を訪れたのは、謁見の時間が終わってすぐのことだった。

　結界の竜人ギオラム軍をまとめるバイルドは、本来ならば慣例として、自分が白輝帝ライラ・ギオラムと謁見する時以外は、謁見の間に立ちならび、他の者たちからの話を聞いておかなければならないのだが、今回はとにかくベヅァーの探索を最優先に、というゾムドの命令により、ここ数日は、常に作戦会議室に詰めていた。

「状況に変化は？　ベヅァー殿は見つかったか？」

　何の報告もない、ということは、状況も変わらず、ベヅァーも見つかってはいない、ということなのだが、それでもゾムドはそう聞かずにはいられなかった。

　結界北東の森に、人間の兵士が潜んでいる──

　その報告が、ゾムドのもとに届いたのは、昨日のことだった。

　となればおそらく近日中に、人間の攻撃があるはずである。それまでに、ベヅァーの部隊と接触が取れなければ──

　そんな状況が、ゾムドを追いつめていた。

「……残念ですが、ベヅァー殿の行方はいまだ……」

　気まずげに言うバイルド将軍。

「何度か、偵察兵がベヅァー殿の部隊を見かけたことはあったのですが、あるいは呼びかけても無視されたり、あるいは逃げるように飛び去られたりと……まるでこちらを避けているかのようなふるまいだそうです」

「避けているのだろう。実際」

「……は……？」

　ゾムドのことばに、バイルドは眉まゆをひそめ、

「……避けている……と、いいますと、何でまた……？」

「理由まではわからん。しかしベヅァー殿の行動、あきらかにこちらを避けているとしか思えん。

　──それで、森に集まった人間たちの方はどうなっている？」

「は。今のところ、動く気配は見せておりません。ただ……」

「──ただ？」

「……はあ。実は、森に潜んでいる人間どもの数が、昨日に比べて増えているような気がする──と」

「……なるほどな……」

「森のしげみの上からの偵察しかできませんので、あるいは偵察兵の気の迷い、ということもあるかもしれませんが……」

「──いや。それはおそらく、実際増えているのだろう。

　たぶん、こちらをせっついているのだ。

　戦うか、取り引きか。答えを早く出せ──とな。

　……とはいえ、本国の黄金王グレア・ギオラムに送った書状の応えが返って来るのは、かなり先のことだろうし、何よりベヅァー殿がつかまらんのでは、話の通しようもない。

　……バイルド将軍。

　森に集まりつつある人間たちが、最終的にどれほどの数になるかはわからんが、どうやら、ここの戦力だけで、あれを相手取って戦う覚悟を、決めておいた方がよさそうだぞ」

「……はあ……」

　頼りない返事をするバイルド。

　人間の軍を相手に戦う。というのは、いわば彼にとっては本来のしごとでもあるし、十日ほど前なら、彼は逆に、望むところ、とはりきったかもしれない。

　しかし、一度は共感すら覚えたベヅァーが、実は単に暴走しているだけで、協力に来る望みは薄い、とわかって以来、やや彼は弱気になっていた。

「それで将軍、今現在、兵の布陣はどうなっている？」

「はあ、今までと変わりなく、それぞれの塔におよそ百ずつ、この町には百五十──」

　言ってから、『何もしていないのか』と突っ込まれそうな気がして、あわててことばをつけ加える。

「──取り引きを優先する形で話を進めるのなら、今、兵をむやみに動かすのは、人間どもを刺激するだけかと思いまして……」

「それで結構。

　ここで防戦態勢など取れば、挑戦を受ける、と言わんばかりだからな。

　しかし問題は、実際戦いになればどうするか──だな」

「人間どもは、やはり予告通り、町を狙ねらって来るでしょうか？　それとも裏をかき、塔の方に攻めて来るか……」

「それは私にもわからん。作戦を指揮している者の性格次第、といったところだろうな。

　報復が目的ならば、やはり予告通り町を狙うだろう。

　──しかし、以前まえにこの町に襲撃をかけた連中の手口からすれば、おそらく作戦効果を優先し、町を狙う、との予告に反して、いずれかの塔を狙うだろうな。

　それもたぶん、東の黒爪の塔を」

「──東の──ですか？」

「人間の軍は北東に集結しつつある。これが陽動でなく、なおかつ町を狙う、という宣言が見せかけなら、一旦は町の北門に向かって進路を取り、途中で転進し、北の青牙か東の黒爪かの塔を狙うだろう。

　北の青牙の塔を狙えば、東の黒爪の塔と西の紅角、そしてこの町から出た援軍が、あまり間を置かずに到着する。

　逆に東の黒爪の塔を狙えば、たしかに北とこの町から出た援軍は、さほど間を置かずに着くが、西から出た軍は、到着するまでに少々時間がかかる。

　一度に相手にする数は、少ないに越したことはない。となればやはり連中は、黒爪の塔を狙う手でくるだろうな」

「ならば、東の塔に戦力を集中し……」

「いや──連中が町を狙わない、と決まったわけではないからな。

　もし戦いになった場合、第一優先は市民の安全、第二優先は塔の守護とし、防戦に徹すること。かりに人間たちが撤退をはじめても、深追いはしないこと。

　そして何よりそれ以前に──

　ベヅァー殿との接触に全力を尽くすこと、だな」

「わかりました。ではそのように……」

　変わりばえもせず芸もないバイルドの返事に、ゾムドはやや疲れるものをおぼえながらも、会議室をあとにした。




　──だが──

　ベヅァーの部隊は、そんなゾムドたちの動きをよそに、人間の町や村を襲い続け──

　そして、その日はやって来た。




「やっほー[image: ]」

　エリがこちらに呼び出されたのは、約束通り、土曜の昼を、すこし回った頃のことだった。

　レックスは、大荷物を抱えて、召喚の台座の上で、ぱたぱた陽気に手を振るエリをジト目で見やり、

「……いいですね……のん気にかまえていられるひとは……」

　……っくはぁぁぁぁぁぁぁ……

　言って重いため息をつく。

「……あ……レックス、また落ち込んでる。

　──ってぇことは、やっぱし竜人ギオラムたちは条件呑まなくって、戦いになる……ってこと？」

「お察しの通りです」

　疲れた口調で言うレックス。

　彼が、戦いのたびにふさぎ込むのは、今にはじまった話ではない。

「……そっかー……やっぱしそうなっちゃったかー……」

　エリも一瞬、重い表情を浮かべるが、二人で落ち込んでいてもしかたない、と気を取り直し、つとめて明るい口調で、

「やっぱし今でも、戦いに行くと体が動かなくなっちゃうとか……？」

「……いえ……むしろ逆なんですよ……」

　言って魔道士は、ふたたび深いため息ひとつ。

「正直な話……今はあまり怖くないんですよ。

　前は、竜人ギオラムをま近で見ただけで、体がこわばったものですけど、今日など、今から戦いに行くというのに、それほど緊張もしていません。たぶん……慣れてしまったんだと思うんですけど……」

「怖くなくなったんならよかったじゃない」

　陽気な口調で言い放ち、ぱぺんぱぺんっ、と肩を叩くエリに、陰気な視線を向けて、

「……殺し合いに慣れることが、ですか……？」

「………………」

　彼女は、問われて一瞬絶句するが、やがて逆に、ジト目でレックスをにらみつけ、

「……あのねえ……

　戦いに慣れてない時は、『みんなの足手まといだ』って落ち込んで、慣れたら『殺し合いが平気になっちゃった』って落ち込んで……

　そんなことじゃあ、いい嫁さんになれないわよ」

「なんで男の私が嫁さんになるんですかっ!?」

「気にしないで。単なることばのアヤ、って奴だから。

　あたしが言いたいのは、そんなにいちいち落ち込んでちゃだめだよ、ってことよ」

「……ええ……それはわかっているつもりなんですけどね……」

　言ってレックスは苦笑を浮かべ、

「──それはそうと──

　今回は、いつもに比べて荷物が多いようですけど……何か持って来たんですか？」

「まーね。あたしは戦いにいかないけど、遠くから、みんなの活躍を見守っていてあげよう、なんて思ってね」

「それって……高みの見物、って言いませんか？」

「ノーコメント」

　──たしかに──

『戦いを遠くから見守る』ためにエリが用意した品々といえば、友だちから借りた双眼鏡に、防寒用のジャケット。一体何を考えているのか、使い捨てカメラに、ポットに入ったコーヒーや、コンビニで買ったスナックまである。

　この完璧無比な遠足装備で、『見物ではないっ！』などときっぱり言い切る自信は、さすがの彼女にもなかった。

「……ンで、いつ出発するわけ？」

「もう、表にみんな並んでますよ。あなたを待ってるんですよ」

「……あたしを？」

　レックスのことばに眉まゆをひそめるエリ。

「ええ。バイザー隊長の発案でして。ともかく、荷物を置いて表に来てください」

　事情のほどはよくわからないが、ともかくレックスのうながすまま、あてがわれた部屋に荷物を置いて、上からマントを羽織った姿で表に出──

「……[image: ]──!?」

　とたん、彼女はその場に硬直した。

　アジトでもある神殿の前の通りには、何十人もの──いや、百人に近い、完全武装の兵士たちが並んでいた。

　以前は、この町の兵士はもっと少なかったのだが、竜人ギオラムの町から逃げて来た難民たちが志願したりと、その数は、大きくふくれ上がっていた。

　しかしむろん、エリが硬直したのは、その数に驚いて、などという理由ではない。

　その場に並ぶ全員が全員、なぜか彼女に注目しているのだ。

「──正式に紹介するのははじめてだったな──」

　エリが、いっしょに出てきたレックスに問いかけるより早く、彼女の横で上がったよく通る声は、クルーガーのものだった。

　エリをはさんだ反対がわには、バイザーやロッドゥェルの姿もある。

「……へ……？」

　事情が呑み込めず、クルーガーの顔を見上げるエリのその肩に、彼は親しげに手を置くと、

「噂うわさを聞いたこともあると思う。このかたこそが、王国の危機に、異界より訪れられた賢者、エリ殿だ」




　どおおおおおおっ！




　兵士たちのどよめきがあたりに満ちた。

「……こんな少女がか……」

「いやはや、なんと……」

「……いやえとあの……？」

　兵士たちはざわめき、エリは硬直したまま混乱する。

「──将軍からの説明にあった通り──」

　そのざわめきを圧し、クルーガーの声が響き渡った。

「今回、倒すべき相手は、我々の村や町に、非道な襲撃を繰り返す、白い竜人ギオラムとその兵士たちだ。

　しかし！

　我々にはエリ殿がいる！

　噂で聞き及んだ者もいるだろうが、ここにいらっしゃるエリ殿は、竜人ギオラムの塔を陥おとした際、我々の窮地を救い、塔に巣食う、邪悪な白い竜人ギオラムを撃退した！」

　どぉぉぉぉぉぉぉっ！

　ふたたび起こった歓声が、やや静まるのを待ってから、彼はことばを続ける。

「そして！　しばらく前には、竜人ギオラムどもによって、囚われの身となった私を助け、再び立ちふさがった白い竜人ギオラムを下した！」

　三度目の歓声が上がる。

　──まあ、確かにクルーガーは噓うそはついていない。

　ただ、単に相手を追っ払っただけだとか、エリもいっしょくたに捕まっていたとかいう事実を述べていないだけである。

　──なるほど……そーゆーことね……

　エリはようやく納得した。

　前に読んだ何かの小説で、これに似たシチュエーションがあった。

　つまりクルーガーは、エリを『救世主』として仕立て上げ、それによって兵の士気を高めようとしているわけなのだ。

　たしかに、別の世界から来た、ということ、そして女性だということ。

　一時の偶像としてまつり上げるには、うってつけの存在だった。

　──おーし。そっちがその気なら、こっちもノッてやろーじゃないの！

　彼はなおも話を続ける。

「──白い竜人ギオラムは、今、三たび我々の前に立ち塞ふさがった！

　しかし！　こちらにエリ殿がおられる限り、勝利は我等の上にある！」

　またまたわき起こる歓声。

　いちいち喚わめかにゃあ話を進められんのか、この連中は。などと内心では思いつつ、毅き然ぜんたる態度で佇たたずむエリ。

「今回の作戦では、エリ殿は我々とは別行動を取られるが、それも我々の勝利を確実なものとするため！」

　ついて来ると足手まといだから、というのを遠回しに言っただけなのだが、むろん誰もそんなことには気づかない。

「ゆくぞ！　白い竜人ギオラムを討たんがため！」

　クルーガーが言ったその時。

　ばっ。

　マントのすそをひるがえし、エリは右手を高々と上げる。

　──むろん、予定のシナリオにはなかった話である。

　一同が沈黙したその瞬間、エリの声があたりに響き渡った。

「──勝利を！」

　言ってから、我ながら、もーちょっと気の利いたセリフはなかったもんか、とも思ったが、どうやら効果は十分だったようである。




　うおおおおおおおおおおおおおおおっ！




　今までで最大の──割れんばかりの歓声があたりをゆるがした。

「……実はこれ……バイザーの書いたすじがきなんだが……お前も役者だな。けっこう……」

　苦笑を浮かべてつぶやくクルーガー。

　バイザーも、やはり苦笑を浮かべ、彼女にだけ聞こえるように、

「──ご協力ありがとうございます、エリ殿。それではお留守番の方、しっかりお願いいたしますぞ」

「わかってますって」

　まんざらでもない気分でエリもつぶやき返す。

「──征ゆくぞ！」

『ぅおうっ！』

　クルーガーの呼びかけに、兵たちの声が応え──

　そして、進軍がはじまった。




「ゾムド様！　大変です！」

　……来たな……とうとう……

　その日の夜。

　部屋の扉を叩く音と同時に聞こえた伝令兵の声に、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは、何が起こったのかを悟った。

「入れ」

　言うと同時に、扉を開けて、ひとりの竜人ギオラムが、転がるように入って来た。

「人間どもが……人間どもが動き出しました！」
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「……やはり動いたか……」

　彼は疲れた口調でつぶやいた。

　──結局──

　ベヅァーの部隊とは、最後まで連絡は取れずじまいだった。

　本国の黄金王グレア・ギオラムに送った書状については、そろそろ向こうに届くかどうか、といったところだろう。当然それに対する返事など来ている道理もない。

　──何もできなかったか……

　考えるだに気が滅入るが、落ち込んでいる場合ではない。

「それで、バイルド将軍が、できれば作戦会議室までおいで下さい、と……」

「──わかった。行こう」

　言ってゾムドは部屋を出ると、伝令の兵士とともに、作戦会議室へと赴おもむいた。

　部屋は、喧けん騒そうに満ちていた。

　伝令の兵士たちが、ひっきりなしに出入りをくり返し、部屋の中央にある、大きなテーブルにひろげられた地図を囲んで、司令官クラスの竜人ギオラムたちがことばを交わしていた。

「バイルド将軍！　白輝帝ライラ・ギオラム様をお連れしました！」

　兵士の声に反応し、礼をしかけた一同をゾムドは手で制す。

「──ご足労をおかけします」

　テーブルを囲む竜人ギオラムたちの中から抜けて、黒い竜人ギオラム、バイルド将軍はゾムドの前で一礼をする。

「──いや。かまわん。それより状況は？」

「……敵は北東の森を出て、予想通り、町の北門の方向を目ざして進軍を開始した、ということです」

「──なるほど。それで、敵の総数は？」

「届いている報告によれば、およそ千ほどではないかと……」

「千、だと!?」

　思わずゾムドは声を上げた。

　前に人間が、奴隷たちを助け出すために、竜人かれらの町を襲撃した時、外から攻めてきた人間の数は、およそ三、四百だったと聞いている。

　ベヅァーの部隊が必要以上に追いつめたせいもあって、それより数は増えているだろうとは予想していたが──

　まさか、ほとんど倍になっていようとは。

「間違いないのか？」

「……なにぶん夜のことですから、正確とは言えませんでしょうが、さほど極端に違いはしないはずです」

「とすれば……塔の中に突入されれば終わりだな……

　それぞれの塔の戦力はおよそ百。

　飛べない上に、戦力比はほぼ十対一だ」

「はい。連中を、塔や町に近づけぬことが肝要と判断しまして、それぞれの塔に三十、この町に五十だけを残し、迎撃に出るよう指示をしました。

　相手がこれだけの数をまとめて出してきた以上、別動隊は存在しないか、あるいはいてもごく少数と判断いたしましたので」

　バイルドのことばにゾムドはうなずいた。

　まあ、そのあたりが、今の彼らにできる最良の手段だろう。

　とはいえ、たとえ全軍でかかっても、やはりその戦力数の比は二対一。

　はたして人間たちが、塔にたどり着く前に、どれだけ数を減らせるか。

　……あるいは……負けたかもしれんな……

　むろん口にも顔にも出さず、ゾムドは心の中で小さくつぶやいた。




　安物のデジタル・ウォッチが、午後の七時を指した頃。

　エリはひとり、町からはずれた丘の上にやって来ていた。

　かつて、彼女とクルーガーが竜人ギオラムたちに捕まった、あの場所である。

　以前まえはどうやら、竜人ギオラムたちの、人間奴隷の狩場になっていたようだが、例の集団脱走劇以来は、さすがに人間の奴隷を欲しがる竜人ものはいなくなったのか、奴隷狩りは全く行なわれていないらしい。

　あまりいい思い出のある場所ではなかったが、ここから、竜人ギオラムたちの結界区域がよく見渡せるのだ。

　町で夕食を取り、例の遠足セット一式をたずさえて、見晴らしのいい場所に陣取り、草の上に、持参のビニールシートをひろげ、腰を下ろす。

　防寒ジャケットは、すでにマントの下に着込んである。スナック類に双眼鏡、そしてポットを取り出すと、開けたフタにコーヒーを注ぎ込み、くいっ、とひと息に飲み干した。

　さすがにややさめていたが、一気飲みをするにはほどよい温度だった。

「──っくぅぅぅぅっ！　うめーっ！

　……なんて、おっさんの花見みたいな真似やってる場合じゃなくって……

　そろそろはじまってるはずよね」

　自分でやって自分でつっこみ、借りものの双眼鏡を手に取る。

　ちなみに持参の使い捨てカメラは、帰って来たクルーガーたちを写し、後日写真を渡してウケを取るつもりだった。

　双眼鏡を目に当てて、竜人ギオラムたちの結界の方に視線をめぐらせ──

「……[image: ]っ……!?」

　エリの口から、小さなうめき声が漏もれた。

　拡大された視界の中に、結界区域の東の塔が、かなりはっきりとしたシルエットを浮かび上がらせていた。

　その塔から、今まさに、無数の竜人ギオラムたちが飛び立ってゆくのが見える。

　──見えるが──

「……倍率……低いでやんの……」

　エリは憮ぶ然ぜんとつぶやいた。

　たしかに竜人ギオラムの姿は見えるが、夜の暗さのせいもあって、『翼らしきものが見える』といった程度である。あれが竜人ギオラムの塔だと知らない者が見れば、鳥とカン違いしたかもしれない。

　なるべく倍率の高いものを──と注文し、のぞきでもはじめるのか、とからかわれまくり、級友から借りたのだが、ふつうの家庭にある『倍率の高い双眼鏡』など、せいぜいがこの程度の倍率ものである。

「……これじゃあ、何やってるかもわかんないわね……なんとか……なるわけないか……」

　竜人ギオラムが、翼の生えた点としか見えないようでは、戦略・戦術に慣れた人間ならばともかく、エリの目からは、状況も何もわからない。

「……わけわかんないモノ眺めてこんなとこでひと晩貫徹するってぇのも……けど、今から町に帰っちゃう、ってぇのもなぁ……」

　つぶやいて、再び未練がましく双眼鏡を目に当てて、ピントの調整部をいじくりながら、あちらこちらに視線を向ける。

　──と、そのうち。

「を!?」

　双眼鏡の視界いっぱいに、羽ばたく一匹の竜人ギオラムの姿がおさまった。

「おおおっ!?」

　すこしずつ視線をずらせば、そのまわりにも、かなりの数の竜人ギオラムが飛んでいるのが見て取れた。

「──なーんだ。ちゃんと見えるんじゃな……」

『な』の形に口を開いたそのままで、エリはその場に凍りついた。

　ゆっくり視線を動かすそのうち、双眼鏡のフレームは、一匹のまっ白い竜人ギオラムの姿を捕らえていた。

　一人だけ、鎧よろいではなく、白い法衣ローブを着たその竜人ギオラムに、エリはむろん、見覚えがあった。

　忘れようはずもない。

「……な……な……なななななな……!?」

　再び彼女の口から声が漏れる。

　気づいたのだ。今、双眼鏡に映し出されている相手は、結界の区域にいるのではなく、それよりはるかに近い場所を──こちらに向かってやって来ているのだということに。

「ひィえエエエエエエっ!?」

　エリは思わず声を上げ、よほど混乱していたのか、律儀にも、遠足セット一式を、あたふたバッグにしまい込んでから、バッグを片手に、町に向かってかけ出した。




　ざぁっ！

　降り注ぐ、数十条の魔力弾が、雨にすら似た音を立てる。

　それが、戦闘開始の合図だった。

　進撃を開始した、クルーガーたちの軍とはじめに接触したのは、北の青牙の塔から発った竜人ギオラム兵、およそ七十人。
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　彼らの放った第一撃は、しかし、ほとんどそのことごとくが、クルーガーたちが頭上にかざした盾にはじかれ、空しく散った。

　かつて、結界に捕らえられた人々を救出した時、ロッドゥェルの発案で用いられた、革の盾をかざす、あの戦法である。

　ふつうの竜人ギオラムが放つ魔力弾は、当たりどころが悪ければ死ぬ、といった程度の破壊力しか持っていない。塔にたどり着くしばしの時間をかせぐには、この革の盾で十分だった。

　鉄製の盾を使えば守りはより固くなるが、かわりに進軍の速度はかなり遅くなる。

　それ以前に、いきなり兵の数が倍増し、その全員にすぐさま鉄の盾を配備することなど、とうてい不可能だった。

　武器の生産ですらおいつかず、兵士の中には、剣や弓ではなく、山刀や、薪割り用の斧を得物としてたずさえている者もいる。

「竜人ギオラムどもの魔力弾をおそれるな！　盾を頭上にかざして進め！」

　響くクルーガーの声に従い、軍は着々と歩みを進める。

「──しかし、竜人ギオラムたちの出足が、思ったより早いようですな！」

　クルーガーのかたわらを行きながら、ロッドゥェルは声を上げる。

「連中も焦っている、というわけか」

「おそらくそうでしょうな！」

　ロッドゥェルが答えたちょうどその時、二度目の魔力弾の雨が降りそそぎ、うち一発が、クルーガーのかざした盾にぶつかると、盾に小さな焼けコゲを残して闇やみに散り消える。

「こちらを全滅させる気なら、逃げられぬよう、森からある程度離れたところで攻撃して来たでしょうからな！

　──とはいえ、こう早く来られると、こちらとしても急がねば、盾の方が保もちませんぞ！」

　続いて降り来る三度目の魔力弾も、そのほとんどが、クルーガーたちに被害を与えもせずに、盾を叩いただけだった。

　──しかし──

　うんっ！

　風を切り裂き、降りそそいだ四度目の攻撃は、魔力弾ではなく、数十本の、投げ下ろされた槍やりだった！

　そして──悲鳴がまき起こる。

　さすがに、にわか造りの革の盾では、降り来る槍を防げるわけはない。悲鳴と罵ば声せいと血のにおいが、一瞬にして夜を満たした。

　──実際のところ、今の攻撃で倒されたのは、二十人ほどにすぎなかったのだが、軍の半ば以上を占める、新兵たちの足をすくませるには十分だった。

　目に見えて、行軍の速度が遅くなる。

「ひるむな！　進め！　敵の武器は今のでなくなったはずだ！」

　クルーガーの声が響き渡ったその時。

　こんどは別の方向から、数十条の魔力弾が、彼らに向かって解き放たれた！

「──竜人ギオラムどもの援軍だ！」

　誰かの上げたその声には、あきらかなおびえの色が混じっていた。




「報告します！」

　声と同時に、作戦会議室に飛び込んできた伝令兵に、一同の視線が集中した。

「青牙と黒爪の塔から出た部隊が、敵と戦端を開きました！」

「状況は!?」

　バイルドが、鋭い口調で問いかける。

「はっ！　敵は前回と同じ、盾で頭上をカバーする戦法を取っており、魔力弾による攻撃は効果はあまり期待できません！

　ただ、青牙から出た部隊が、武器を投げ下ろすことにより、多少の打撃を与えたようで、敵の進軍速度はやや鈍っています！」

「なるほど……武器を投げる、か……

　しかしそれではあとが続かんな……」

　槍やりなどを、大量にかかえて出撃する、などという案がバイルドの頭をちらりとかすめたが、それでは重量もかさみ、動きも鈍る上、あまり高くも飛べなくなる。へたをすれば、敵の弓矢の的にしかならない。

「──しかたない！　兵を散らし、それぞれの判断で、思い思いの方向から、魔力弾による攻撃をかけさせろ！　敵が進路を変えるようなことがあれば、即座に、信号による連絡を！　以上だ！」

「はっ！」

　一礼を残して退出する兵士。

「……勝てるのか……？　連中に……」

　伝令兵の背を見送って、バイルドは、誰にも聞こえぬ小さな声でつぶやいた。




　上空を舞う竜人ギオラムの数は、時とともに増してきていた。

　はじめに接触した時は、百にも満たぬ数だったのだが、今は、おそらく二百を超える竜人ギオラムたちが、クルーガーたちの頭上に群れ集っていた。

　それに比例し、執しつ拗ように降り来る魔力弾もその数を増し、逆にこちらの進軍速度は遅くなる。

　竜人ギオラムたちは、はじめは一か所にかたまっていたのが、途中で戦法を変え、散開して、思い思いに魔力弾を射ちはじめたが、はっきり言ってこれは、あまり効果を上げていなかった。

　散開したといっても、クルーガーたちのま横にまでまわり込むくそ度胸──あるいは無む謀ぼうさを持ちあわせている竜人ものはほとんどおらず、あいも変わらず、盾たてを上にかざしてさえおけば、魔力弾を防ぐことはできた。

　──とはいえクルーガーたちの革の盾にも、ややガタが来はじめている。

　しょせんは一時しのぎ、にわか造りのシロモノである。中には、前回の救出劇の時に使った、穴のあいた革盾を、二枚貼はり合わせただけ、などという、とんでもないものまで少なからずある。

　同じ場所に何度か攻撃を受ければ、わりとあっさり穴が開く。よほど運の悪い者でもない限り、その穴を通った攻撃にやられる──などということはないが、時が経てば経つほどに、当然危険の度合いは増してゆく。

　時間の余裕はそれほどない。こちらの移動と竜人ギオラムたちの攻撃のペースを考えれば、塔まで盾が保つかどうか、ぎりぎり、といったところだろう。

　となれば、予定よりやや早いが──

「やるか!?　ロッドゥェル!?」

「そうですな……どうやら盾の方が、かなり心もとなくなってまいりましたしな」

　クルーガーは、傍らを進む老将軍と会話を交わし、腰にゆわえた笛をくわえる。

　ぴぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！

　夜風に流れる高い音。

　その笛の音を合図に、クルーガーたちの軍は、進路を一路、東の要よう塞さい塔とうへと変えたのだった。




「進路を変えたか!?」

　もたらされた報告に、作戦会議室はざわめきに包まれた。

「それで──どちらだ!?　東か!?　北か!?」

「はっ！　どうやら東の黒爪の塔へと向かうようです！」

　バイルド将軍の問いかけに、伝令の兵士は直立不動で答えた。

「……予想通り──だな」

「──いや──予想より早い」

　つぶやいたバイルドのことばに、横から口をはさんだのは、今まで黙していたゾムドだった。

「将軍、あるいはこれは勝機かもしれんぞ」

「……どういうことです？」

「予想では、もう少ししてから進路を変えると思っていたが……

　もう進路を変えたということは、何かの策か、でなければ、塔や町に残った戦力を集める危険を冒してさえ、急がねばならん理由ができたか、だ」

「急ぐ理由……ですか……？」

「以前にこの町を攻撃してきた時、連中が、こちらの魔力弾を防ぐのに使っていたのは革の盾──いや、盾と呼ぶのもおこがましいようなシロモノだったそうだな？

　なら、今回も、連中が、それと同じものを使っていたとしたら？」

「──なるほど。そうそう長く、攻撃を防いではいられぬ、ということですな」

「むろん、策だという可能性が消えたわけではないが、あの盾のことから考えれば──」

「わかりました！　ならば、黒爪を除くすべての塔とこの町から、全軍を出撃させ、人間どもが、塔にたどり着くその前に叩たたいてみせます！　伝令兵！」

　──これで四百対千──

　伝令兵たちに指示を下すバイルドに視線を送りながら、ゾムドは胸の中でつぶやく。

　──間に合うか──それとも──？




「ベヅァー司令！　結界区域が！」

　副官のネルガが声を上げたのは、人間の町が、かなり大きく視界に入って来た頃のことだった。

「どうした？」

　言われてベヅァーが、結界の方に視線を向ければ、東に位置する黒爪の塔の近くで、閃ひらめく明りが見て取れた。

　それが、竜人ギオラムの放つ魔力光だということを悟るのに、さしたる時間は必要なかった。

「おそらく、人間どもの襲撃です！　救援に向かいましょう！」

「必要ない。このまま人間どもの町を潰つぶす」

　いともあっさり言い切るベヅァーに、ネルガは一瞬絶句した。

「……し……しかし！　我々が今の作戦を続けているのは、結界実験の続行をおびやかす、人間どもを減らすため、と、ベヅァー司令自らがおっしゃっていたではありませんか!?　人間の町を襲って、結界区域を見捨てるなど……」

「誰も見捨てるとは言っておらん」

「しかし救援には行かぬと、今……」

「ここから見る限り、人間どもはすでに、黒爪の塔のま近まで迫っている。今、ここから向かったとて、到着した頃には、連中が塔に突入したあと、という羽目にもなりかねん。

　それよりは、こちらで派手に動いて、逆に人間どもをこちらに引きつける」

「来るでしょうか？　人間どもが？」

「来る」

　ベヅァーはきっぱりと言い切った。

　しかしむろん彼とて、その確信があるわけではない。とにもかくにも人間たちの町を潰さねば気がおさまらない──

　その衝動を、単に理屈でくるんだだけである。

「………………」

　ネルガは、しばし無言のままで、ベヅァーの横顔をじっと眺めていたが、やがて小さく息をつき、

「……わかりました……人間たちのことは、司令の方がよくご存じでしょうから……」

　自分を納得させるかのようにつぶやくと、それきり彼は口をつぐんだ。




「竜人ギオラムよぉぉぉぉっ！　竜人ギオラムが来たわよぉぉぉぉっ！」

　エリの上げた叫び声は、しずかな夜の町を、一瞬にして喧けん騒そうの渦うずと変えた。

「──なんだぁっ!?　竜人ギオラム!?」

「ほんとうか!?　おい!?」

　エリの声を耳にして、戸口から姿を現わす人々。

「ほんとーよっ！　誰がンなシャレになんない噓うそつくってぇのよっ、ほらあっち！」

　ふり向きざまに、竜人ギオラムたちを見かけた方を指さして、エリはそのまま硬直した。

　またたく無数の星を背に、まごうことなく、こちらに向かって飛び来る無数の影。

　それは、エリが予想していたのよりも、ずっとま近に迫っていた。

　どうやら彼女が、丘からここに来るまでで、だいぶその差を詰められたらしい。

「──ぎ……竜人ギオラムだ！」

「だからそー言ってるでしょっ！」

　誰かの叫びに思わずツッコミを入れるエリ。

「どうするんだっ!?　兵隊はみんな出払ってるぞっ!?」

「殺されちまうぞ！　おい！」

「どうすりゃいいんだ!?　何か手はねぇのか!?」

「やかましぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　騒ぎはじめた人々の声を圧して、エリはずずいっ、と胸を張り、一歩前に出る。

「ここでひたすら慌あわてたり、うろたえてちゃあおしまいよっ！」

「けどよ！　それじゃあ一体どうしろってんだっ!?」

　問いかけた誰かの方に向きなおり、彼女は、びっ！　と一本指を立て、

「──決まってるじゃない──

　逃げるか隠れるか、よ」

　彼女が言ったそのとたん。

「えらそーに言うほどのことかぁっ！」

「言われるまでもないわいっ！」

　周囲から、おもいっきり非難の声がわき起こった。

「とにかく──オレは逃げるぞ！　南の森に入っちまえば、竜人ギオラムたちをなんとかまけるかもしれん！」

「俺は隠れる！　地下室でじっとしてりゃあ見つからねえかもしれねえからな！」

　それぞれが勝手にまとまって、思い思いの行動に移る。

　──実は、エリのあの間の抜けたセリフが、人々がパニックに陥るのを防いだのだが、それに気づいている者は一人もいない。

　むろん、エリ自身を含めて。

「……とにかく……！　あたしもどーにかしなくちゃ！」

　その場でひとり、つぶやく彼女。

　とはいえ、このあたりでエリが知っている場所といえば、クルーガーたちの拠点となっている神殿の中か、町の中の通りくらいのものである。

　町の外は、さっきいた丘のあたりしか知らないが、竜人ギオラムたちがやって来る方に向かって逃げるような真似をする気はもちろんない。

　かといって、町の中で、うまく身を隠せるような場所は知らないし……

　などとあれこれ悩むうち、視界の隅に光が生まれた。

　反射的に、そちらに目をやれば、そこには、迫り来る、無数の魔力弾の輝きがあった。




　東の塔は、もはや彼らの目の前にあった。

「進め！　もうすぐだ！」

　クルーガーの叱しつ咤たの声が飛ぶ。

　竜人ギオラムたちは、あれからさらにその数を増し、攻撃もより激しくなっていた。

　それぞれが手にした盾も、ほとんどが、虫に食われたように穴があき、その用途が果たせなくなりつつあった。

　実際、強度の落ちた盾を魔力弾に貫かれ、倒れてゆく者たちの数も増えている。

　しかし、目標の塔まではあと少し。

　門が閉ざされているのが、月と魔力弾の光の中、ここからでもはっきり見て取れるが、レックスたち魔道士部隊の攻撃呪文があれば、おそらくなんとかなるだろう。

　問題の別動隊は、いまだ姿を現わさないが、いずれにしてもこの塔を陥おとせば、竜人ギオラムたちは、やって来る冬を越せなくなる。

　だが、その時。

「──殿下！　あれを！」

　聞こえた声は、バイザー親衛隊長のものだった。

　目前の塔から、向かってやや右──南の方に視線をずらしたそのあたりに、流れる無数の光があった。

　知らない者が見たならば、流星だと見誤ったかもしれない。

　しかし、それはまぎれもなく、彼方で竜人ギオラムたちが放つ魔力弾だった。

　──あそこは──!?

　クルーガーの背を、恐怖が疾はしった。

　間違いない。クルーガーたちの拠点となっている、そしてエリがいるはずの町。

「白いのめ！　あっちへ行きおったか！」

　苦い口調で吐き捨てるロッドゥェル。

「どうなさいますかな!?　殿下!?」

　老将軍の問いに、彼は一瞬だけ考えて、

「この戦場を離脱！　急ぎ、町へ向かう！」

「お待ちください！　殿下！」

　抗議の声を上げたのはバイザーだった。

「今から向かったところで間に合わぬかもしれません！　それよりこの塔を陥とせば、竜人ギオラムどもの負けです！」

「──いや！　たしかに間に合わんかもしれんが、今回は、あの白いのを叩たたくのがそもそもの目的だ！

　それに、かりにここでこの塔を陥としても、白いのを逃がせば、冬になるまで、町を潰つぶし続けられるぞ！」

「……た……確かに……」

「全軍に伝令！　目標変更！　転進をかける！　全員、我に続け！」




「人間どもが、ふたたび進路を変えました！」

　伝令兵の報告に、どよめきが、作戦会議室にわき起こった。

「進路を変えた!?　まさか、北の塔にでも向かったか!?」

　声を荒げて問うバイルドに、兵士は首を横に振り、

「いえ、南の方に向かうもようです！」

「……南……？　この町へ、ではないのか？」

　東に位置する黒爪の塔から、南に向かったところで、彼ら竜人ギオラムの施設は何もないはずである。かといって、塔を目の前に退却するわけもないだろうし……

「間違いなく南です！──人間たちが転進する直前、南のかなり離れたあたりで、魔力弾の閃せん光こうを見たものがおります！　それと何らかの関わりがあるのではないかと思われます！」

　兵士のことばに、ゾムドとバイルド将軍は、思わず顔を見合わせていた。

「──ベヅァー殿の部隊が、どこかの町でも襲ったか……!?」

　安あん堵どとも、あきらめともつかぬ口調でゾムドは言った。

「しかし……これで塔が陥とされるのだけはまぬがれたようですな……ベヅァー殿には感謝せねばならんかもしれません」

「将軍……この戦いそのものが、ベヅァー殿がいなければ起こらなかったことだというのを忘れてはいまいな？」

「……は……そ……そうでしたな……」

　ゾムドのつき放した口調に、バイルド将軍は、きまり悪そうに小さくせき払いをし、

「……それでは……人間どもは逃がしてやりますか？　追撃はかけずに」

　──人間とベヅァーが共倒れになればそれでよい──そのニュアンスをひそかに込めて、バイルドはゾムドに問いかけた。

　彼はしばし考えてから、

「──いや。追撃はかけてくれ。敵の数は減らしておくに越したことはない。ただし深追いは禁物だ」




「ひょああああああああああああッ!?」

　どどどどどどどどどどどぅっ！

　エリの悲鳴をかき消して、爆音があたりをゆるがした。

　向かい来る竜人ギオラムたちが放った無数の魔力弾は、逃げ出そうと外に出ていた者を何人かなぎ倒し──

　そして、エリにはかすりもしなかった。

　もともと、射程の外から、威い嚇かくのために放たれた斉射である。むしろ当たる方が運が悪い。

　とはいえ今の攻撃は、町にパニックをまき起こすのには十分だった。

　悲鳴と怒声と盲目的な逃亡が、新たな混乱の引き金となる。

　竜人ギオラムたちの魔力弾が、ふたたび──今度は、町のほぼどまん中を目がけて放たれた。

　そしてその間──エリはその場を、一歩たりとも動けずにいた。

　足がすくんでしまったのだ。

　魔力弾の射撃におびえて──ではない。

　目が合ってしまったのだ。

　竜人ギオラムたちの先頭に位置して向かい来る、一匹のまっ白い竜人ギオラムと。




「──い……いかがなさいました!?　ベヅァー司令!?」

　副官のネルガが、彼の異常に気づいたのは、人間の町に、二度目の魔力弾をぶち込んだあとのことだった。

　つくりもののような無表情で、しかし、瞳のその奥に、憎悪とも思慕ともつかぬ色を浮かべ、町の中の一点を、じっと見つめているのだ。

　その視線の先に目をやれば、逃げまどう人間たちの中、ただひとり、こちらを眺めて佇たたずむ者の姿があった。

　──わかったのだ。ベヅァーには。

「……見つけたぞ……」

　優しいつぶやきが、彼の口から漏もれ出した。

　その優しさの中に混じった、あきらかな狂気に気づき、ネルガは体を硬くする。

「……し……司令……？」

「こんな所にいたのだな……ずいぶんと探したぞ……」

「あの……司令!?　ベヅァー司令!?」

「もう逃がさんぞ！　エリ！」

　ネルガの呼びかけに耳すら貸さず、やおら呪じゆ文もんをとなえはじめる。

　るごぉうっ！

　白い竜人ギオラムがひと声吠ほえたその途端、ベヅァーの上下と左右とに、ひとかかえはあろうかという紅蓮の魔力球が四つ、夜を埋うめる虚空から生まれた。

　ぅおんっ！

　ふたたび吠ほえたベヅァーに応え、四つの魔力球は、眼下に佇たたずむエリに向かってつき進んだ！

　同時にエリが我にかえる。あわててくるりと背を向けて、そのまま必死のダッシュをかけた！

　ごぅおんっ！

　ベヅァーの放った魔力球は、エリの立っていたあたりの地面にぶち当たり、閃せん光こうと爆煙を撒まき散らした！

　煙のおさまったそのあとには──大地に倒れ伏したエリの姿があった。

「……くふ……くはぁっ！　やったぞ！」

　だがしかし、ベヅァーの上げた歓喜の声が、合図ででもあったかのように、エリはその場にひょこんっ、と身を起こし、ふたたび走りはじめる。

　──どうやら、単に倒れていただけのようである。

「………………」

　何が起こったか理解できないかのような表情で、しばし沈黙するベヅァー。

「……司令!?」

　ネルガの呼びかけに、彼はようやく自分を取り戻し、逃げゆくエリの背を指さして、

「あいつだ！　あの人間のメスを捕らえろ！　腕や足の一本や二本はかまわんが、絶対に殺すな！　あれは私の獲物だ！」
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「司令!?」

　ベヅァーの異常な命令に、抗議の声を上げるネルガ。

　ほかの竜人ギオラムたちも、思わず攻撃の手を止めて、ベヅァーの方を眺めている。

「お待ちください！　なにゆえ、たかが人間一匹ごときを!?　どうせ殺すなら誰が殺そうと……」

「黙れぃっ！」

　狂気の叫びを上げるベヅァー。

「あれは私が殺すのだ！　何をしておる！　はやく捕まえんか！」

「……しかし、事情の説明もなく……」

「説明している暇などない！　追え！　捕らえろ！」

　ネルガはようやく確信した。ベヅァーの精神に、まぎれもない狂気が巣食っていることに。

　しかしここで、それを指摘してみたところで、どうにもならないのは明らかである。今はむやみに逆らわない方がいいだろう。

　彼は後ろの兵士たちを振りかえり、

「──聞いた通りだ！　今はベヅァー司令の命令通り、あの人間を捕らえろ！」

「……し……しかしネルガ様……」

「……頼む。今は」

　抗議の声を上げかけた兵士のひとりに、疲れた口調でネルガは言った。

　そのことばに何かを感じ取ったのか、しかたなく沈黙する兵士。

　この間に、エリは通りを走り抜け、角を曲がって、竜人ギオラムたちの視界から姿を消していた。

「何をやっている!?　捕らえろ！　早く！」

　悲鳴にも似たベヅァーの声が響く。

「捕まえるぞ！　あの人間を！」

　ベヅァーではなく、ネルガの命令にうなずくと、竜人ギオラムたちは一いつ斉せいに、町に向かって降りていった。




「あたたたたたた……」

　痛む額のあたりを片手で押さえ、エリは、場所もよくわからぬ裏路地を駆けていた。

　──あのとき──

　ベヅァーが紅い魔力球を解き放ったその瞬間、彼女は背を向け、逃げ出して──

　小石かなにかにつまずいて、その場にまともにすっ転んだ。

　──まあ、そのおかげで、後ろで起こった爆発に巻き込まれずにすんだのだが、かわりに、倒れた拍子に額をぶつけたらしい。

「……みんなが、『あたしと白いのとは縁がある』なんて言ってたけど……シャレになんないわよ！　これじゃあ！

　まさか、よりによって、このタイミングでここに来るなんて……！

　……にしてもあいつ……なんであたしだ、ってわかったんだろ……？　竜人ギオラムに、ひとの顔の見分けなんてつかないはずなのに……？」

　つぶやきながらエリは、前に見た何かのＴＶで、見慣れれば、動物の顔だって見分けがつくようになる、と誰かが言っていたのを思い出していた。

「……ってことはあいつ……人間の見分けかたをおぼえちゃったか……めーわくな話ねー、実際……」

　などとぶつぶつ言っていると──

　ばさりっ。

　背後で聞こえるはばたきの音。

　──やばいっ！

　あわてて近くの、細い路地に飛び込むと、背中を丸め、その場にうずくまった。

　ばさりっ。ばさりっ。

　はばたきの音は、確実に、こちらに近づきつつあった。




「見つけたぞ！」

　兵士の声がひびいたのは、全員が散って間もなくのことだった。

「おお！」

　ベヅァーは歓喜の呻うめきを漏もらし、声の方へとはばたいた。

　大通りから外れた、うす汚れた路地の奥。

　そこには、数人の竜人ギオラム兵に槍やりをつきつけられ、ふるえながらうずくまる、一人の少女の姿があった。

「隠れようとしていたところを見つけ、捕らえました！」

　兵士の一人が、誇らしげに言う。

　ベヅァーは無言のままで歩み寄り、右のこぶしをふり上げて──

　がづっ！

　一撃を食らって倒れ伏したのは、自慢げに言った竜人ギオラム兵だった。

「……ベ……ベヅァー様!?」

「こやつではない！」

　抗議の声を上げようとする竜人ギオラム兵のことばを制し、白い竜人ギオラムは声を上げる。

「これは、あやつではない！　人ちがいだ！　馬鹿者！」

　──そう。それはエリではなかった。

　服と髪の色こそ同じで、着ているものや髪型も、多少似てはいるものの、全くの別人である。

　とはいえそれを、人間を、ろくに観察したことすらない兵士たちに、見分けろ、という方が無理な話である。

　第一彼らは、エリの後ろ姿をちらりと見ただけなのだ。これで、ベヅァーの探している当人かどうかなど、わかる方が不思議だった。

「……し……しかし！　人間のメスで、黒い髪に黒い服……」

「たしかに髪と服の色は同じだ！　だが別の人間だ！　顔を見ればわかるだろうが！」

「そんな！　人間の顔の見分けなどつきません！」

「黙れ！　この私が『見分けろ』と言っているのだ！　見分けて見せろ！」

　──無茶な──

　口には出さず、しかし、同じ思いを胸に抱き、顔を見合わせる竜人ギオラム兵たち。

　ベヅァーは、自分の言っているのが無茶な話だということに、全く気づいていなかった。

「……わかりました。それで？　こいつはどうします？」

　半ばヤケの口調で、兵士のひとりが投げかけた問いに、ベヅァーは、ふるえる少女の方に向かって右手をかざし──

　ぅおんっ！

　ばぢゅっ！

　手のひらから生み出された魔力の衝撃波は、少女の頭をあとかたもなくうち砕いた。

　夜風に混じる、血のにおい。

「…………！」

　返り血を全身に浴び、竜人ギオラム兵たちは顔をしかめた。

　いくら人間、いくら殺すべき相手とはいえ、もう少しやりかたというものが──

　思えども、誰ももちろん言葉にはしない。そんなことを言おうものなら、ベヅァーがどんな反応をするか──

　想像したくもなかった。

　首から上を失くした少女の肉体は、二、三度大きくふるえてから、ことりっ、と、軽い音を立て、大地の上に転がった。

　流れひろがる液体が、中天にかかった月を映し出す。

「引き続き探せ！」

　ぶっきらぼうに言い残し、ベヅァーはふたたび、翼をひろげて宙に舞う。

　──あとはただ──

　むせかえるような血のにおいと、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ数人の竜人ギオラム兵──




　……ばさりっ……

　──ふーっ……

　はばたきが、遠くに去るのを待ってから、エリは大きく息をつき、

「……ふっ。どぉんなもんよっ！　必殺！　ゴミ袋のまね攻撃っ！　東京じゃ通用しないけどっ！」

　言って、かぶったマントをはね上げ、身を起こした。

　たしかに、月の光も奥まで届かず、人ひとりが立って通れるかどうか、といった程度の細い路地で、黒いマントをかぶってうずくまっていれば、そうそうめったに気づかれるものではない。

　──とはいえエリには、ここにずうっとこうして隠れ続けるつもりはなかった。

　あるいは、ここにじっとしていた方が安全かもしれない、という思いはむろんあった。

　この路地の細さなら、人間ならばいざ知らず、翼を持ち、鎧よろいまで身につけた竜人ギオラムたちでは、奥まで入っては来れないだろう。

　しかし見つかった場合、こちらも思うように身動きが取れない。魔力弾の一発も撃ち込まれれば、それでおしまいである。

　見つかるか、見つからないかとおびえつつ、ひたすら動かず時を過ごすなど、エリにはとうていできそうになかった。

「──なんとか──だましだまし逃げるっきゃないみたいね……」

　ぽつりと小さくつぶやくと、エリは、細く暗い路地を、奥へ奥へと進みはじめた。




「──まだか!?　まだ見つからんのか!?」

　町の大通りを飛び行きながら、ベヅァーはいらだちの声を上げた。

　エリの姿を探すため、兵たちを散らせてから、かなりの時間が経っていた。

　中天にあった満月は、はや西にかたむいている。

　──例の人間を見つけた──

　その報告を、今までに、何度──いや、何十回聞いただろう。

　しかし実際そちらに行ってみれば、それらのすべては人ちがい。

　中には、一体どこをどうかん違いしたのか、似ても似つかぬ中年男を、自慢げに捕まえている兵までいた。

　──一体何をやっているのだ!?　無能どもが!?

　不条理ないらだちだけが、ベヅァーの心に積もってゆく。

「──ベヅァー様！」

　彼の名を呼び、近づいて来たのは、副官のネルガだった。

　ネルガはベヅァーを、『司令』とは呼ばなくなっていた。

　しかし今のベヅァーは、そんなことには気づこうはずもなく、

「──どうした？　また別人が見つかったか？」

「そんなことではなく……！　結界区域の方から、こちらに向かって、人間どもの兵たちがやって来ます！」

「──だから？」

　ベヅァーの静かな口調に、ネルガは言葉を失った。

「私が聞きたいのは、そんなつまらん報告ではない。あの人間のメスを捕まえた──持って来るのなら、その報告にしてくれるか？」

「……ベ……

　ベヅァー様！　人間どもが来るのです！　応戦するなり退却するなりせねば……」

「そんなことはどうでもよい。それより、あの人間の……」

「そちらの方が、よほどどうでもよいことですっ！」

　ネルガは思わず声を荒げていた。

「……どうでも……よい……だと？」

　しばしの沈黙のあと。

　みょうに静かな口調で言うと、ベヅァーはゆっくりと、ネルガの方に向きなおる。

「はい！　どうでもよいことです！」

　もはやついてはいけぬと思ったか、ベヅァーの目を、ひた、と見すえて、ネルガはきっぱりと言い放った。

「──そうか──」

　言った瞬間。

　ベヅァーが右手を、ネルガの胸の前にかざす。

　ネルガは反射的に身をひねり──

　るおぅっ！

　白い竜人ギオラムが吠ほえると同時に、その手のひらから生まれた魔力の衝撃波が、身をひねったネルガの左の翼を引き裂いた！

「!?」

　声にならない悲鳴を上げ、地上へと落ちゆくネルガ。

「──馬鹿者が」

　冷たくつぶやいたベヅァーの耳に、何かが地面にぶつかる重い音が届いた。




「急げ！　もうすぐだ！」

　続く兵たちを叱しつ咤たしながら、クルーガーの胸のうちには、黒い不安がわだかまっていた。

　町はもう、ま近にあった。

　しかしそこには、竜人ギオラムの放つ魔力光の瞬きは見えない。

　──まさか──もう終わったあとじゃあ──？

　結界区域からこの町まで、例の盾を捨てて、急ぎやって来たとはいうものの、かなりの時間は経っていた。たとえ町にたどり着いても、それは殺さつ戮りくが終わったあと、という可能性もある。

　竜人ギオラムたちの姿はなく、月明りの下、町の通りに累るい々るいと横たわる人々の死体、そしてその中に転がる、変り果てたエリの姿──

　そんな光景を一瞬想像し、あわてて首を振るクルーガー。

　不安がってもしかたない。今の彼にできるのは、一刻も早く、町へとたどり着くことだけである。

　彼は、まっすぐに町の方を見すえ──

「──ん？」

　クルーガーは思わず眉まゆをひそめた。

　今、たしかに町のあたりで、何か大きなものが、翼をひろげてはばたいているのが──いや、ありていに言って、飛んでいる竜人ギオラムらしきものの影が見えたのだ。

　竜人ギオラムがこの町にまだいるということは、町の住民たちは、まだ生き残っている可能性が強い。

「敵はまだ町にいる！　間に合うぞ！」

　クルーガーの声が響いた。




「人間の兵が来ます！」

　大声でわめき散らしながらやってきた一人の竜人ギオラム兵に、ベヅァーは苦いため息をついた。

　その兵士の声を聞きつけ、あたりから、わらわらと、ほかの兵士たちが集まって来る。

「人間どもが……！　結界区域の方からこの町に向かって、人間の兵士どもが、すぐそこまでやって来ています！　こちらの三倍はいます！」

　ざわりっ。

　三倍、というその数に、集まった竜人ギオラム兵たちがざわつく。

　竜人ギオラムが空に舞い上がれば、一対三という数の比も、それほどたいしたものではなくなる。高度を取り、無茶をしなければ、こちらがやられることはまずない。

　とはいえ、連日、ろくな休養も取らずに野宿を続けたのと、この町に来てからの、ベヅァーの異常な行動とで、兵士たちの士気はかなり落ち込んでいた。

　しかしベヅァーはいたって平然と、

「騒ぐな。向かって来るなら倒せばよい──それだけの話だ」

「そ……それだけの話とおっしゃいますが……ならせめて、兵をまとめ、この町から離れた場所で……」

「ならん！」

　兵士の言葉を、ベヅァーの怒声が遮った。

「あの人間のメスをこの手で殺すまで、この町からは出ん！　そもそもはきさまらが、あれを見つけられんのが悪いのだろうが!?　あれを探し出し、向かい来る人間どもも倒してみせろ！」

「……………………」

　ベヅァーの、正気とは思えぬ命令に、沈黙する兵士たち。

「──お伺いしますが──」

　その沈黙を破ってひとりが問いかける。

「ネルガ様はどうなさいました……？」

「私がそうしろと言っているのだ！　ネルガがどうあろうと関係はない！」

　兵士たちはふたたび沈黙し、たがいに顔を見合わせた。

　──もはやこのベヅァーにはついてゆけない──

　思いは皆同じだったが、なら誰に従うか、といえば、やはり副官のネルガしかいない。

　しかしあたりに目をやれど、彼の姿はどこにも見えなかった。

「何をしておる!?　あれを探すなり人間どもを迎え撃つなり動かんか！」

　おろおろと佇たたずむ兵たちを、ベヅァーが一いつ喝かつしたその時。

　──がぁぁぁぁぁぁぁっ！

　人のものか、あるいは竜人ギオラムのものか。

　断末魔の悲鳴は、町の端の方から聞こえた。

「……来たようだな……人間どもが」

　むしろ無関心とも言える口調で、ベヅァーはぽつりとつぶやいた。




「部隊ごとに散開！　町の中の竜人ギオラムどもを各個撃破しろ！」

　クルーガーの指令を受けて、総勢およそ七百名の兵士たちは、一挙に町の中へとなだれ込んだ。

　竜人ギオラムたちの塔からこの町まで──

　最初、およそ九百だった彼らだが、竜人ギオラムの塔への進撃と、結界区域から退く時に受けた追撃、そして、行軍途中の、怪け我がを負った者たちの脱落などで、その数を減じていた。

　予想では、竜人ギオラム遊撃部隊の数は、ざっと二、三百。数の上ではいまだ、こちらがかなり有利だが、もはや身を守る盾はない。

　町のあちこちで、人と、竜人ギオラムたちとの戦いがはじまった。

　親衛隊長のバイザーを含む、クルーガー率いる部隊、二十人ほどが、角を曲がったそのとたん、すぐ目の前の中空をゆく、二人の竜人ギオラム兵の姿があった。

『!?』

　双方とも、予想外の遭遇だった。

　竜人ギオラムたちはあわてて呪じゆ文もんをとなえはじめ、クルーガーの兵たちは、いそぎ弓に矢をつがえる。

　最初に動いたのは、竜人ギオラム兵のうちひとりだった。いち早く唱え終わった呪文が生み出す魔力弾を、クルーガーたちに向かってたたきつけた！

　がづっ！

　クルーガーのすぐかたわらにいた兵士がひとり、その一撃を、まともに頭に受け、倒れ伏す。

　絶命したか、あるいは気を失っているだけか、むろん確かめている余裕はない。

　しかし、二人目が呪文を完成させるより早く。

　ひゅっ！　ひゅんっ！

　風を切り裂き唸うなった矢が、竜人ギオラムたちにつきささる！

　たまらず地に落ちた竜人ギオラムたちに、クルーガーたちは、武器を手に手に殺到し──

　唐突に後ろから飛来した、数条の魔力弾が、数人の兵士をうち倒した！

　いつの間にまわり込んだのか、クルーガーたちの背後には、やはり数人の竜人ギオラム兵の姿があった。




「……なんか……さわがしーわね！……」

　どこかから風に流れて聞こえてきた喧けん騒そうに、細い路地を進みつつ、エリはぽつりとつぶやいた。

　──あのあと──

　裏路地から裏路地へ、闇から闇へと移り歩き、町のいたるところに散らばった竜人ギオラムたちを、あるいはやりすごし、あるいは隠れ、あるいは道を変えて逃げ出し──

　数時間以上にわたってえんえんと、竜人ギオラムの手から逃げ回っているそのうちに、もはや自分が、町のどのあたりにいるのかさえも、さっぱりわからなくなっていた。

「どーやら……何か起こったことだけは確かみたいだけど……ひょっとして、クルーガーたちが帰って来たんだろか？」

　頭をもたげはじめるエリの好奇心。とりあえず、様子を探る必要はあると、自分を勝手に納得させ、裏路地を伝って、大通りがあるとおぼしき方へと向かう。

　進むにしたがい、流れ来る音はすこしずつ大きくなってゆく。夜風に耳をすましてみれば、あきらかな悲鳴に混じって、剣と剣とを合わせるような、硬い音が聞こえて来る。

　エリは、路地からこっそり顔だけを出し──

　出したそのとたん。ま近にいた、一匹の竜人ギオラム兵と、まともに目が合った。

　ざわめきの方に気を取られ、どうやら、ま近の足音やはばたきへの注意がおろそかになっていたようである。

「ひわわわわわわわわわっ!?」

　わけのわからん悲鳴を上げ、反射的に、まだ持っていたカバンを竜人ギオラム兵にめがけて投げつける！

「うおっ!?」

　驚きの声を上げながら、それでもその竜人ギオラム兵は、とっさに、手にした槍で、飛び来るカバンを薙なぎはらう！

　[image: ]ぃぃぃぃぃぃぃぃっ！

　槍の先端に搔かき裂かれ、バーゲン品のビニールカバンは、音を立て、いともあっさり破れると、中身を地面の上にぶちまけた。

　──逃げるか!?　ほかの手を使うか!?

　一瞬の躊ちゆう躇ちよを見せるエリ。背中を見せて逃げ出せば、後ろから、魔力弾で撃たれるおそれがある。

　あたりをざっと見回せど、近くにいる竜人ギオラムは、目の前にいる一人のみ。突破できればその方が、逃げるよりは安全だが──一体、どうやって？

　ふたたびあたりを見回したエリのその目が、カバンの中から転がり出した、使い捨てカメラの上で止まった。

　──これよっ！　この状況で、あの攻撃、やってみなくちゃウソってもんよっ！

　思うと同時に体が動き、竜人ギオラムの足下を縫うようにすべり込み、使い捨てカメラをその手に拾い上げる！

　もはやここまで来れば、言うまでもない。エリのやろうとしていること、それはすなわち他でもない、フラッシュ目くらまし攻撃である！

　──おーしっ！　行くわよっ！

　体勢を立て直し、竜人ギオラム兵に向かってカメラを構え──

　ようやくそこで、フラッシュの充電に、わずかに時間がかかることを思い出した。

　だがそれなら、時間をかせげばいいだけのこと。

「──待った！」

　フラッシュの、充電ボタンを押しながら、竜人ギオラム兵の方に向かって、エリはカメラをつき出した。

　待った、のことばと、目の前の人間が手にした、正体不明のものに目を止め、竜人ギオラム兵は、ふり上げかけた槍の動きを一瞬止めた。

「んっふっふっふっ。後悔するわよ。それ以上近づくと」

　時間はそれで十分だった。充電完了をしらせるパイロット・ランプが、明滅するのが見て取れる。

「──く……くだらんハッタリはよせ！」

　わずかにおびえの色をにじませつつも、それをハッタリと決めつけて、竜人ギオラム兵は、エリに向かって一歩踏み出す。

「──ふっ。ならハッタリかどうか……」

　彼女の指の一本が、カメラのシャッターボタンへと伸び──

「見せてあげるわよっ！」

　言うと同時に、ボタンを押さえる指に力を込めた！

　くに。

　指先に返ってくる、たよりない手ごたえ。

「…………あれ…………？」

　エリは一瞬硬直し──

「あああああっ！　フィルム巻いてなかったっ！」

「……わけのわからんことを！　やはりハッタリか!?」

　竜人ギオラム兵が怒りの声を上げる。

　しゃこしゃこしゃこしゃこ。

　あわててフィルムを巻き上げるエリ。

「……おどかしおって……！」

　言って、竜人かれは槍を構え──

　同時にエリは、ふたたび右手をつき出して、竜人ギオラムに向かってシャッターを切った！

　ばしゃっ！

「ぎゃあああああああああああああああああっ!?」

　一瞬閃ひらめいた鋭い光に、竜人ギオラム兵は、エリが驚くほどの絶叫を上げて、槍を捨て、顔をおさえてうずくまった。

「……いや、そんなおーげさな……」

　思わずツッコミを入れるエリ。

　月明りに慣れた竜人ギオラムの目には、近くからのフラッシュは、目くらましとしては十分な効果を上げていた。

　そしてそれ以上に、正体のわからぬ攻撃を受けた、という恐怖が、彼に、必要以上の悲鳴を上げさせたのだった。

「……何はともあれ今のうちに……」

　つぶやいて、その竜人ギオラムに背を向けて──

　そのとたん。

　言いようのない悪お寒かんがエリの背をつきぬけた。

「──!?」

　とっさに後ろをふり向けど、そこには、なおも顔をおさえてうずくまる竜人ギオラム以外には──

　──いや！

　うずくまる竜人ギオラムの、はるか頭上に視線を移せば、そこには──

「……見慣れぬ光に来てみれば……お前だったか……」

　言いながら、ふるえるエリのその前に、白い竜人ギオラム、ベヅァーは降り立った。




　戦いは、泥沼の様相を呈していた。

　盾を持たないクルーガーたちの軍は、竜人ギオラムの放つ魔力弾の前に、一人、また一人と倒れてゆく。

　しかし一方、まともな指揮系統を失い、なおかつそのことを知らぬまま、町じゅうに散らばっていた竜人ギオラムたちも、数で優位に立つ人間に、すこしずつ、だが着実に倒されてゆく。

　通りには、竜人ギオラム兵の死体が転がり、それに勝る人間の死体が転がっていた。

　どちらが有利で、はたしてどちらが不利なのか、もはやわかる者は誰もいない。

　そんな不毛な消耗戦のさなか、クルーガーの率いる部隊は、レックスを交えた別の部隊と再会した。

　この時点で、双方の部隊とも、その兵の数を、町に突入した時の半分以下に減じていた。

「──どうだ!?　様子は!?」

「困ったもんです！　倒しても倒しても、あとからあとから小出しにわいて出て来ます！　まあ、まとめて出されても困りますけど！」

　クルーガーの問いかけに答えるレックス。

「あのベヅァーとかいう奴は、いまだ見かけません！……正直言って、会いたいとは思いませんけど。

　それより、隠れていた町のひとたちから聞いた話なんですが、竜人ギオラムたちは、どうやらこの町で、何かを探していたらしい、ということなんです」

「何かを探していた!?」

「ええ。どうやらそのおかげで、それほど大きな被害も出ないうちに、私たちが間に合ったようなんですが……一体何を……？」

　レックスのことばに、クルーガーはしばし考えて、

「──まさか!?」

　頭に浮かんだある想像に、彼は声を上げていた。

「何か、お心当たりでも!?」

「奴は──あの白い竜人ギオラムは、おそらくエリを狙ねらってるんだ！」

「……エリさんを……ですか？」

　クルーガーのことばに眉まゆをひそめるレックス。

「しかし……竜人ギオラムに、私たち人間の顔の見分けなんてつかないはずじゃあ……それに、エリさんを……その、殺したいのなら、考えたくない話ですが、町のみんなごとやった方が……」

「話したろう!?　竜人ギオラムの町で何があったか！　奴はちゃんとエリの顔を見分けて、自分の手でエリを殺すために、ほかの人間を無視して追いかけて来た！」

「……と、なると……」

「とにかく！　急いでエリを探して保護しろ！　そこが白いのとの決着の場所になる！」




　しかし、クルーガーたちがそのことに気づいたのと同じ頃──

　白い竜人ギオラムベヅァーは、すでに、エリの姿を見いだしていた。

　今、ベヅァーの目の前に、彼が長い間、その姿を求め続けたエリがいる。

　かすかに足をふるわせて、なすすべを失くしたかのように立ちすくんでいる。

　ゆがんだ、恋慕にすら似た感情が、白い竜人ギオラムの胸を満たした。

　──そうだ──

　ゆっくりと、エリに向かって右手をかざす。

　──私はこの時を──このエリを殺す瞬間ときだけを待っていたのだ──

　本当は、じっくりなぶり殺しにしたいところだったが、前回はその余裕が、逆に、相手にチャンスを与えることになった。

　ついさきほど、上空からエリの姿を見つけたその時、相手がこちらに気づかぬうちに、呪じゆ文もんでかたをつけてやろうか、とも思ったが、それはやはりやめにした。

　自分が誰に殺されるのか、知ってもらわねばならん。彼はそう考えたのだ。

「──一撃で殺す」

　言い放ち、ベヅァーは呪文をとなえはじめる。

　と、その時。

「……うっ……くそっ……!?」

　カメラのフラッシュに目をくらまされ、ベヅァーの横でうずくまっていた竜人ギオラムが、落とした槍やりを拾い上げ、その場によろよろ立ち上がる。

　隣にベヅァーがいることに気づいているのかいないのか、エリに憎悪のまなざしを送り、

「……わ……わけのわからん真似をしてくれたな……！　人間ごときが！」

　怒りの声を上げ、エリに向かって投げ放つべく、槍を持つ手を後ろに引き──

　るぉんっ！

　瞬間、ベヅァーが呪文を解き放つ！

　どぢゅっ！

　その手のひらが生んだ魔力の衝撃波をまともに受けて、隣にいた竜人ギオラム兵の頭はまともにふっ飛んだ！

　竜人ギオラム兵が、エリに向かって、槍をなげるしぐさを見せたその瞬間、ベヅァーは魔力衝撃波の狙ねらいを、エリから、その竜人ギオラムへと変えたのだ。

「手を出すな！　馬鹿者！」

　頭を失いくずおれる、自分の部下だったものに向かって、ベヅァーはヒステリックな叫び声を上げた。

「あれは私が殺す！　そう言っただろうがっ！」

　倒れて動かぬ死体に、ひとしきり罵ば声せいを浴びせたあと、視線を戻せば、こちらに背を向け、路地を逃げ去る、エリの後ろ姿があった。

「逃がすものか！　今度こそは！」

　ベヅァーは呪文を唱えつつ、白い翼で夜にはばたく。




　──じょーだんじゃないわよっ！

　暗い通りを駆け抜けながら、エリは内心毒づいた。

　竜人ギオラム兵が、槍をかまえ、ベヅァーがその頭を吹っ飛ばした瞬間。

　それを合図に硬直が解け、エリはベヅァーに背を向け、走り出していた。

　そこまではまあ、運がよかった、と言ってもいいかもしれない。

　しかしベヅァーは、前とは違い、エリをなぶり殺しにするつもりはなさそうである。

　前に竜人ギオラムの結界で対たい峙じした時には、ベヅァーがそれを狙ったがゆえに、つけ入るチャンスを見いだすこともできたのだが──

　今度はどうやら、そうもいかないようである。

　抗する手段はむろんなく、できることといえば今は、ただ逃げるのみ。

　ベヅァーがえんえんと、自分が殺した竜人ギオラムの死体に向かって説教を続けてくれればよかったのだが──

　ぐちめいたことばはすぐにとぎれ、後ろから、はばたきの音と、呪文の詠唱らしきつぶやきが聞こえてくる。

　そして──

　ぐぉぅんっ！

　ベヅァーの吠ほえた、その声を合図に、エリは大きく右に跳んだ！




　つどぉぉぉぉぉぉぉん！




　ほとんど間を置かず、エリの走っていたあたりに、紅蓮の炎の華が咲く。

　爆風に押され、転がるエリ。あちこち地面で打ったようだが、それほどたいしたことはなさそうだ。

　しかしこの時、ベヅァーはすでに、エリとの距離を詰めながら、次の呪じゆ文もんをとなえはじめている。対してエリは、まだ身を起こしてもいない。

　──逃げられない!?

　エリが思ったその瞬間。

　ひゅっ！

　闇やみを裂き、飛んできた矢の一本が、ベヅァーの白い翼を貫いた！

「!?」

　瞳の奥に怒りを燃やし、しかし呪文は唱えつづけたそのままで、矢の飛んで来た方をふり向く白い竜人ギオラム。

　そこには、弓矢を手に手にたずさえ向かい来る、五、六人の人間の兵士の姿。

　ぐるぁぉぉぅっ！

　ばぢぢぢぢっ！

　竜人ギオラムが吠えて放った雷が、一瞬にして、その兵士たちをなぎ倒した。

「どいつもこいつも！　邪魔ばかりしおって！」

　吐き捨てて、ようやく立ち上がったエリに視線を戻し、

「──しかし──それもここまでだ！」

　またもや呪文を唱えながら、エリに向かってゆっくり歩みを進めるベヅァー。

　エリはあわてて身をひるがえし──

「──あっ!?」

　声を上げ、彼女はその場に倒れ込んだ。

　白い竜人ギオラムに背をむけようとしたとたん、右の足首に鋭い痛みが走ったのだ。

　さきほど転がった拍子に、怪け我がでもしたか、あるいは足をひねったか──

　ベヅァーの呪文が完成した。

　再び立ち上がっている時間はない。

　──えーいっ！

　エリは半ば反射的に、手元にあった、野球のボールほどの大きさの石を拾い上げていた。

　むろん用途は決まっている。ベヅァーに向かって投げつけるのだ。

　──無駄なことを──

　内心、エリをあざ笑うベヅァー。

　──最後のあがきにしてもお粗末な……たとえ投げつけたとしても、よければそれですむこと……

　むろんエリとてわかっている。これが、はかない抵抗にしかすぎないことは。

　しかし、何もせずにあきらめるなど、彼女にはできない相談だった。

　ベヅァーの呪文の詠唱が終わる。

　エリが右手をふりかぶる。

　るぅおんっ！

　竜人ギオラムの吠え声が夜にこだました。

　ベヅァーが呪文を解き放ったのは、エリの手から、石が投げ放たれるのより、一瞬だけ早かった。

　ばぢぃっ！

　空間をふるわせ生まれた数十条の雷が、エリに向かって収しゆう斂れんし──

　彼女をからめ取るその直前、ふたたび虚空に溶け消えた！

「──っなっ!?」

　自分の放った術の消失に、驚きよう愕がくの叫びを思わず上げるベヅァー。

　その一瞬の動揺から、彼が覚めやらぬそのうち──




　ごげ。




　エリの投げ放った石が、白い竜人ギオラムの頭をまともに直撃した。

「──!?」

　声すら立てず、ベヅァーはその場にくずおれた。

「……………………？」

　エリはその場にへたり込んだまま、しばし呆ぼう然ぜんとしていた。

　とうてい間にあうタイミングではなかった。

　ベヅァーの放った術が消え去らなければ、死んでいたのは、まちがいなくエリである。

　──しかし──一体なんで──？

　天をあおいだエリの目に、見覚えのある顔が映った。

「──ラーディー!?」

　思わず声を上げる彼女。

　そう。

　すぐそばの建物の、二階の窓から顔をのぞかせ、ぼーっとこちらを眺めているのは、まぎれもない、人間の幻を纏まとったままのラーディーだった。

「……あ……やっぱりエリ……？」

　完全に、寝ぼけ口調で言うラーディー。

「……なんであなたがこんなところにいるのよ？」

　しゃがみこんだまま問いかけたエリのことばに、ラーディーは、何か考えるかのようにしばし沈黙し、

「……なんでって……寝てたんですよ……人間の研究で……泊まり込み……」

「……寝てた……って……あ!?　そうか！」

　エリはようやく気がついた。彼女が今いるこの場所は、ラーディーが寝泊まりしている宿舎の裏手だということに。

「──そいじゃあやっぱし、今、呪文を消してくれたのもあなたなの!?」

　彼女の問いに、ラーディーは、ふたたびぽーっと考えてから、

「……ええ……なんかさわがしいんで……見たら、なんだか見覚えのありそうなひとが危なそうだったんで……とりあえず……」

「……そんな術、使えたんだ……とにかく、助かったわ！　ありがと！」

　なおもしばらくラーディーは、ぽーっとしたままエリを眺め、やはりぽーっとしたままの視線をベヅァーの方に動かし、

「……ところで……何があったんです……？　そこに倒れてるの……なんか……ベヅァーさんみたいですけど……」

「……あ……」

　──全然事態理解してない……

「……そ……そーね、事情は明日説明するから。寝てて」

「……わかりました……」

　エリのことばにすなおにうなずくと、ラーディーの顔は、窓の奥へと引っ込んだ。

「……な……なんか知んないけど……」

　右足に体重をかけないように、それでもなんとか立ち上がる。

「──ともあれ──なんか助かっちゃったみたいね……」

　つぶやいたエリの耳に、人々の歓声が、夜風に乗って届いて来た。

　ほとんど同時に聞こえてきた頭上の羽ばたきに、彼女が空を見上げれば、星を背に、結界の方へと飛び去る、竜人ギオラムたちの姿があった。

「……どうやら……なんとか終わったみたいね……」

　またたく星空をあおぎ見ながら、エリはぽつりとつぶやいた。




「──きのうはありがとね、ラーディー」

「……昨日？」

　翌日の昼──

　いっしょに昼食をとりながら、エリの言ったそのことばに、ラーディーはいぶかしげに眉まゆをひそめた。

「昨日って……何かあったんですか？」

「…………は…………？」

　エリの目が一瞬点になる。

「……いや……だからきのうの夜……」

「──ええ。昨日の夜、問題の別動隊が攻めてきた、という話は、朝になってから聞きましたけど……私はずっと眠ってましたからね」

「……ず……ずっと……って……？」

「ええ。ずっと」

　自信たっぷり言い切るラーディー。

　……ぜんぜん覚えてないでやんの……

　エリは引きつった苦笑を浮かべた。

「……けど……今回は、どちらにとってもいいことなしの痛手のみ、でしたね……」

　一転して、真面目な口調で言うラーディー。

「……そうね……」

　エリも重い口調であいづちをうつ。

　昨夜のあの戦いで、人間、竜人ギオラム、双方とも、死傷者は、かなりの数にのぼった。

　町の中で傷つき、倒れており、捕らえられたネルガとかいう竜人ギオラムの話によれば、やはり今回の一件は、あのベヅァーの独断的な暴走が原因だったということである。

　──そして、そのベヅァーなのだが──

　昨夜、寝ぼけたラーディーのおかげで、エリがなんとか一命をとりとめたあのあと。

　通りに出、クルーガーたちと再会し、ふたたび路地裏へと戻った時──

　そこに倒れていたはずの、白い竜人ギオラム、ベヅァーの姿は、はやあたりから消え去っていた。

　──なんか……まだ一回や二回は出てきそうね……

　胸のうちでつぶやいて、彼女は重いため息をついた。







　エピローグ







「……一体……何がどうなっている……？」

　竜人ギオラムたちの本国、王都ズェルドア。

　受け取った書状を読み終えた黄金王グレア・ギオラムジグラドは、憂ゆう鬱うつなため息をついた。

　彼が書状と兵を預けたベヅァーが乱心し、結界区域の安全にかかわるような行動を取っている──

　彼の弟、結界区域をあずかる白輝帝ライラ・ギオラムゾムドから、その書状が届いたのは、それほど前のことではない。

　そして今──

　届いた報告書によれば、ベヅァーの暴走により、貸し与えた兵、二百五十のうち、およそ三分の二が失われたという。

　その報告書の終わりに、ゾムドはこう記していた。

　──人間たちの力はあなどりがたく、されど私に、彼らを抑える妙案がございます。書状にては伝えきれなく存じますゆえ、後日、私自らがお伺い申し上げます──

「……一体何を考えておる……？　ゾムド……」

　王宮の、自室の椅子に身を沈め、黄金王グレア・ギオラムジグラドは小さくつぶやいた。




　……に……にじう……にてん……

　返って来た、抜き打ちテストの答案に、エリは目を点にしたまま、自分の席で硬直していた。

「──今回のテストで、諸君が日頃、どのように勉強をしているのか、よーくわかった」

　教壇の上では物理の教師が、長々と説教をたれている。

　また、抜き打ちテストがあったのだ。

　それも──以前の抜き打ちテストと、全く同じ問題で。

　そのテストで、エリの取った点数がそれ──前回より、六点低いというモノだった。

「……反省だけならサルでもできるが、その反省すらできない奴は……」

　教師の説教──というよりイヤミも耳に入らず、エリはただただぼーぜんと、『22』の数字を眺めていた。

　──こ……今度こそ……ちょっぴし真面目にべんきょーしよ……

　そんな、アテにならない決心を胸に抱きながら。











見物気分の旅行人トラベラー・おわり　









　あとがき







　春が来た来た春が来た。半年経つのは早いものっ！

　と、ゆーわけで、こんにちは。神坂一です。

　半年ぶりのお待たせで、ここに『ギオラム観察日記』……もとい、日帰りクエストの３をお届けしますっ！

　……しかし実際の話、今回の主役って、エリじゃあなくて竜人ギオラムたちのよーな気はするんですけど……

　書いててふと気がつくと、人間がわをかなりつき離してて、あわてて修正したりして……

　そのうち人間が全然出て来なくなったりしませんよーに。

　……まあ、そのうち、などと言ってはいますが、実はこの日帰りクエストは、次の四巻目で完結する予定です。

　してみると、作者の書いているシリーズもののうちで、いちばんあとからはじまって、いちばん最初に完結することになるんですねー。これがまた。

　うーん。時のたつのは早いものよのぅ。（しみじみ）

　我ながらまだまだ未熟、と、かけ出し気分の抜けない作者ですけれど、考えてみれば、作者わたしが小説家としてデビューしてから、今年で五年になるわけなんですねー。

　はっ！　ひょっとしてこれは、月日の流れるペースに作者の精神面の成長速度がついていっていないことの証ではっ!?

　……いや……いちおー作者も、レベルアップらしきものはしてるんですよ。常日ごろ暮らしてて、何かのきっかけで、なんとなく、『うぉぉぉぉっ！　この瞬間、ちっとレベル・アップしちまったぜいっ！』などと思ったりする時がままあります。

　──問題は──それが作品に現われるか、とゆーと、必ずしもそーとは限らないことですね。

　そもそも、小説とは全然関係ない分野でレベル・アップすることが多々ありますからねー。たとえば、『なぜ関東では天カス入りのうどん・そばを『たぬき』うどん・そばと言い、対して大阪ではおあげの入ったそばを『たぬき』というのか？』などといった、人生に直接関わる大疑問！

　こーいった疑問に、自分なりに納得できるへりくつをつけることができた瞬間など、なかなか気分のいいモノがあります。

　それがはたして事実７日どーなのかはさておき、理屈らしいものを自分で考え、つけてしまい、あとはひとりで満足している。

　──人生において、一片の役にも立たないレベル・アップ──

　けっこうー好きなんですけどね。こーゆーの。

　あと、作者は自炊をしてるんですけど、今までうまく作れなかった料理がうまくできた、とか……

　……シアワセな人生かもしんない……これって……

　しかし真剣、なんとかお話書きとしてのレベル・アップもしたいものよのぅ、とか思ったりして。

　何しろわたしゃ脳ミソの回転ペースがあんまし早くない方でして、原稿を書くのに、これがまぁ時間のかかること。一行書いて数分悩む、なんてことはザラだったりするんですよねー。

　せめてもーちょっとペース・アップしたいもんだ、とは思いつつ、最近逆に、悩む時間の方が長くなってきていたり……

　あとがきひとつ書くのに、丸一日以上かかったりすることなんかもあります。

　……実は、今のこれなんかもそのパターンだったりして……

　さてそこで問題ですっ！　どの部分で日付が変わってるでしょうっ。

　あ、解答を書いて送っても、たぶんその頃には、作者自身、ンなことコロッと忘れてるでしょうから、正解だの、それに付随した景品だのは一切ありませんので。

　しかしなにしろこのあとがきという奴、ストーリーもテーマもなしの完全アドリブですからねー。

『よしっ！　あのことを書こうっ！』と心に決めて、そこまで書くのは早いんですけど、書き終わったその瞬間、いきなしぴたりっ、と、キーボードを打つ手が止まる。

　俗に言う、『出足は早いが力尽きるのも早い』つまり『一撃必殺一発芸』とゆー奴でしょーか。

　……ま、早く書けりゃあそれでいい、ってわけでもないんですが、早く書けるに越したことはないわけですし。

　おーしっ！　それなら今年の目標は『執筆速度のペース・アップ』だっ！

　ちなみに私は生まれてこのかた、『今年の目標』の内容を、一か月以上覚えていたためしがないぞっ！

　それもまた人生っ！（おいおい）

　しかし冗談抜きで執筆ペースが上がったら、編集部も喜ぶ、作者も時間に余裕ができる、と、いいことずくめですからねー。できれば実現させたいですねー。

　……けどそれで仕事が増えたらヤだ……（正直）

　それに、執筆ペース以前の問題として、お話をきれいに書き上げる、というのがありますからね。執筆ペースが上がったけれど、あんまし面白くなくなっちゃった、などとゆーのはとことん困りものですし。

　ま、ぼちぼちやりましょう。（ああっ！　すでに今年の目標がっ！）

　──何はともあれ、そういうことで。

　それではまた、日帰りクエストの四巻でお会いしましょう。
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